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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
二
五

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法

上
の
処
遇

―
―

米
国
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
立
法
史
と
解
釈―

―

藤　
　

林　
　

大　
　

地

第
一
章　

緒
論

第
二
章　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定

　

第
一
節　

一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定
に
至
る
経
緯

　
　

第
一
款　

序

　
　

第
二
款　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
制
定
以
前
の
法
状
況

　
　

第
三
款　

Slain &
 K

ripke

の
議
論

　
　

第
四
款　

一
九
七
三
年
倒
産
法
委
員
会
報
告
書
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
批
判
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
連
邦
証
券
法
典

　

第
二
節　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定

　
　

第
一
款　

一
九
七
七
年
下
院
司
法
委
員
会
報
告

　
　

第
二
款　

一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定

三
一
二
九
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）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
二
六

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　
　

第
三
款　

一
九
八
四
年
連
邦
倒
産
法
改
正
法
に
よ
る
改
正

　

第
三
節　

時
代
背
景
か
ら
見
た
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項

第
三
章　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
解
釈

　

第
一
節　

証
券
訴
訟
に
お
け
る
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項

　

第
二
節　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
解
釈―
―

﹁
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
﹂
債
権
の
意
義

　
　

第
一
款　

序

　
　

第
二
款　

初
期
の
判
例―

―

制
限
的
解
釈

　
　

第
三
款　
﹁
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
﹂
要
件
の
拡
張
的
解
釈

　
　

第
四
款　

劣
後
化
を
否
定
し
た
判
例

　

第
三
節　

一
般
債
権
を
表
章
す
る
証
券
に
係
る
債
権
の
劣
後
化

第
四
章　

結
び
に
代
え
て

第
一
章　

緒
論

１
、
序

　

不
実
開
示
に
関
し
て
発
行
会
社
に
民
事
責
任
が
課
さ
れ
る
場
合
、
投
資
者
の
損
害
塡
補
お
よ
び
不
実
開
示
の
抑
止
と
い
う
効
果
を
期
待
で

き
る
。
一
方
で
、
発
行
会
社
が
責
任
を
負
う
場
合
に
は
、
株
主
間
に
お
け
る
利
益
移
転
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る）

1
（

。
さ
ら
に
、
発
行
会
社
が
債

務
超
過
状
態
に
陥
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
株
主
間
の
み
な
ら
ず
、
一
般
債
権
者
と
株
主
の
間
に
お
け
る
相
克
が
生
じ
得
る
。

　

す
な
わ
ち
、
株
主
の
損
害
賠
償
請
求
債
権）

2
（

を
一
般
債
権
と
し
た
場
合
、
一
般
債
権
者
は
か
か
る
債
権
の
分
だ
け
倒
産
手
続
き
に
お
け
る
分

三
一
三
〇
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）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
二
七

配
に
つ
い
て
希
釈
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、株
主
の
損
害
賠
償
請
求
債
権
を
一
般
債
権
よ
り
も
劣
後
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
は
、

一
般
債
権
者
の
利
益
は
害
さ
れ
な
い
。

　

か
か
る
問
題
は
、
証
券
取
引
法
の
昭
和
四
六
年
改
正
時
に
理
論
的
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
た
が）

3
（

、
平
成
九
年
の
山
一
證
券
事
件
に
お
い
て

争
わ
れ）

4
（

、
ま
た
近
時
も
倒
産
会
社
に
係
る
訴
訟
と
し
て
ア
ー
バ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
件
や
エ
フ
オ
ー
ア
イ
事
件
が
生
じ
て
い
る
。
そ
し

て
、
ア
ー
バ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
件
判
決
で
は
、
株
主
の
不
実
開
示
に
係
る
損
害
が
再
生
債
権
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
損
害
額
の

評
価
が
行
わ
れ
て
い
る）

5
（

。
ま
た
、
エ
フ
オ
ー
ア
イ
事
件
に
お
い
て
も
、
株
主
の
損
害
賠
償
請
求
債
権
は
破
産
債
権
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る）

6
（

。

　

さ
ら
に
、
本
稿
執
筆
時
に
お
い
て
、
不
実
開
示
の
疑
い
に
よ
っ
て
時
価
総
額
が
大
幅
に
下
落
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
会
社
に
関
し
て
、

株
主
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
が
行
わ
れ
た
場
合
に
債
務
超
過
に
陥
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

7
（

。

　

こ
の
よ
う
に
発
行
会
社
倒
産
時
に
お
け
る
株
式
投
資
者）

8
（

の
債
権
の
処
遇
は
、
現
実
の
問
題
と
な
る
機
運
を
み
せ
て
お
り
、
ま
た
関
係
者
の

利
害
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
性
質
を
有
す
る
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
、
ル
ー
ル
の
設
定
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２
、
先
行
研
究
と
の
関
係―
―

本
稿
の
観
点

　

か
か
る
問
題
に
つ
い
て
米
国
は
、
一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
改
正
に
お
い
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項）

9
（

を
導
入
し
、
株
式
投
資
者
の
債
権
を
劣

後
化
さ
せ
る
と
い
う
解
決
を
行
っ
て
い
る）
₁₀
（

。

　

そ
し
て
、
こ
の
米
国
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
政
策
的
基
礎
に
つ
い
て
は
、
後
藤
准
教
授
に
よ
っ
て
既
に
、
立
法
根
拠
と
な
っ

たSlain &
 K

ripke

の
議
論）
₁₁
（

お
よ
び
立
法
成
立
後
のD

avis

の
批
判）
₁₂
（

を
踏
ま
え
た
精
緻
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る）
₁₃
（

。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
が

株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
の
問
題
に
つ
い
て
何
ら
か
の
議
論
を
付
け
加
え
る
余
地
が
存
在
し
て
い
る
か
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。

　

も
っ
と
も
、
次
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
米
国
に
お
い
て
な
ぜ

三
一
三
一
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）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
二
八

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

一
九
七
八
年
に
そ
の
よ
う
な
立
法
が
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
背
景
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
政
策
的
基
礎
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
株
式
投
資
者
の
債
権
が
一
般
債
権
に
劣
後
す
る
と
し
た
場
合
に
は
、
具
体
的
に
如
何
な
る
順
位
に
な
る

の
か）
₁₄
（

と
い
っ
た
副
次
的
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
と
こ
ろ
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
設
計
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た

の
か
を
参
照
す
る
こ
と
に
は
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）
₁₅
（

。
第
三
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
不
実
開
示
が
な
さ
れ
た
上
場
会
社
の
株
主

と
一
般
債
権
者
と
い
う
典
型
的
な
場
面
に
と
ど
ま
ら
ず）
₁₆
（

、
広
範
な
証
券
概
念
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
取
引
か
ら
生
じ
た
債
権
に
関
す
る
処
遇

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
極
め
て
射
程
範
囲
が
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
適
用
に
つ

い
て
も
参
照
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
立
法
史
を
検
討
す
る
と
と
も
に
（
第
二
章
）、五
一
〇
条
（
ｂ
）

項
の
証
券
訴
訟
に
お
い
て
果
た
す
役
割
や
、
具
体
的
事
案
に
お
け
る
解
釈
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
第
三
章
））
₁₇
（

。

（
1
）　

投
資
者
間
の
利
益
移
転
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
加
藤
貴
仁
﹁
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
と
投
資
家
の
損
害
﹂
新
世
代
法
政
策
学
研
究
一
一
号
三
〇
三
頁
、
三
二
一－

三

三
七
頁
（
二
〇
一
一
年
）、
拙
稿
﹁
不
実
開
示
に
対
す
る
発
行
会
社
等
の
民
事
責
任
の
構
造
に
関
す
る
一
考
察
﹂
同
志
社
法
学
六
三
巻
四
号
一
三
九
頁
、
一
八
四－

一
九
二
頁
、

二
一
五－

二
一
八
頁
（
二
〇
一
一
年
）
参
照
。S

ee a
lso Jam

es J. P
ark, Securities C

lass A
ctions and B

ankrupt C
om

panies 24-25 

（B
rooklyn L

aw
 School, 

L
egal Studies P

aper N
o. 241, 2011

）, a
va

ila
ble a

t http://ssrn.com
/abstract=1892229.

（
2
）　

な
お
、
信
託
と
比
較
し
た
場
合
に
、
株
式
会
社
に
つ
い
て
、
株
主
総
会
決
議
等
に
よ
っ
て
配
当
金
支
払
請
求
権
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
具
体
的
に
発
生
し

た
配
当
金
支
払
請
求
権
が
一
般
債
権
と
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
神
田
秀
樹
﹁
株
式
の
不
思
議
﹂
前
田
庸
先
生
喜
寿
記
念
﹃
企
業
法
の
変
遷
﹄
一
二
五
頁
、
一
三
〇－

一
三
二

頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
3
）　

証
券
取
引
法
研
究
会
﹁
証
券
取
引
法
研
究
会　
（
第
五
回
）　

議
事
録
：
開
示
制
度
の
問
題
（
二
）
ほ
か
﹂
八
四－

八
六
頁
（
昭
和
四
五
年
七
月
四
日
、日
本
証
券
経
済
研
究
所
）、

﹁
経
済
法
学
会
証
券
取
引
法
改
正
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
商
事
法
務
五
四
二
号
三
〇
頁
、
三
三－

三
七
頁
、
四
〇
頁
（
一
九
七
〇
年
）、
証
券
取
引
法
研
究
会
﹁
証
券
取
引
法
の
改
正

に
つ
い
て
︹
六
︺﹂
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
二
五
巻
一
号
一
〇
二
頁
、
一
一
頁
［
龍
田
節
発
言
］　
（
一
九
七
二
年
）
参
照
。

三
一
三
二
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）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
二
九

（
4
）　

東
京
地
判
平
成
一
三
年
一
二
月
二
〇
日
金
融
・
商
事
判
例
一
一
四
七
号
三
四
頁
、
四
九
頁
。

（
5
）　

東
京
地
判
平
成
二
二
年
一
一
月
二
四
日
判
例
時
報
二
一
〇
三
号
二
四
頁
。

（
6
）　

黒
沼
悦
郎
＝
永
井
智
亮
＝
中
村
慎
二
＝
石
塚
洋
之
﹁
座
談
会　

不
適
切
開
示
を
め
ぐ
る
株
価
の
下
落
と
損
害
賠
償
責
任
︹
上
︺﹂
商
事
法
務
一
九
〇
六
号
六
頁
、
一
〇
頁
［
中

村
発
言
］、
一
三
頁
［
石
塚
発
言
、
中
村
発
言
］（
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
7
）　

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
一
一
月
二
六
日
号
一
三
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

（
8
）　

株
式
売
却
後
の
投
資
者
が
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
場
合
も
含
め
て
、
本
稿
で
は
、
株
式
投
資
者
と
い
う
語
を
用
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
処
遇
が
問
題
と
な
る
債

権
の
基
礎
と
な
る
権
利
は
株
式
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
通
常
問
題
と
な
る
の
は
株
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
か
か
る
語
を
用
い
る
。

（
9
）　B

ankruptcy C
ode§

510 （b

）; 11 U
.S.C

.§
510

（b

）.

（
10
）　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
お
い
て
示
さ
れ
た
法
原
理
は
、
一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
の
制
定
前
に
は
明
確
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
議
論
の
あ
っ
た
問
題
に

対
し
て
判
断
が
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。4 C

O
L

L
IE

R
 O

N
 B

A
N

K
R

U
P

T
C

Y¶
510.L

H
[1] （A

lan N
. R

esnick &
 H

enry J. Som
m

er ed. 16th ed. 2009

）.

（
11
）　John J. Slain &

 H
om

er K
ripke, T

he Interface betw
een Securities R

egulation and B
ankruptcy

―
―

A
llocating the R

isk of Illegal Securities Issuance, 

48 N
. Y. U

. L
. R

ev. 261 （1973

）.

（
12
）　K

enneth B
. D

avis, Jr., T
he Status of D

efrauded Securityholders in C
orporate B

ankruptcy, 1983 D
uke L

.J. 1 （1983

）.

（
13
）　

後
藤
元
﹁
不
実
開
示
に
関
す
る
会
社
の
民
事
責
任
と
倒
産
法
（
上
・
下
）―

―

投
資
家
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
倒
産
手
続
に
お
け
る
劣
後
化
の
是
非
﹂
ジ
ュ

リ
ス
ト
一
三
五
七
号
一
〇
八
頁
、
一
三
五
八
号
六
三
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
後
藤
元
﹁
不
実
開
示
に
関
す
る
会
社
の
民
事
責
任
と
倒
産
法
﹂
新
世
代
法
政
策
学
研
究
二
号
三
二

九
頁
（
二
〇
〇
九
年
）。

（
14
）　

例
え
ば
、
不
実
開
示
等
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
株
式
投
資
者
に
つ
い
て
、
一
般
債
権
者
に
は
劣
後
す
る
と
し
て
も
、
損
害
を
被
っ
て
い
な
い
株
主
に
は
優
先
す
る
の
か
、

あ
る
い
は
か
か
る
株
主
と
同
順
位
と
な
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
得
る
。

（
15
）　Slain &

 K
ripke

の
議
論
と
は
異
な
る
政
策
的
考
慮
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
右
脚
注
の
よ
う
な
副
次
的
問
題
の
解
決
は
将
来
我
が
国
に
お
い

て
劣
後
化
を
肯
定
す
る
立
法
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
参
考
と
な
ろ
う
。

（
16
）　

株
主
と
一
般
債
権
者
と
い
う
場
面
に
限
っ
た
と
し
て
も
、
非
上
場
会
社
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
が
生
じ
得
る
。

（
17
）　

本
稿
は
、﹁
不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇
﹂
と
題
す
る
も
の
で
あ
る
が
、﹁
倒
産
法
上
の
処
遇
﹂
と
い
う
語
は
、
会
社
が

倒
産
状
態
に
陥
っ
た
場
合
に
お
け
る
法
律
関
係
の
処
理
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
り
、
次
の
よ
う
なJackson

の
議
論
と
衝
突
す
る
も
の
で
は
な
い
。

三
一
三
三
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六
三
巻
七
号�

一
三
〇

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　
　
　

Jackson

は
、
倒
産
法
を
債
務
者
の
財
産
価
値
の
最
大
化
を
図
る
た
め
に
集
団
的
・
強
制
的
な
債
権
回
収
制
度
を
用
意
す
る
も
の
と
し
て
理
解
し
、
倒
産
法
は
、
債
権
の
相

対
的
地
位
（
順
位
）
に
つ
い
て
規
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
換
価
問
題
が
倒
産
法
の
関
心
事
で
あ
り
、
分
配
問
題
は
非
倒
産
法
（
州
法
）
の
関
心
事
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
倒
産
法
が
非
倒
産
法
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
か
か
る
変
更
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
ク
ラ
ス
の
債
権
者
は
倒
産
手
続
き
が
債
権
者

全
体
の
利
益
に
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
当
該
手
続
き
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
倒
産
法
に
よ
る
非
倒
産
法
の
変
更
は
、
倒
産
手
続
き
の
適
切
な
利
用
を
妨
げ
、
そ
の

結
果
と
し
て
財
産
価
値
の
最
大
化
を
阻
害
し
、
ひ
い
て
は
債
権
者
全
体
の
集
団
的
利
益
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す
る
（
以
上
の
記
述
は
、
水
元
宏
典
﹃
倒
産
法
に
お
け

る
一
般
実
体
法
の
規
制
原
理
﹄
四
一－

六
〇
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）［
初
出
：
法
学
協
会
雑
誌
一
一
八
巻
五
号
七
三
四
頁
、
七
三
六－

七
五
五
頁
（
二
〇
〇
一
年
）］
に
依

っ
た
）。

　
　
　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
は
、Slain &

 K
ripke

が
倒
産
状
態
に
お
い
て
一
般
債
権
者
に
対
し
て
リ
ス
ク
の
再
分
配
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
、D

avis

が
反
論
し

て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
い
ず
れ
の
議
論
に
優
位
性
が
あ
る
に
せ
よ
、
か
か
る
議
論
が
倒
産
法
の
政
策
の
問
題
を
議
論
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
当
該
問
題
は
本
質
的
に
非
倒
産
法
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
一
度
非
倒
産
法
に
お
い
て
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
倒
産
状
態
に
お
い
て
異
な
る
結
論
を
導
こ

う
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
述
べ
る
。T

hom
as H

. Jackson, T
ranslating A

ssets and L
iabilities to the B

ankruptcy F
orum

, 14 J. L
egal Stud. 73, 86-89 

（1985

）, rep
rin

ted
 in

 T
H

O
M

A
S H

. JA
C

K
SO

N
, T

H
E

 L
O

G
IC

 A
N

D
 L

IM
IT

S O
F

 B
A

N
K

R
U

P
T

C
Y L

A
W

 62-64 （B
eard B

ooks 2001

） （1986

）.

　
　
　

以
上
の
よ
う
に
、Jackson

の
議
論
は
州
法
と
連
邦
法
と
い
う
二
元
性
を
前
提
と
し
た
上
で
、
実
質
的
な
意
義
で
の
倒
産
法
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
債
権
の

順
位
に
つ
い
て
形
式
的
意
義
に
お
け
る
倒
産
法
（
倒
産
法
典
）
に
規
定
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
直
接
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。

　
　
　

一
方
で
、
劣
後
化
規
定
が
設
け
ら
れ
る
場
合
に
、
そ
れ
が
会
社
法
も
し
く
は
倒
産
法
ま
た
は
金
融
商
品
取
引
法
の
何
れ
に
置
か
れ
る
か
は
、
法
形
成
主
体
と
い
う
観
点
か
ら

は
問
題
と
な
り
得
え
よ
う
。
実
質
的
意
義
お
よ
び
形
式
的
意
義
の
法
と
い
う
概
念
お
よ
び
法
形
成
主
体
の
問
題
に
つ
い
て
、
江
頭
憲
治
郎
﹁
会
社
法
制
の
将
来
展
望
﹂
同
﹃
会

社
法
の
基
本
問
題
﹄
三
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）　
［
初
出
：
﹃
企
業
法
制
の
現
状
と
課
題
﹄
一
一
五
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
）］
参
照
。

三
一
三
四
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第
二
章　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定

第
一
節　

一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定
に
至
る
経
緯

第
一
款　

序

　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
一
八
九
八
年
連
邦
倒
産
法）

1
（

の
全
面
的
な
改
革
を
図
る
一
九
七
八
年
倒
産
法
改
正
法）

2
（

に
よ
っ
て
制
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
一
九
七
八
年
改
正
は
消
費
者
破
産
の
急
増
を
一
つ
の
原
動
力
と
し
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が）

3
（

、
企
業
の
倒
産
手
続
き
の
不
合

理
性
も
当
時
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
八
年
法
は
そ
の
後
の
改
正
を
経
て
、
再
建
手
続
き
と
し
て
第
一
〇
章
の
会

社
更
生
手
続
き　
（C

orporate R
eorganization

）
）
4
（

と
第
一
一
章
の
債
務
整
理
手
続
き
（A

rrangem
ent

）
）
5
（

を
規
定
し
て
い
た
が）

6
（

、
ど
の
よ

う
な
場
合
に
何
れ
の
手
続
き
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
手
続
き
相
互
の
融
通
性
を
欠
い
て
い
た
た
め）

7
（

、
多
大

な
コ
ス
ト
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
般
論
と
し
て
、
政
治
的
背
景
が
熟
し
て
大
規
模
な
改
正
が
始
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
蓄
積
さ
れ
て
い
た
問
題
の
洗
い
出
し

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が）

8
（

、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
の
問
題
も
、
再
建
手
続
き
の
統
合
お
よ
び
合
理
化）

9
（

（
一
九
七
八
年
法
第
一
一
章

の
更
生
手
続
き
（R
eorganization

）
と
し
て
の
再
構
築
）
の
文
脈
に
お
い
て
顕
在
化
し
て
い
た
。

　

債
務
者
会
社
の
経
営
者
は
債
務
整
理
手
続
き
に
拠
っ
た
場
合
に
は
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
の
再
建
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
当
該
手
続
き
を
好
ん
だ
わ
け

で
あ
る
が）
₁₀
（

、
債
権
者
の
側
に
も
債
務
整
理
手
続
き
を
嗜
好
す
る
理
由
が
存
在
し
、
そ
の
一
つ
が
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
の
問
題
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
会
社
更
生
手
続
き
は
厳
格
で
あ
り
、
と
り
わ
け
更
生
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
関
与
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ

三
一
三
五
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六
三
巻
七
号�

一
三
二

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

ろ
）
₁₁
（

、
そ
れ
は
時
間
の
か
か
る
も
の
で
あ
り）
₁₂
（

、
さ
ら
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
詐
欺
に
よ
っ
て
株
式
を
取
得
し
た
者
の
取
り
消
し
あ
る
い
は
損
害
賠
償
に
係

る
債
権
は
一
般
債
権
と
同
位
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た）
₁₃
（

。
債
権
者
は
、
会
社
更
生
手
続
き
の
厳
格
性
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の

関
与
が
、
再
建
手
続
き
の
長
期
化
を
生
じ
さ
せ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
な
便
益
を
生
み
出
さ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
わ

け
で
あ
る）
₁₄
（

。

　

証
券
訴
訟
に
お
い
て
は
通
常
巨
額
の
請
求
が
行
わ
れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
訴
訟
は
度
々
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
一
九
七
八
年
法

と
し
て
結
実
す
る
包
括
的
な
改
正
の
中
で
、株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
の
問
題
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る）
₁₅
（

。
も
っ
と
も
、

一
九
六
八
年
に
開
始
し
た
倒
産
法
改
正
作
業）
₁₆
（

に
お
い
て
、
か
か
る
問
題
は
殆
ど
外
部
の
関
心
を
集
め
ず
、
株
式
投
資
者
の
債
権
を
劣
後
化
す

る
と
い
う
提
案
に
つ
い
て
批
判
を
行
っ
た
の
は
実
質
的
に
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
だ
け
で
あ
っ
た）
₁₇
（

。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
一
九
七
三
年
以
前
の
法
状
況
を
確
認
し
、
か
か
る
問
題
の
背
景
を
確
認
す
る
。
次
に
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
劣
後

化
を
主
張
す
るSlain &

 K
ripke

の
議
論
と
倒
産
法
委
員
会
の
提
案
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
倒
産
法
の
制
定
に
お
い
て
は
経
営
者
お
よ
び

債
権
者
の
利
益
が
反
映
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
投
資
者
の
利
益
の
代
弁
者
と
し
て
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
批
判
を
参
照
す
る
。

さ
ら
に
、
当
時
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
（A

m
erican L

aw
 Institute

）
に
よ
る
連
邦
証
券
法
典
（F

ederal Securities C
ode

）
の
起
草
が
行
わ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
、
ど
の
よ
う
な
態
度
が
表
明
さ
れ
て
い
た
か
を
付
加
的
に
参
照
す
る
。

第
二
款　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
制
定
以
前
の
法
状
況

１
、
米
国
の
判
例
法
理―

―
A

m
erican R

ule

の
形
成―

―

　

株
式
投
資
者
の
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
制
定
以
前
は
こ
れ
を
直
接
に
規
律
す
る
制
定
法
は
存

在
せ
ず
、
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。

三
一
三
六
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そ
し
て
、
米
国
に
お
け
る
最
も
初
期
の
判
例
法
は
主
と
し
て
、
会
社
倒
産
時
に
権
利
の
分
配
に
与
か
る
た
め
で
は
な
く
、
制
定
法
上
の
倒

産
時
に
お
け
る
追
加
出
資
責
任
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、株
式
の
引
き
受
け
の
取
り
消
し
を
求
め
る
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
株
主
が
、
発
行
会
社
側
が
詐
欺
を
行
っ
た
た
め
に
株
式
を
引
き
受
け
た
と
主
張
し
て
そ
の
取
り
消
し
を
求
め
た
場
合
に
お
け
る

そ
の
有
効
性
な
い
し
帰
結
が
問
題
と
な
っ
て
い
た）
₁₈
（

。

　

こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
当
初
、
英
国
に
お
い
て
会
社
の
倒
産
手
続
き
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
は
詐
欺
に
基
づ
く
取
り
消

し
の
権
利
は
失
わ
れ
る
と
い
う
判
断
（E

nglish R
ule

）
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
受
け
て
、
衡
平
の
原
理
を
根
拠
と
し
て
同
様
の
判
断
を

下
し
て
い
た）
₁₉
（

。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
は
米
国
に
お
け
る
支
配
的
な
ル
ー
ル
は
、
会
社
が
倒
産
手
続
き
に
あ
っ
て
も

株
式
の
引
き
受
け
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
（A
m

erican R
ule

）
と
い
う
も
の
と
な
っ
て
い
た）
₂₀
（

。

　

但
し
、
①
株
式
の
引
き
受
け
に
お
い
て
投
資
者
が
注
意
を
怠
っ
た）
₂₁
（

、
②
詐
欺
が
明
ら
か
と
な
っ
た
後
に
取
消
権
を
行
使
す
る
ま
で
に
不
合

理
な
期
間
の
経
過
が
あ
っ
た
、
③
株
主
が
経
営
者
と
し
て
会
社
の
運
営
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
何
れ
か
の
事
情
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
さ
ら
に
、
株
式
の
発
行
後
に
会
社
が
実
質
的
な
債
務
を
追
加
的
に
負
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
債
権
者
に
対
し
て
衡

平
法
上
の
優
先
的
地
位
を
与
え
る
、
あ
る
い
は
株
式
の
引
き
受
け
の
取
り
消
し
を
禁
反
言
や
消
滅
時
効
の
法
理
に
よ
り
否
認
す
る
と
い
っ
た

判
断
が
下
さ
れ
て
い
た）
₂₂
（

。

　

こ
の
よ
う
に
株
式
の
発
行
後
に
会
社
が
債
務
を
負
っ
た
と
い
う
事
情
を
重
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
〇
年
頃
よ
り
裁
判
所
は
、

株
主
と
債
権
者
の
基
礎
的
な
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
債
権
者
の
信
頼
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
債
権
者
の
期
待
が
保
護
す
る
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
詐
欺
を
受
け
た
株
主
の
権
利
の
実
現
は
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
特
定
の
投
資
者
に
よ
る
株
式
引
き
受
け
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
信
頼
し
た
債
権
者
に
つ
い
て
は
、
分
配
に
お
い
て
株
主
に
優
先
さ
せ
る

と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る）
₂₃
（

。
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志
社
法
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六
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　

そ
し
て
、
投
資
者
の
不
注
意
や
権
利
行
使
ま
で
の
長
期
間
の
徒
過
、
会
社
経
営
へ
の
関
与
の
重
視
に
つ
い
て
は
、
次
の
認
識
が
反
映
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
が
倒
産
し
た
場
合
に
は
、
株
主
は
そ
の
地
位
を
捨
て
て
債
権
者
と
な
ろ
う
と
す
る
強
い
動
機
を

有
す
る
の
で
あ
り
、
株
式
の
引
き
受
け
の
取
り
消
し
に
つ
い
て
は
疑
い
の
目
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
た）
₂₄
（

。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
多
く
の
事
案
に
お
い
て
、
禁
反
言
や
消
滅
時
効
の
法
理
に
よ
っ
て
権
利
行
使
が
否
定
さ
れ）
₂₅
（

、
あ
る
い
は
株
式
投
資
者
の

債
権
が
衡
平
法
に
よ
っ
て
劣
後
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろE

nglish R
ule

が
適
用
さ
れ
た
場
合
と
同
様
の
結
論
が
導
か

れ
る
こ
と
と
な
り）
₂₆
（

、O
ppenheim

er

判
決
以
前
の
事
件
で
は
、
株
式
投
資
者
と
一
般
債
権
者
の
競
合
に
つ
い
て
一
貫
し
て
一
般
債
権
者
を

優
先
さ
せ
る
判
断
が
下
さ
れ
て
い
た
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る）
₂₇
（

。

　

な
お
、
会
社
財
産
に
よ
っ
て
一
般
債
権
者
が
満
足
を
得
た
と
い
う
稀
な
事
案
に
お
い
て
は
、
一
般
株
主
よ
り
も
詐
欺
に
よ
っ
て
株
式
を
引

き
受
け
た
株
主
に
対
し
て
優
先
的
に
支
払
い
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
興
味
深
い）
₂₈
（

。
例
え
ば
、
次
述
す
るO

ppenheim
er

事
件
に
お
い
て

連
邦
第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
幸
運
に
も
株
主
に
対
し
て
分
配
す
る
財
産
が
残
っ
た
場
合
に
は
詐
欺
に
あ
っ
た
株
主
に
対
し
て
優
先
的

に
分
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
っ
た）
₂₉
（

。

２
、O

ppenheim
er

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決

　

A
m

erican R
ule

は
二
〇
世
紀
前
半
に
は
米
国
の
多
く
の
裁
判
所
で
採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ま
た
経
済
の
発
展
や
株
式
市
場
の
勃

興
が
目
覚
ま
し
く
、
さ
ら
に
連
邦
証
券
諸
法
に
基
づ
く
民
事
訴
訟
の
件
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
五
〇
年
ほ
ど
積
極
的
に
議

論
さ
れ
る
機
会
を
得
な
か
っ
た）
₃₀
（

。

　

も
っ
と
も
、
株
式
の
引
き
受
け
の
取
り
消
し
に
係
る
債
権
の
処
遇
の
問
題
を
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
検
討
し
た
唯
一
の
事
件
と
し
て
、
一

九
三
七
年
のO

ppenheim
er

判
決
が
存
在
す
る）
₃₁
（

。
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O

ppenheim
er

判
決
は
、
連
邦
証
券
諸
法
制
定
以
前
の
事
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
銀
行
の
役
員
に
よ
る
不
実
表
示
を
信
頼
し
て
当

該
銀
行
の
株
式
を
取
得
し
た
者
が
、
国
法
銀
行
レ
シ
ー
バ
ー
シ
ッ
プ
法
の
適
用
下
に
あ
る
銀
行
に
対
し
て
損
害
の
回
復
を
求
め
た
こ
と
に
つ

い
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

連
邦
第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
株
式
の
引
き
受
け
を
取
り
消
し
得
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
一
般
債
権
者
が
満
足
を
得
た
後
の
財
産
か

ら
の
み
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た）
₃₂
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
①
原
告
が
株
式
の
引
受
価
額
全
額
を
銀
行
に
支
払
っ
て
お
り
、
②
通
貨
監
督
官
の
資
産
査
定
に
お
い

て
、
制
定
法
上
の
国
法
銀
行
株
主
と
し
て
の
責
任
に
係
る
支
払
い
を
行
っ
て
お
り）
₃₃
（

、
③
他
の
債
権
者
と
同
様
の
地
位
を
根
拠
と
し
て
訴
え
を

提
起
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
④
原
告
の
請
求
を
別
異
に
扱
う
こ
と
は
制
定
法
が
定
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
し
て
、
原
告
の
債
権
に
つ
い
て

一
般
債
権
者
と
同
等
の
順
位
に
あ
る
も
の
と
し
た）
₃₄
（

。

　

も
っ
と
も
、O

ppenheim
er

判
決
に
つ
い
て
は
、
固
有
の
事
情
が
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₃₅
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
原
告

は
株
式
の
取
得
に
際
し
て
被
告
銀
行
の
口
座
か
ら
支
払
い
を
行
っ
て
お
り
、
株
式
の
取
得
が
無
け
れ
ば
一
般
債
権
者
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い

う
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
株
式
の
取
得
お
よ
び
国
法
銀
行
株
主
と
し
て
の
責
任
双
方
に
つ
い
て
原
告
は
額
面
額
の
支
払
い
を
行
っ

て
お
り
、
銀
行
の
債
権
者
に
対
す
る
責
任
を
完
全
に
果
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る）
₃₆
（

。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
情
の
存
在
や
下
級
審
裁
判
所
の
判
断
の
傾
向
を
根
拠
と
し
て
、O

ppenheim
er

判
決
はA

m
erican R

ule

を
変

更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る）
₃₇
（

。

３
、
絶
対
優
先
原
則
の
生
成
お
よ
び
会
社
更
生
手
続
き
に
お
け
る
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇

　

前
述
の
と
お
り
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
ま
で
株
式
投
資
者
の
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇
の
問
題
が
裁
判
所
に
お
い
て
積
極
的
に
争
わ
れ
る

三
一
三
九
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

こ
と
は
な
か
っ
た
が）
₃₈
（

、
そ
の
後
、
下
級
審
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
会
社
更
生
手
続
き
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
当
該
問
題
が
検
討
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た）
₃₉
（

。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
米
国
に
お
い
て
一
九
〇
〇
年
代
前
半
に
絶
対
優
先
原
則
（A

bsolute P
riority R

ule

）
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

　

か
か
る
原
則
は
、
経
営
権
を
握
っ
て
い
た
内
部
者
が
担
保
権
者
と
共
謀
し
て
一
般
債
権
者
に
権
利
の
分
配
を
行
わ
な
い
形
で
倒
産
会
社
の

再
建
を
行
お
う
と
す
る
事
態
が
生
じ
た
こ
と
に
対
処
す
る
過
程
で
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）
₄₁
）（
₄₀
（

。
す
な
わ
ち
、
倒
産
会
社
の
再
建
に
お
い
て
、

一
般
債
権
者
が
株
主
に
対
し
て
絶
対
的
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
一
九
一
三
年
のB

oyd

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決）
₄₂
（

を
嚆
矢
と
し
て
盛
ん
な

議
論
が
な
さ
れ）
₄₃
（

、
一
九
三
九
年
のL

os A
ngeles L

um
ber C

o. 

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決）
₄₄
（

お
よ
び
一
九
四
一
年
のC

onsolidated R
ock

事

件
連
邦
最
高
裁
判
決）
₄₅
（

に
よ
っ
て
、
当
該
原
則
の
採
用
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
絶
対
優
先
原
則
は
、
一
九
七
八
年
現
行
倒
産
法
に
お

い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る）
₄₆
（

。

　

か
か
る
原
則
は
、﹁
優
先
順
位
の
異
な
る
各
権
利
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
優
先
順
位
に
従
っ
て
、
優
先
す
る
権
利
者
が
劣
後
的
権
利
者
に

先
立
っ
て
完
全
な
補
償
を
得
る
よ
う
に
、
更
生
計
画
の
中
で
権
利
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
﹂
な
い）
₄₇
（

な
ど
と
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
る）
₄₈
（

。

し
た
が
っ
て
、
更
生
手
続
き
に
お
け
る
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
か
か
る
債
権
の
優
先
順
位
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
絶
対
優
先
原
則
は
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
と
は
中
立
的
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、﹁
絶
対
優
先
原
則
に
則
っ
て
、
株
式
投
資
者
の
債
権
は
一

般
債
権
者
に
劣
後
す
る
﹂
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
、Slain &

 K
ripke

の
議
論
を
代
表
と
し
て
極
め
て
多
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、Slain &

 K
ripke

は
、﹁
会
社
の
倒
産
に
お
い
て
、
債
権
者
が
完
全
な
満
足
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
、
株
主
は
自
ら
の
投
資
を
回

収
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
﹂
こ
と
を
現
す
も
の
と
し
て）
₄₉
（

、
絶
対
優
先
原
則
を
把
握
し
て
い
る
。
か
か
る
把
握
の
仕
方
に
お
け
る
絶
対
優
先
原

三
一
四
〇
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則
は
、
前
述
の
定
義
に
お
け
る
そ
れ
と
異
な
っ
て
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇
に
つ
い
て
の
結
論
を
内
在
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
（
以
下
に
お
い
て
、
後
者
の
意
味
で
の
絶
対
優
先
原
則
に
言
及
す
る
場
合
、
こ
れ
に
鍵
括
弧
を
付
す
る
））
₅₀
（

。

　

そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
い
て
は
、
前
者
の
意
味
に
お
け
る
絶
対
優
先
原
則
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
一
八
九
八
年
連
邦

倒
産
法
二
二
一
条
（
２
）
項
の
更
生
計
画
の
認
可
要
件
と
し
て
の
﹁
公
正
・
衡
平
﹂
を
舞
台
と
し
て
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
が
争
わ

れ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
は
以
前
と
は
異
な
り
、
連
邦
証
券
諸
法
に
基
づ
く
請
求
が
議
論
の
対
象
と
さ
れ
、
例
え
ば
、
証
券
法
一
二

条
に
基
づ
く
原
状
回
復
的
請
求
や
証
券
取
引
所
法
規
則
10
ｂ－

5
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
債
権
を
会
社
更
生
手
続
き
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
処
遇
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

か
か
る
手
続
き
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
更
生
計
画
の
裁
判
所
に
よ
る
承
認
に
際
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
関
与
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
会
社
更
生
手
続
き
に
お
い
て
、
裁
判
官
の
要
請
が
あ
れ
ば
必
ず
事
件
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

裁
判
官
の
承
認
が
あ
れ
ば
自
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
裁
判
官
は
、
負
債
が
三
〇
〇
万
ド
ル
を
超
え
る
場

合
に
は
、
検
討
に
値
す
る
と
認
め
た
如
何
な
る
更
生
計
画
も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
付
託
し
て
助
言
的
報
告
書
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
負
債
の

額
に
関
わ
ら
ず
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
た）
₅₁
（

。

　

そ
し
て
、Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
か
か
る
権
限
の
行
使
に
お
い
て
、
株
式
投
資
者
の
債
権
は
一
般
債
権
と
同
順
位
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
採
っ
て
お
り
、

か
か
る
債
権
へ
の
権
利
の
分
配
を
否
定
す
る
更
生
計
画
に
反
対
す
る
と
い
う
行
動
を
採
っ
て
い
た）
₅₂
（

。
一
方
で
、
更
生
管
財
人
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が

反
対
す
る
こ
と
を
お
そ
ら
く
考
慮
に
入
れ
て
、
株
式
の
券
面
額
を
基
礎
と
し
て
そ
の
一
部
に
つ
い
て
権
利
の
分
配
を
行
う
と
い
う
妥
協
を
行

っ
て
い
た
。
会
社
の
再
建
に
は
迅
速
性
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
に
は
法
的
不
明
瞭
性
が
あ
る
と
こ
ろ
、
結
果
と
し

て
株
式
投
資
者
は
更
生
計
画
の
作
成
に
お
い
て
連
邦
証
券
諸
法
上
の
訴
権
を
背
景
と
し
た
交
渉
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
り）
₅₃
（

、
倒
産
状
態
に
お

い
て
も
権
利
分
配
に
与
か
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る）
₅₄
（

。
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そ
し
て
、
裁
判
所
も
、
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
正
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
株
式
投
資
者
の
債
権
を
一
般
債
権
に
対
し
て
完
全
に
劣

後
さ
せ
て
い
な
い
更
生
計
画
を
、
公
正
か
つ
衡
平
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
承
認
し
て
い
た）
₅₅
（

。

　

そ
の
よ
う
な
判
断
の
代
表
例
と
し
て
、
連
邦
第
十
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
よ
る
一
九
七
三
年
のF

our Seasons

判
決
が
あ
る）
₅₆
（

。
債
務
者

会
社
と
不
実
開
示
に
よ
っ
て
株
式
を
取
得
し
た
投
資
者
の
間
で
、
更
生
計
画
の
内
容
と
し
て
か
か
る
投
資
者
に
も
分
配
を
行
う
と
い
う
合
意

が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
一
部
の
株
式
投
資
者
に
の
み
分
配
を
行
う
の
は
不
公
正
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
控
訴
裁

判
所
は
、
か
か
る
投
資
者
は
一
般
債
権
者
と
同
位
に
扱
わ
れ
る
資
格
が
あ
り
更
生
計
画
は
公
正
か
つ
衡
平
で
あ
る
と
し
た）
₅₇
（

。

　

ま
た
、
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
よ
る
一
九
七
五
年
のE

quity F
unding C

orp

判
決
に
お
い
て
も
、
同
様
に
株
式
投
資
者
へ
の
分
配

を
行
う
更
生
計
画
が
公
正
か
つ
衡
平
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
た）
₅₈
（

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
控
訴
裁
判
所
に
よ
る
判
断
は
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
を
正
面
か
ら
検
討
し
て
お
ら
ず
、
ま
たO

ppenheim
er

判

決
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、O

ppenheim
er

判
決
が
固
有
の
事
案
を
基
礎
と
し
た
判
例
と
し
て
一
応
存
在
す
る
こ

と
を
指
摘
し
、
総
合
考
慮
の
結
果
と
し
て
消
極
的
な
が
ら
も
一
般
債
権
者
と
同
順
位
で
の
分
配
を
認
め
た
地
区
裁
判
所
の
判
断
も
現
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
た）
₅₉
（

。

４
、
小
括―

―
Stirling H

om
ex C

orp

判
決

　

以
上
の
よ
う
に
米
国
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
会
社
更
生
手
続
き
に
お
い
て
部
分
的
に
せ
よ
株
式
投
資
者
が
分
配
を
受

け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
前
述
の
と
お
り
、
主
と
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
更
生
計
画
の
承
認
や
訴
訟
事
件
に
積
極

的
に
関
与
し
て
株
式
投
資
者
の
債
権
を
一
般
債
権
と
同
位
に
扱
う
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
会
社
更
生
手
続
き
と
い
う

多
数
の
利
害
関
係
人
が
関
与
し
か
つ
迅
速
性
が
求
め
ら
れ
る
局
面
に
お
い
て
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
は
相
対
的
に
重
要
性
の
低
い
問

三
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題
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
会
社
更
生
手
続
き
に
お
け
る
株
式
投
資
者
へ
の
権
利
の
分
配
は
、
一
九
七
八
年
の
連
邦
第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判

所
のStirling H

om
ex C

orp

判
決）
₆₀
（

が
そ
れ
を
否
定
し
て
以
降
、
一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
の
適
用
を
受
け
な
い
事
件
に
お
い
て
も
否
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
る）
₆₁
（

。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
を
生
み
出
し
たStirling H

om
ex C

orp

判
決
が
主
と
し
て
依
拠
し
た
の
が
、Slain &

 

K
ripke

の
議
論
お
よ
び
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
案
の
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
で
あ
る
。

第
三
款　

S
lain &

 K
ripke

の
議
論

１
、
序
論

　

第
二
款
に
お
い
て
み
た
よ
う
な
判
例
の
出
現
に
対
し
て
、
明
確
に
異
議
を
唱
え
た
の
がSlain &

 K
ripke

で
あ
り
、
そ
の
論
稿
は
一
九
七

三
年
にN

ew
 York L

aw
 R

eview

に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
フ
ト
が
倒
産
法
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た）
₆₂
（

。

　

Slain &
 K

ripke

は
、
ま
ず
状
況
認
識
と
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ）
₆₃
（

お
よ
び
一
部
の
下
級
審
裁
判
所
は
一
般
債
権
者
に
対
す
る
影
響
を
考
慮
す
る
こ

と
な
く
﹁
絶
対
優
先
原
則
﹂
の
例
外
を
設
け
て
お
り
、Oppenheim

er

事
件
は
相
対
的
に
少
額
の
債
権
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

連
邦
最
高
裁
は
倒
産
会
社
の
資
産
の
相
当
な
割
合
に
達
す
る
よ
う
な
債
権
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
む
し
ろF
our Seasons

事
件
の
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
懸
念
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
す
る）
₆₄
（

。

　

そ
し
て
、
登
録
義
務
や
不
実
開
示
を
規
律
す
る
連
邦
法
や
州
証
券
法
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
い
ず
れ
を
債
権
の
根
拠
と
す
る
か
に
関
わ
ら
ず
、

清
算
手
続
き
あ
る
い
は
会
社
更
生
手
続
き
に
お
け
る
そ
の
処
遇
が
問
題
に
な
る
と
し
て
、
検
討
対
象
を
広
範
に
設
定
す
る）
₆₅
（

。

　

そ
の
上
で
、
一
般
的
に
問
題
と
な
る
の
は
不
実
開
示
に
よ
っ
て
権
利
を
引
き
受
け
た
者
の
取
り
消
し
で
あ
る
と
す
る
と
と
も
に）
₆₆
（

、
概
念
上

か
か
る
権
利
に
は
投
資
契
約
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
証
券
法
違
反
を
主
張
す
る
こ
と
で
最
も
劇
的
に
利
益
を
得
る
典
型
的
な
権
利
と
し
て
、

三
一
四
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

劣
後
債
と
株
式
が
主
に
問
題
と
な
る
旨
を
述
べ
る）
₆₈
）（
₆₇
（

。

　

そ
し
て
、
議
論
の
直
接
的
な
対
象
と
し
て
株
式
を
取
り
上
げ
る
が
、
以
下
に
お
け
る
議
論
は
変
更
す
べ
き
と
こ
ろ
を
変
更
す
れ
ば
、
そ
の

他
の
劣
後
的
な
証
券
に
も
妥
当
す
る
と
し
て
い
る）
₆₉
（

。

２
、
株
主
と
一
般
債
権
者
と
の
間
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
配
に
基
づ
く
議
論）
₇₂
）（
₇₁
）（
₇₀
（

　

Slain &
 K

ripke

は
、
会
社
倒
産
時
に
株
主
と
一
般
債
権
者
と
の
間
に
お
け
る
分
配
が
問
題
と
な
る
リ
ス
ク
と
し
て
、
事
業
の
倒
産
リ
ス

ク
と
違
法
な
株
式
発
行
が
行
わ
れ
る
リ
ス
ク
を
挙
げ
て
、
次
の
よ
う
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

（
１
）　

事
業
上
の
倒
産
リ
ス
ク

　

Slain &
 K

ripke

は
、
ま
ず
、
株
主
と
一
般
債
権
者
は
共
に
事
業
が
失
敗
す
る
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）
₇₃
（

。

　
﹁
法
は
、
倒
産
時
に
お
い
て
株
式
投
資
者
の
債
権
よ
り
も
一
般
債
権
者
の
債
権
に
優
先
性
を
付
与
し
て
い
る
。
株
主
が
負
担
す
る
相

対
的
に
大
き
な
リ
ス
ク
は
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
ダ
ウ
ン
サ
イ
ド
に
過
ぎ
な
い
。
無
担
保
の
取
引
業
者
や
倒
産
法
に
よ
る
優
先
性

の
付
与
の
範
囲
額
外
と
な
る
賃
金
債
権
者
は
、
通
常
の
事
案
に
お
い
て
一
般
債
権
者
の
大
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二

種
の
債
権
者
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
性
を
有
し
な
い
貸
し
手
で
あ
り
、
そ
の
金
銭
は
、
会
社
の
事
業
が
成
功
し
た
場
合
に
利
益
が
よ
り
小

さ
な
基
礎
の
上
に
分
配
さ
れ
る
よ
う
に
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
る
。
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
貸
し
手
は
、

エ
ク
イ
テ
ィ
持
分
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損
失
を
共
有
し
な
い
。﹂

　
﹁
理
論
上
、
一
般
債
権
者
は
、
固
定
的
な
利
益
を
享
受
す
る
一
方
で
可
変
的
な
利
益
を
株
主
に
譲
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て

三
一
四
四
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株
主
は
、
か
か
る
可
変
的
な
利
益
を
享
受
す
る
と
共
に
債
権
者
の
固
定
的
な
利
益
の
た
め
に
エ
ク
イ
テ
ィ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
提
供
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

絶
対
優
先
原
則
は
、
各
々
の
当
事
者
が
引
き
受
け
る
会
社
の
倒
産
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
相
違
的
地
位
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

会
社
の
倒
産
リ
ス
ク
を
再
分
配
す
べ
き
明
確
な
理
由
は
存
在
し
な
い）
₇₄
（

。﹂

　

そ
し
て
、
以
上
の
議
論
に
加
え
て
、Slain &

 K
ripke

は
、
か
か
る
事
業
上
の
倒
産
リ
ス
ク
の
分
配
に
つ
い
て
、
株
式
の
償
還
に
係
る
支

払
い
が
繰
り
延
べ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
金
銭
債
権
者
と
な
っ
た
旧
株
主
の
倒
産
法
上
の
処
遇
に
関
す
る
主
導
的
な
判
例
で
あ
る
、
連
邦
第

五
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
のR

obinson v. W
angem

ann 

判
決）
₇₅
（

を
挙
げ
て
、
反
語
的
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　

か
か
るR

obinson

判
決
で
は
、
旧
株
主
の
債
権
は
、
株
式
の
償
還
請
求
以
前
お
よ
び
以
後
に
一
般
債
権
者
と
な
っ
た
者
に
劣
後
す
る
も

の
と
判
示
さ
れ
た）
₇₆
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、Slain &

 K
ripke

は
二
つ
の
観
点
か
ら
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
旧
株
主
は
、

償
還
に
よ
っ
て
株
式
を
会
社
に
引
き
渡
し
た
後
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
（
可
変
的
利
益
に
与
か
る
権
利
）
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
会
社
の
事
業
の
成
功
に
与
か
る
存
在
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
劣
後
化
を
認
め
た
こ
と
は
、
不
当
で
あ
る
と
す
る）
₇₇
（

。

　

ま
た
、
第
二
に
、R

obinson

事
件
で
は
、
株
式
の
引
き
渡
し
か
ら
会
社
の
倒
産
ま
で
一
〇
年
経
過
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
会

社
倒
産
時
に
、
株
式
の
償
還
請
求
以
前
か
ら
の
継
続
的
な
外
部
債
権
者
が
存
在
す
る
か
に
つ
い
て
疑
わ
し
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
す
な
わ
ち
、
財
務
報
告
に
お
い
て
株
式
の
償
還
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
劣
後
的
処
遇
が
な
さ
れ
る
と
い
う
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合

で
な
い
限
り
、
債
権
者
の
当
該
旧
株
主
に
係
る
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
信
頼
は
存
在
し
な
い
と
し
、
む
し
ろ
債
権
者
に
対
し

てw
indfall

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
問
題
視
す
る）
₇₈
（

。

　

そ
し
て
、
分
析
の
最
後
に
、
株
式
投
資
者
の
債
権
を
一
般
債
権
に
優
先
す
る
も
の）
₇₉
（

と
し
て
あ
る
い
は
同
位
と
し
て
処
遇
し
た
場
合
に
は
、

一
般
債
権
者
は
、
供
与
し
た
信
用
だ
け
で
な
く
、
取
り
消
し
を
行
う
株
主
の
投
資
に
関
し
て
も
事
業
の
倒
産
の
リ
ス
ク
と
し
て
負
担
し
な
け

三
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
指
摘
し
て
い
る）
₈₀
（

。

（
２
）　

違
法
な
株
式
発
行
が
行
わ
れ
る
リ
ス
ク

　

第
二
の
リ
ス
ク
で
あ
る
会
社
が
違
法
な
株
式
発
行
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、Slain &

 K
ripke

は
、
引
き
受
け
の
取
り
消
し
に
係
る
債
権

が
清
算
手
続
き
あ
る
い
は
会
社
更
生
手
続
き
に
お
い
て
一
般
債
権
に
優
先
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
い
は
同
位
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
実
質
的
に
、
違
法
な
株
式
発
行
の
リ
ス
ク
を
一
般
債
権
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
点
を
指
摘
す
る）
₈₁
（

。
そ
し
て
、
株
式
は
、
債
権
者

で
は
な
く
株
主
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
部
で
あ
っ
て
も
違
法
発
行
の
リ
ス
ク
を
株
主
か
ら
移
転
さ
せ
る
理
由
は
見
出
し

が
た
い
と
す
る）
₈₂
（

。

（
３
）　

小
括―

―

若
干
の
整
理

　

Slain &
 K

ripke

は
、
以
上
の
よ
う
に
株
主
と
一
般
債
権
者
と
の
間
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
配
の
予
定
の
存
在
を
根
拠
と
し
て
、
株
式
投
資

者
の
債
権
を
一
般
債
権
に
劣
後
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
株
式
投
資
者
の
債
権
を
劣
後
的
に
処
遇
し
な
け
れ
ば
、
株
主
が
負
担
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
上
の
倒
産
リ
ス
ク

と
違
法
な
株
式
発
行
の
リ
ス
ク
が
一
般
債
権
者
に
も
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る）
₈₃
（

。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
証
券
法
違
反

の
存
在
を
投
資
継
続
中
に
認
識
し
て
い
る
株
主
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
成
功
に
与
か
る
か
、
倒
産
し
た
場
合
に
引
き
受
け
を
取
り
消
す
か
の

オ
プ
シ
ョ
ン
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
点
を
指
摘
し
て
い
る）
₈₄
（

。

　

か
か
るSlain &

 K
ripke

の
議
論
は
構
造
が
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が）
₈₅
（

、
①
具
体
的
存
在
と
し
て
の
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
に

対
す
る
信
頼
、
②
利
益
の
分
配
の
順
番
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
の
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
信
頼
、
③
違
法
な
株
式
発
行
の

三
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リ
ス
ク
の
株
主
へ
の
固
着
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
分
解
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

①
個
別
の
会
社
に
お
け
る
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
、
株
主
の
具
体
的
な
出
資
に
よ
っ
て
具
体
的
な
存
在
と
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、Slain &

 K
ripke

は
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
債
権
者
の
具
体
的
な
信
頼
が
存
在

す
る
こ
と
を
例
証
し
、
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る）
₈₇
）（
₈₆
（

。

　

か
か
る
意
味
に
お
け
る
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
存
在
あ
る
い
は
そ
れ
に
対
す
る
信
頼
の
存
在
は
、
個
々
の
事
案
ご
と
に
判
断
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
の
信
頼
は
、Slain &

 K
ripke

の
後
述
の
提
案
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
。

　

②
こ
れ
に
対
し
て
、Slain &

 K
ripke

は
明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
も
の
の）
₈₈
（

、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
を
、
会
社
か
ら

利
益
の
分
配
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
債
権
者
、
そ
し
て
株
主
と
い
う
順
番
で
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
も
把
握

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）
₈₉
（

。

　

す
な
わ
ち
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
最
下
位
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
れ
ば
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
拠
出
者
は
残
余
の
利
益
が
存
在
し

な
い
限
り
分
配
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
議
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、Slain &

 K
ripke

が
﹁
会
社
の
倒

産
に
お
い
て
、
債
権
者
が
完
全
な
満
足
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
、
株
主
は
自
ら
の
投
資
を
回
収
す
る
こ
と
が
出
来
な
い）
₉₀
（

﹂
こ
と
と
し
て
定
義

し
た
﹁
絶
対
優
先
原
則
﹂
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
、
上
位
者
と
し
て
の
債
権
者
、
下
位
者
と
し
て
の
株
主
と
い
う
抽
象
的
な
順

番
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
債
権
者
の
信
頼
も
、
会
社
倒
産
時
に
自
ら
は
株
主
に
対
し
て
優
先
さ
れ
る
と
い
う
お
お
よ
そ
誰
も
が
有
し
て

い
る
抽
象
的
な
も
の
で
足
り
、
一
律
に
株
主
は
債
権
者
に
劣
後
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
具
体
的
な
事
案
で
問
題
と
な
る
の
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
債
権
を
有
し
て
い
る
者
が
株
主
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
す
な
わ

三
一
四
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

ち
、Slain &

 K
ripke

のR
obinson

判
決
に
対
す
る
第
一
の
批
判
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
者
が
可
変
的
利
益
を
享
受
す
る
地
位
を
有

し
て
い
る
か
が
基
準
と
な
る）
₉₁
（

。

　

③
違
法
な
株
式
発
行）
₉₂
（

の
リ
ス
ク
の
株
主
へ
の
固
着
は
、
利
益
の
分
配
の
順
番
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
の
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
と

同
じ
よ
う
に
、
一
律
的
な
解
決
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
投
資
者
が
債
権
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
上
位
の
権
利
者

の
利
益
が
害
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る）
₉₃
（

。

　

か
か
る
論
拠
が
興
味
深
い
の
は
、
株
主
と
債
権
者
の
よ
う
に
順
位
の
異
な
る
者
の
間
だ
け
で
な
く
、
同
順
位
者
間
に
お
い
て
も
意
義
を
有

し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
順
位
の
権
利
を
有
し
て
い
る
者
が
複
数
存
在
す
る
状
況
に
お
い
て
、
あ
る
者
が
そ
の
権
利
の
取
得
に

係
る
違
法
行
為
の
存
在
な
ど
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
権
額
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
、
同
順
位
の
他
の
者
に
は
権
利
の
希
釈
化

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る）
₉₄
（

。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
違
法
行
為
に
よ
る
損
失
の
リ
ス
ク
の
固
着
を
強
調
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
主
張
は
認
め
ら
れ
ず
、
し
た
が

っ
て
債
権
の
相
対
的
価
値
に
関
す
る
同
順
位
の
権
利
者
の
信
頼
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
₉₅
（

。

（
４
）　

他
の
法
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
評
価

　

Slain &
 K

ripke

は
、
証
券
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
株
式
投
資
者
を
一
般
債
権
者
と
同
位
に
扱
う
こ
と
は
、
連
邦
お
よ
び
州
証
券
法

が
実
現
し
よ
う
と
す
る
政
策
が
他
の
法
理
や
公
正
性
の
観
念
に
卓
越
し
て
い
る
場
合
に
の
み
正
当
化
出
来
る
も
の
で
あ
る
と
し）
₉₆
（

、
そ
の
様
な

理
由
を
見
出
せ
な
い
と
し
て
い
る）
₉₇
（

。

　

ま
た
、
倒
産
会
社
に
対
す
る
消
費
者
の
債
権
に
つ
い
て
倒
産
手
続
き
に
お
い
て
優
先
的
地
位
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論）
₉₈
（

に
つ
い

て
、
消
費
者
は
自
発
的
に
債
権
者
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
重
要
な
根
拠
と
す
る
も
の
と
理
解
し
た
う
え
で
、
議
論
の
当
否
は
別
と

三
一
四
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し
て
、
証
券
投
資
者
は
定
義
上
、
自
発
的
に
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
者
で
あ
る
た
め
議
論
が
妥
当
し
な
い
と
し
て
い
る）
₉₉
（

。

３
、
具
体
的
提
案

　

以
上
の
よ
う
に
、Slain &

 K
ripke

の
議
論
は
、
株
主
の
出
資
に
対
す
る
債
権
者
の
信
頼
の
存
在
を
主
た
る
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
、
株
主
に
よ
る
出
資
に
つ
い
て
信
頼
を
有
す
る
債
権
者
が
保
護
さ
れ
る
よ
う
に）
１００
（

、
次
の
よ
う
な
提
案

を
行
っ
て
い
る）
１０２
）（
１０１
（

。

　
　

 

①
倒
産
企
業
の
各
債
権
者
は
、
各
々
の
投
資
に
つ
い
て
エ
ク
イ
テ
ィ
あ
る
い
は
下
位
債
権
に
関
し
て
信
頼
を
有
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
取
り
消
し
に
係
る
債
権
を
有
す
る
株
主
は
、
投
資
後
に
債
権
者
と
な
っ
た
者
の
信
頼
の
不
存
在
を
証
明
し
な
い
限

り
、
劣
後
化
さ
れ
る
。

　
　

 

②
株
式
発
行
前
に
債
権
者
と
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
債
権
者
が
事
後
的
に
出
現
し
た
株
主
の
出
資
に
つ
い
て
信
頼
し
た
こ
と

を
証
明
で
き
な
け
れ
ば
、
取
り
消
し
に
係
る
債
権
を
有
す
る
株
主
と
同
順
位
と
な
る
。

　
　

 

③
株
主
が
取
り
消
し
事
由
を
認
識
し
て
か
ら
合
理
的
な
期
間
内
に
そ
の
権
利
を
行
使
し
な
い
場
合
に
は
、
発
行
前
お
よ
び
発
行
後
の
債

権
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
消
滅
時
効
の
法
理
に
よ
り
権
利
行
使
が
否
定
さ
れ
る
。

第
四
款　

一
九
七
三
年
倒
産
法
委
員
会
報
告
書
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
批
判
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
連
邦
証
券
法
典

１
、
一
九
七
三
年
倒
産
法
委
員
会
報
告
書

　

連
邦
議
会
に
お
け
る
倒
産
法
改
正
作
業
は
、
一
九
七
〇
年
の
合
衆
国
倒
産
法
委
員
会
（C

om
m

ission on the B
ankruptcy L

aw
s of 

the U
nited States

）
の
創
設
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
一
九
七
三
年
に
改
正
草
案
お
よ
び
理
由
書
を
含
む
報
告
書
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た）
１０３
（

。
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

報
告
書
に
お
い
て
は
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
立
法
的
解
決
が
提
案
さ
れ
て
い
る）
１０４
（

。

　

四－

四
〇
六
条
．　

債
権
の
劣
後
化
（
ａ
）
劣
後
化
さ
れ
る
債
権
の
種
類
．

　

分
配
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
債
権
は
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
劣
後
化
さ
れ
な
い
認
容
さ
れ
た
債
権
に
劣
後
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
１ 
）
債
務
者
会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
証
券
の
購
入
の
取
り
消
し
、
ま
た
は
当
該
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
に
係
る
債
権

　

そ
し
て
、
こ
の
提
案
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
簡
潔
な
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る）
１０５
（

。

　
﹁（
ａ
）
項
（
１
）
号
は
、
連
邦
お
よ
び
州
証
券
法
、
そ
れ
に
基
づ
く
規
則
な
ら
び
に
類
似
の
法
令
に
基
づ
く
債
務
者
会
社
の
証
券

保
有
者
の
債
権
を
劣
後
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
劣
後
化
は
、
債
権
者
で
は
な
く
債
権
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

証
券
保
有
者
が
有
す
る
賃
金
債
権
な
ど
の
そ
の
他
の
債
権
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。﹂

　

こ
の
よ
う
に
倒
産
法
委
員
会
の
報
告
書
か
ら
は
、四－

四
〇
六
条
（
ａ
）
項
（
１
）
号
を
提
案
し
た
背
景
や
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

倒
産
法
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
っ
たM

arsh

（H
arold M

arsh, Jr.

）は）
１０６
（

、委
員
会
で
の
議
論
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
認
識
を
表
明
し
て
い
た
。

　

す
な
わ
ち
、M

arsh

は
、
証
券
取
引
所
法
規
則
10
ｂ－
5
に
基
づ
く
訴
訟
に
拠
る
株
式
投
資
者
の
債
権
が
一
般
債
権
と
同
位
に
扱
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、SE

C
 v. Insurance Investors T

rust C
o.

判
決
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
同
位
的
な
処
遇
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
、
制
定
法
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
投
資
者
の
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
、
取
引
債
権
者
と
大
規
模
に
競
合
す

る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た）
１０７
（

。

　

M
arsh

の
基
本
的
な
認
識
は
、Slain &

 K
ripke

と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が　

具
体
的
な
解
決
策
はSlain &

 K
ripke

の
提
案
を
超
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る）
１０８
（

。
す
な
わ
ち
、
四－

四
〇
六
条
（
ａ
）
項
（
１
）
号
は
、
債
権
者
の
具
体
的
信
頼
な
ど
を
要
件
と
せ

ず
）
１０９
（

、
証
券
と
い
う
概
念
を
軸
と
し
て
、
そ
れ
に
係
る
債
権
を
一
律
に
強
制
的
に
劣
後
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
債
権
者
の
利
益
を
強
く

三
一
五
〇
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
四
七

保
護
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る）
１１０
（

。
ま
た
、Slain &

 K
ripke

の
提
案
は
、
株
式
の
発
行
の
局
面
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
四－

四
〇
六
条
（
ａ
）
項
（
１
）
号
は
包
括
的
な
規
定
と
し
て
、
流
通
市
場
に
お
け
る
証
券
取
引
に
も
妥
当
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

２
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
批
判

　

銀
行
や
保
険
会
社
と
い
っ
た
金
融
機
関
は
債
権
の
実
現
に
重
大
な
関
心
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
経
営
者
や
従
業
員
も
会
社
の
更
生
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
会
社
が
証
券
法
上
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
厭
う
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
倒
産
法
立
法
に
強
い
に
利
害
関
係

を
有
す
る
声
の
大
き
な
存
在
と
な
る）
１１１
（

。
一
方
で
、
投
資
者
は
、
倒
産
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
が
相
対
的
に
少
な
く
、
ま
た
分
散
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
声
は
小
さ
な
も
の
と
な
る）
１１２
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
投
資
者
の
利
益
の
代
弁
者
と
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
倒
産
法
の
立
法
活
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

現
に
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
に
つ
い
て
も
明
確
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
倒
産
法
委
員
会
の
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
に
係
る
提
案
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
下
院
の
倒
産
法
案H

.R
. 31

お
よ
び

H
.R

. 32

の
四－

四
〇
六
条
（
ａ
）
項
（
１
）
号
に
つ
い
て）
１１３
（

、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
次
の
よ
う
な
批
判
を
行
っ
て
い
る）
１１４
（

。

　
﹁
改
正
提
案
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
下
位
の
証
券
の
典
型
例
は
、
劣
後
債
や
優
先
・
普
通
株
式
で
あ
る
。
典
型
的
な
劣
後
条

項
に
お
い
て
は
、
劣
後
債
保
有
者
は
、
支
払
い
に
お
い
て
他
の
貸
付
者
の
下
位
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
便
益
は
、
独
占
的

に
で
は
な
い
も
の
の
主
と
し
て
無
担
保
の
銀
行
ロ
ー
ン
に
帰
属
す
る
。﹂

　
﹁
証
券
詐
欺
に
係
る
債
権
を
劣
後
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
改
正
提
案
は
、
倒
産
手
続
き
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
行
使
す
る
こ

と
が
可
能
な
重
要
な
訴
権
を
代
替
的
な
救
済
を
提
供
す
る
こ
と
な
く
投
資
者
か
ら
剥
奪
す
る
も
の
で
あ
る
。
債
務
者
の
詐
欺
に
よ
っ

て
価
値
の
な
い
証
券
を
取
得
し
た
投
資
者
が
、
製
品
を
出
荷
し
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
貸
し
出
し
を
行
っ
た
銀
行
、
債
務
者
の
自
動
車

三
一
五
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六
三
巻
七
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四
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
歩
行
者
と
同
様
に
、
紛
れ
も
な
く
損
害
を
被
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

後
者
三
者
に
つ
い
て
は
支
払
い
が
な
さ
れ
る
も
の
と
し
、
投
資
者
を
実
質
的
に
忘
れ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
、
少
な
く
と
も
極

め
て
強
固
な
衡
平
法
上
の
根
拠
が
必
要
と
な
る
。

　

証
券
保
有
者
の
請
求
の
劣
後
化
を
支
持
す
る
一
般
的
な
根
拠
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
の
保
有
者
は
、
一
般
債
権
者
が
負
担
す
る
リ

ス
ク
と
は
異
な
る
リ
ス
ク
を
意
識
的
に
引
き
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⋮
⋮
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
保
有
者
に
対
し
て
一
般
債

権
者
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
、
当
事
者
の
自
覚
的
な
期
待
を
倒
産
手
続
き
と
一
致
さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
と
、
劣
後
化
を
支
持
す
る
議

論
は
結
論
付
け
る
。

　

か
か
る
議
論
は
、
そ
の
投
資
に
係
る
正
確
な
情
報
を
受
領
し
た
後
に
企
業
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
証
券
保
有
者
と
一
般
債
権
者

の
利
益
対
立
の
文
脈
に
お
い
て
は
相
当
程
度
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
が
、
詐
欺
に
あ
っ
た
株
主
と
一
般
債
権
者
の
事
案
に
お
い
て
は

限
定
的
な
妥
当
性
し
か
有
し
な
い）
１１５
（

。﹂

　
﹁
か
か
る
状
況
に
お
い
て
は
、
取
消
し
を
行
う
株
主
は
、
当
該
会
社
が
ま
も
な
く
倒
産
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
自
覚
的
に
負
担
し
て

い
た
と
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
投
資
者
は
、
実
質
的
に
は
詐
欺
に
よ
っ
て
、
予
期
し
て
い
た
会
社
と
は

全
く
異
な
る
会
社
に
投
資
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
取
り
消
し
を
行
う
株
主
も
一
定
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
と
は
言
い
う

る
が
、
当
然
な
が
ら
詐
欺
に
あ
お
う
と
し
て
取
引
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

証
券
諸
法
は
、そ
の
よ
う
な
取
引
を
無
効
と
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
の
問
題
に
対
処
し
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

取
消
し
を
行
う
株
主
は
、
善
意
の
一
般
債
権
者
と
同
じ
衡
平
な
地
位
に
あ
る
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
倒
産
裁
判
所
に
お
い
て
一
般
債
権

者
と
し
て
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。﹂

　
﹁
改
正
提
案
の
も
う
一
方
の
問
題
点
は
、
証
券
諸
法
に
基
づ
く
民
事
訴
訟
一
般
に
対
す
る
影
響
で
あ
る
。
改
正
提
案
は
、
原
告
が
巨

三
一
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
四
九

額
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
十
分
な
根
拠
を
有
す
る
場
合
、
被
告
会
社
が
倒
産
裁
判
所
で
のquick trip

に
よ
っ
て
責
任
か
ら
逃
れ

る
と
い
う
極
め
て
明
確
な
脅
威
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
稀
に
し
か
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
取
引
材
料
で
あ
る
が
、
和

解
に
向
け
た
交
渉
に
お
い
て
十
分
な
影
響
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。﹂

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
、
立
法
に
よ
っ
て
株
式
投
資
者
の
債
権
を
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
は
過
酷
な
解
決
策
で
あ
る
と
批
判
し

た
）
１１６
（

。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
後
に
一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
と
し
て
成
立
す
る
上
院
法
案S. 2266

お
よ
び
下
院
法
案H

.R
. 8200

に
つ
い
て
も
、

次
の
よ
う
な
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

　
﹁
上
位
証
券
の
保
有
者
は
、
株
主
な
ど
の
下
位
持
分
権
者
の
資
本
貢
献
を
信
頼
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
特
定

の
事
案
に
お
い
て
は
、
か
か
る
信
頼
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
五
一
〇
条
（
ａ
）
項
（
２
）
号
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
案
に

お
け
る
劣
後
化
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
位
の
権
利
者
が
出
現
し
た
遥
か
後
に
下
位
の
証
券
が
発
行
さ
れ
た
場
合
に
す
ら
劣
後

化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
に
お
い
て
は
、
信
頼
の
対
象
た
る
外
観
が
存
在
し
な
い）
１１７
（

。﹂

　
﹁
我
々
は
、
改
正
案
を
削
除
し
、﹁
裁
判
所
は
、
事
案
の
衡
平
性
に
照
ら
し
て
、
債
権
ま
た
は
株
式
に
つ
い
て
そ
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
否
認
あ
る
い
は
劣
後
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂
と
法
案
の
同
所
に
規
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
こ
れ
は
よ
り
柔
軟
性
の
あ

る
規
定
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
債
権
や
株
式
へ
と
拡
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
る）
１１８
（

。﹂

３
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
連
邦
証
券
法
典

　

連
邦
倒
産
法
の
改
正
作
業
の
開
始
時
期
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
あ
る
一
九
六
九
年
に
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
は
、
連
邦
証
券
諸
法
の
改
革
お
よ
び
統
一
法

典
化
を
企
図
し
て
、
連
邦
証
券
法
典
の
起
草
に
着
手
し
て
い
る）
１１９
（

。
そ
し
て
、
連
邦
証
券
法
典
に
お
い
て
は
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
の

三
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
五
〇

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

問
題
に
関
す
る
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
態
度
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
一
九
七
四
年
に
公
表
さ
れ
た
暫
定
案
で
は
、
一
六
〇
二
条
（
ｄ
）
項
が
、﹁
本
法
典
は
⋮
⋮
本
法
典
に
基
づ
く
請
求
権
に
つ

い
て
、
一
つ
ま
た
は
複
数
の
種
類
の
他
の
債
権
者
ま
た
は
証
券
保
有
者
と
の
関
係
に
お
け
る
そ
の
処
遇
に
係
る
裁
判
所
の
権
限
に
影
響
を
与

え
る
も
の
で
は
な
い
。﹂
と
規
定
し
て
い
た）
１２０
（

。
そ
し
て
、注
釈
に
お
い
て
は
、当
該
規
定
が
倒
産
法
委
員
会
の
提
案
し
た
四－

四
〇
六
条
（
ａ
）

項
（
１
）
号
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、Slain &

 K
ripke

の
論
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
か

る
態
度
は
、
一
九
七
八
年
に
採
択
さ
れ
た
公
式
最
終
案
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て
お
り
、
一
九
〇
三
条
（
ｄ
）
項
（
２
）
号
に
お
い
て
同
様

の
規
定
お
よ
び
注
釈
が
示
さ
れ
て
い
る）
１２１
（

。

　

Ａ
Ｌ
Ｉ
は
、
利
害
関
係
者
か
ら
独
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、
ま
た
法
典
を
制
定
法
と
す
る
た
め
に
政
治
的
に
議
論
を
呼
ぶ
問
題
に
つ
い
て

（
と
り
わ
け
倒
産
法
委
員
会
の
提
案
が
公
表
さ
れ
た
後
）
妥
協
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
法
典
の
起
草
に
際
し
てK

ripke

が
顧
問
と
し

て
参
加
し
た
こ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
興
味
深
い
こ
と
は
、K
ripke

が
民
事
責
任
規
定
の
起
草
に
際
し
て
、
連
邦
証
券
法
典
に
お
け
る
証
券
法
一
一
条
に
相
当
す
る
規

定
（
一
七
〇
四
条
）
に
つ
い
て
、
責
任
主
体
か
ら
発
行
会
社
を
除
外
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
で
あ
る）
１２２
（

。
厳
格
責
任
を
定
め
る
一
九
三
三

年
証
券
法
一
一
条
は
、
一
九
二
九
年
英
国
会
社
法
を
参
考
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
英
国
法
で
は
、
責
任
主
体
と
し
て
役
員
や
引
受

人
等
と
い
っ
た
個
人
を
挙
げ
て
お
り
、
一
一
条
と
違
っ
て
発
行
会
社
を
除
外
し
て
い
た）
１２３
（

。
こ
れ
に
つ
い
てK

ripke

は
、
会
社
が
倒
産
状
態

に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
会
社
と
い
う
仕
組
み
は
透
明
な
ベ
ー
ル
と
な
っ
て
、
債
権
者
と
株
主
が
顕
と
な
る
の
で
あ
り
、
英
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
明
ら
か
に
優
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
発
行
会
社
を
責
任
主
体
と
す
る
場
合
に
は
、
有
責
性
の
な
い
証
券
投
資
者
が
違
法
行
為
に
よ
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

と
こ
ろ
、K

ripke

は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定
は
英
国
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
優
位
性
を
議
会
が
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
て

三
一
五
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い
る）
１２４
（

。
か
か
るK

ripke

の
見
解
は
、
発
行
会
社
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
つ
い
て
、
会
社
の
継
続
時
に
お
け
る
株
主
間
の
利
益
移
転
と
倒
産

時
に
お
け
る
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
を
連
続
的
に
捉
え
て
い
る
点
で
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る）
１２５
（

。

第
二
節　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定

第
一
款　

一
九
七
七
年
下
院
司
法
委
員
会
報
告

１
、
一
九
七
八
年
倒
産
法
案
（H

.R
. 8200

お
よ
びS. 2266

）
の
決
議
に
至
る
経
緯）
１２６
（

　

倒
産
法
委
員
会
の
報
告
書
に
お
け
る
四－

四
〇
六
条
（
ａ
）
項
（
１
）
号
は
、
倒
産
法
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
一
九
七
三
年
に
提

案
さ
れ
たH

.R
. 10792

お
よ
びS. 2565

に
盛
り
込
ま
れ
た）
１２７
（

。
さ
ら
に
、
同
法
案
は
一
九
七
五
年
か
ら
の
第
九
四
回
連
邦
議
会
に
もH

.R
. 31

お
よ
びS. 236

と
し
て
再
提
出
さ
れ
た）
１２８
（

。

　

ま
た
、
合
衆
国
倒
産
裁
判
官
会
議
（N
ational C

onference of B
ankruptcy Judges

）
の
提
案
（H

.R
. 32

お
よ
びS. 235

）
）
１２９
（

や
、
倒

産
裁
判
官
、
大
学
教
授
や
弁
護
士
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
合
衆
国
倒
産
協
議
会
（N

ational B
ankruptcy C

onference

）
の
提
案）
１３０
（

に
お
い

て
も
、
倒
産
法
委
員
会
の
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た）
１３１
（

。

　

一
方
で
、
第
九
四
会
連
邦
議
会
に
お
い
て
多
数
の
公
聴
会
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
下
院
司
法
委
員
会
分
科
委
員
会
が
起
草
し
た
法
案

（
最
終
的
に
一
九
七
七
年
一
月
にH

.R
. 6

と
し
て
議
会
に
提
出
）
で
は
、
証
券
投
資
者
の
債
権
や
会
社
内
部
者
の
債
権）
１３２
（

、
制
裁
金
等
に
つ
い

て
の
強
制
的
劣
後
化
規
定
は
削
除
さ
れ
、﹁（
ｂ
）
裁
判
所
は
告
知
と
聴
聞
の
後
、
衡
平
性
に
照
ら
し
て
、（
１
）
他
の
債
権
ま
た
は
持
分
の

全
て
ま
た
は
一
部
に
対
し
て
、
認
容
さ
れ
た
債
権
ま
た
は
持
分
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、
支
払
い
に
お
い
て
劣
後
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。﹂
と
規
定
さ
れ
て
い
た）
１３３
（

。

　

こ
の
提
案
は
、
強
制
的
な
劣
後
を
定
め
る
四－

四
〇
六
条
（
ａ
）
項
（
一
）
号
を
批
判
し
、
裁
判
所
に
広
範
な
裁
量
を
与
え
て
事
案
ご
と

三
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

の
解
決
を
図
る
べ
き
と
し
て
い
た
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
見
解
を
採
用
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る）
１３４
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
七
年
春
か
ら
のH

.R
. 6

に
対
す
る
最
終
的
な
検
討
に
お
い
て
、
証
券
投
資
者
の
債
権
は
告
知
と
聴
聞
の
後
に
強

制
的
に
劣
後
化
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
連
邦
倒
産
法
委
員
会
の
提
案
が
告
知
と
聴
聞
要
件
を
付
加
さ
れ
た
形
で
導
入
さ
れ
た）
１３５
（

。
そ
し
て
、
か

か
る
法
案
は
分
科
委
員
会
に
お
け
る
検
討
を
経
てH

.R
. 7330

と
な
り）
１３６
（

、
さ
ら
に
修
正
が
行
わ
れ
てH

.R
. 8200

と
な
っ
て
、
一
九
七
七
年

九
月
に
司
法
委
員
会
に
よ
っ
て
下
院
に
提
出
さ
れ
た）
１３７
（

。

　

H
.R

. 8200

は
、
一
九
七
八
年
二
月
に
下
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
が
、H

.R
. 7330

と
比
較
す
る
と
、
実
質
的
に
二
つ
の
点
に
お
い
て
証

券
投
資
者
の
債
権
の
劣
後
化
の
具
体
的
内
容
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
衡
平
法
的
劣
後
化
を
定
め
る
規
定
（H

.R
. 8200§

510

（b

）／
一
九
七
八
年
法
五
一
〇
条
（
ｃ
）
項
）
が
、
投
資
者
の
債
権
の

劣
後
化
規
定
（H

.R
. 8200§

510

（a
）（2
）／
一
九
七
八
年
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
）
と
は
別
個
に
適
用
さ
れ
、
衡
平
法
的
劣
後
化
に
係
る
債

権
が
最
劣
後
し
得
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）
１３９
）（
１３８
（

。

　

第
二
に
、
証
券
投
資
者
の
債
権
が
如
何
な
る
債
権
に
対
し
て
劣
後
す
る
か
に
つ
い
て
、H

.R
. 7330

で
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
権
利
に
優

先
す
る
権
利
に
劣
後
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、H

.R
. 8200

で
は
優
先
す
る
権
利
お
よ
び
同
順
位
の
権
利
に
劣
後
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
第
二
の
変
更
は
、
分
科
委
員
会
で
は
な
く
、
司
法
委
員
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た）
１４０
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
上
院
司
法
委
員
会
も
、H

.R
. 8200

を
基
と
し
て
起
草
さ
れ
、
証
券
投
資
者
の
債
権
の
劣
後
化
に
つ
い
て
全
く
同
様
に
定

め
て
い
るS. 2266

に
つ
い
て
議
論
を
開
始
し
た）
１４１
（

。
そ
し
て
、
上
院
は
一
九
七
八
年
九
月
に
、H

.R
. 8200

に
実
質
的
な
修
正
を
加
え
たS. 

2266

を
決
議
し
た）
１４２
（

。
ま
た
、
法
案
の
成
立
に
向
け
た
上
院
と
下
院
の
法
案
の
相
違
点
お
よ
び
技
術
的
問
題
点
の
解
決
に
お
い
て
、
告
知
と

聴
聞
の
要
件
は
削
除
さ
れ
た）
１４３
（

。
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２
、H

.R
. 8200

に
関
す
る
下
院
司
法
委
員
会
報
告

　

一
九
七
七
年
九
月
時
点
のH

.R
. 8200

で
は
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
劣
後
化
に
つ
い
て
、
五
一
〇
条
（
ａ
）
項
（
２
）
号
が
次
の
よ
う

に
規
定
し
て
い
た）
１４４
（

。

　

裁
判
所
は
、
告
知
と
聴
聞
の
後
に
、﹁
分
配
に
お
い
て
、
債
務
者
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
の
取
り
消
し
に

係
る
債
権
、
ま
た
は
当
該
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
係
る
債
権
を
、
当
該
証
券
に
よ
っ
て
表
章
さ
れ
て
い
る
債

権
も
し
く
は
持
分
に
優
先
す
る
ま
た
は
そ
れ
と
同
順
位
に
あ
る
全
て
の
債
権
も
し
く
は
持
分
に
劣
後
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。﹂

　

そ
し
て
、下
院
司
法
委
員
会
報
告
に
お
い
て
は
﹁
証
券
の
取
得
の
取
り
消
し
に
係
る
債
権
の
劣
後
化
﹂
と
題
し
て
、か
か
る
五
一
〇
条
（
ａ
）

項
（
２
）
号
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
言
明
が
な
さ
れ
て
い
る）
１４６
）（
１４５
（

。

　
﹁
企
業
の
倒
産
に
関
し
て
解
決
す
べ
き
困
難
な
政
策
問
題
は
、
証
券
の
取
得
の
取
り
消
し
ま
た
は
証
券
の
取
得
に
係
る
損
害
に
つ
い

て
賠
償
を
求
め
る
証
券
保
有
者
の
相
対
的
な
地
位
で
あ
る
。
か
か
る
者
は
、
不
法
行
為
法
上
の
債
権
者
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
一

般
の
無
担
保
債
権
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、あ
る
い
は
そ
の
債
権
は
劣
後
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、

何
ら
か
の
方
法
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。﹂

　
﹁
長
年
に
渡
っ
て
証
券
保
有
者
は
、
取
り
消
し
に
係
る
債
権
は
一
般
債
権
者
と
同
順
位
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
認
め
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。﹂

　
﹁
証
券
保
有
者
の
取
消
権
に
関
す
る
法
理
は
、
一
九
三
七
年
のO

ppenheim
er

事
件
に
お
け
る
連
邦
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
劇
的

な
変
化
を
遂
げ
た
。
右
判
決
は
、
連
邦
証
券
諸
法
の
制
定
前
の
事
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
取
得
の
取
り
消
し
を
行
う
証
券
保

有
者
に
関
し
て
、
破
産
財
団
に
つ
い
て
一
般
債
権
者
と
同
順
位
で
与
か
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

連
邦
最
高
裁
は
、
一
九
三
七
年
か
ら
当
該
判
断
を
変
更
し
て
い
な
い
が
、P

rotective C
om

m
ittee v. A

nderson

判
決
︹390 
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

U
.S. 414, 453 (1968)

︺
に
お
い
て
、
会
社
更
生
手
続
き
に
関
し
て
は
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
と
明
言
し
た
。﹂

　
﹁
取
得
の
取
り
消
し
を
行
う
証
券
保
有
者
が
一
般
債
権
者
に
劣
後
、
同
位
、
あ
る
い
は
優
先
す
る
も
の
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

原
状
回
復
的
救
済
の
法
理
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
米
国
法
は
、
取
り
消
し
得
る
取
引
に
お
い
て
、
債
務
者
に
対
し
て
資
産
を
譲
渡

し
た
者
と
一
般
債
権
者
が
競
合
す
る
場
合
、
後
者
を
一
般
的
に
冷
遇
す
る
。

　

Slain

お
よ
びK

ripke

両
教
授
は
、
か
か
る
一
般
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
取
り
消
し
を
行
う
譲
渡
人
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
資

産
を
債
務
者
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
一
般
債
権
者
は
与
信
の
判
断
に
際
し
て
当
て
に
し
て
い
な
い
、
と
い
う
想
定
を
前
提
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
彼
ら
は
、
本
問
題
に
つ
い
て
、
無
担
保
債
権
者
は
与
信
の
判
断
に
際
し
て
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
と
い
う
明
確

な
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
ま
さ
に
信
頼
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

彼
ら
は
、
倒
産
状
態
に
お
け
る
資
産
の
分
配
は
ゼ
ロ
サ
ム
の
状
況
に
あ
り
、
倒
産
に
お
け
る
分
配
の
ル
ー
ル
は
リ
ス
ク
の
分
配
を

基
礎
に
置
く
べ
き
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
考
慮
さ
れ
る
べ
き
二
つ
の
リ
ス
ク
は
、
債
務
者
の
倒
産
リ
ス
ク
お
よ
び
違
法
に
証
券
の

発
行
が
な
さ
れ
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。
証
券
保
有
者
と
一
般
債
権
者
は
共
に
倒
産
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
も
の
で
あ
る
。Slain

お
よ
び

K
ripke

両
教
授
は
、
証
券
発
行
に
お
け
る
違
法
行
為
の
リ
ス
ク
は
、
一
般
債
権
者
で
は
な
く
当
該
証
券
へ
投
資
す
る
者
に
よ
っ
て
負

担
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
。

　

株
式
の
引
き
受
け
を
取
り
消
す
者
を
一
般
債
権
者
と
同
順
位
と
す
る
場
合
、
違
法
な
株
式
発
行
の
リ
ス
ク
は
一
般
債
権
者
に
移
転

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
債
権
者
は
、
会
社
の
収
益
と
い
う
証
券
の
保
有
に
因
る
潜
在
的
な
利
益
に
与
か
る
者
で
は
な
く
、
か
か

る
潜
在
的
な
利
益
に
与
か
る
者
で
あ
る
株
主
に
つ
い
て
損
害
を
一
般
債
権
者
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
る
の
は
衡
平
で
は
な
い
。

　

か
か
る
結
論
は
、Slain

お
よ
びK

ripke

両
教
授
が
﹁
反
・
両
建
て
ル
ー
ル
﹂
と
位
置
付
け
る
、
衡
平
法
の
原
則
で
あ
る
消
滅
時

効
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
衡
平
法
上
の
消
滅
時
効
は
、
証
券
保
有
者
が
既
知
の
権
利
の
行
使
を
怠
り
、
そ
れ
が
他
方
当
事
者
に
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有
害
な
信
頼
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
、
取
消
権
を
排
除
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
。
多
く
の
事
案
に
お
い
て
、
倒
産
し
た
会
社
の
証

券
保
有
者
は
、
取
消
権
が
存
在
す
る
こ
と
を
倒
産
が
生
じ
る
よ
り
も
前
に
認
識
し
て
い
る
。﹂

　
﹁
残
念
な
が
ら
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
要
望
す
る
よ
う
に
当
該
問
題
を
裁
判
所
に
委
ね
る
こ
と
は
、
そ
の
主
張
の
よ
う
に
は
明
快
な
こ
と
で
は

な
い
。K

ripke

教
授
は
、
事
案
に
応
じ
た
解
決
を
図
る
た
め
に
当
該
問
題
を
裁
判
所
に
委
ね
た
場
合
、
衡
平
法
的
劣
後
の
法
理
は
善

意
の
第
三
者
間
で
は
適
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
取
り
消
し
に
よ
る
請
求
は
実
際
に
は
劣
後
化
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。﹂

　
﹁
本
法
案
は
、Slain
お
よ
びK

ripke

両
教
授
の
見
解
を
、
運
用
上
よ
り
機
能
す
る
形
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
採
用
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

本
法
案
は
、
分
配
の
優
先
順
位
に
お
い
て
、
取
り
消
し
に
係
る
債
権
を
、
取
り
消
し
に
係
る
債
権
の
基
礎
を
な
す
債
権
ま
た
は
持

分
に
優
先
す
る
全
て
の
権
利
に
劣
後
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
劣
後
債
の
取
得
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
取
り
消
し
に

係
る
債
権
は
、
資
産
の
売
得
金
の
割
り
当
て
に
お
い
て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
保
有
者
に
優
先
す
る
が
、
一
般
無
担
保
債
権
者
に
劣
後

す
る
。

　

本
法
案
は
ま
た
、
一
定
の
事
案
ご
と
の
解
決
を
規
定
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
衡
平
の
原
理
に
基
づ
い
て
債
権
を
劣
後
化
さ
せ
る

包
括
的
な
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。﹂

　

そ
し
て
、
逐
条
解
説
に
お
い
て
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る）
１４７
（

。

　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、﹁
裁
判
所
に
対
し
て
、
分
配
に
お
い
て
、
債
務
者
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却

の
取
り
消
し
に
係
る
あ
ら
ゆ
る
債
権
、
ま
た
は
当
該
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
に
よ
る
損
害
に
係
る
あ
ら
ゆ
る
債
権
を
、
当
該
証

券
に
よ
っ
て
表
章
さ
れ
て
い
る
債
権
も
し
く
は
持
分
に
優
先
す
る
全
て
の
債
権
も
し
く
は
持
分
に
劣
後
化
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も

三
一
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
劣
後
化
は
、
問
題
と
な
る
債
権
ま
た
は
持
分
に
従
っ
て
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
該
証
券
が
債
務
証
書
で
あ
る
場
合
、
損
害
ま
た
は
取
り
消
し
に
係
る
債
権
は
一
般
無
担
保
債
権
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。
当
該

証
券
が
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
で
あ
る
場
合
、
損
害
ま
た
は
取
り
消
し
に
係
る
債
権
は
、
全
て
の
債
権
者
に
劣
後
し
、
当
該
エ
ク
イ
テ
ィ

証
券
自
体
と
同
順
位
に
扱
わ
れ
る
。﹂

３
、S. 2266

に
関
す
る
上
院
司
法
委
員
会
報
告

　

一
九
七
八
年
七
月
時
点
のS. 2266

に
関
す
る
上
院
司
法
委
員
会
報
告
に
お
い
て
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
下
院
司
法
委
員
会

報
告
の
よ
う
な
言
明
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
逐
条
解
説
に
お
い
て
は
下
院
司
法
委
員
会
報
告
と
全
く
同
じ
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る）
１４８
（

。

第
二
款　

一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定

１
、
一
九
七
八
年
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
制
定

　

一
九
七
八
年
一
一
月
六
日
に
成
立
し
た
連
邦
倒
産
法
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
批
判
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
証
券
投
資
者
の
債
権
を

強
制
的
に
劣
後
す
る
も
の
と
し
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
制
定
さ
れ
た
。
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
一
九
八
四
年
に
一
度
だ
け
改
正
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
一
九
七
八
年
制
定
当
時
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た）
１４９
（

。

　
﹁
分
配
に
お
い
て
、
債
務
者
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
の
取
り
消
し
に
係
る
債
権
、
ま
た
は
当
該
証
券

の
購
入
も
し
く
は
売
却
か
ら
生
じ
た
損
害
に
係
る
債
権
は
、
当
該
証
券
に
よ
っ
て
表
章
さ
れ
て
い
る
債
権
も
し
く
は
持
分
に
優
先
す

る
ま
た
は
そ
れ
と
同
順
位
に
あ
る
全
て
の
債
権
も
し
く
は
持
分
に
劣
後
す
る
も
の
と
す
る）
１５０
（

。﹂

　

こ
の
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
構
成
す
る
文
言
に
つ
い
て
、
一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
に
定
義
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、﹁
証
券
﹂、﹁
関

三
一
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係
者
﹂、﹁
債
権
﹂、﹁
債
務
﹂、﹁
債
務
者
﹂
で
あ
る
。
そ
し
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
範
囲
を
画
す
る
主
た
る
法
概
念
で
あ
る
﹁
証
券
﹂

に
つ
い
て
は
、
一
〇
一
条
（
四
九
）
項
（
Ａ
）
号
が
次
の
も
の
を
含
む
も
の
と
し
て
規
定
し
て
い
る）
１５１
（

。

　
﹁（
ⅰ
）
ノ
ー
ト
、（
ⅱ
）　

株
式
、（
ⅲ
）
自
己
株
式
、（
ⅳ
）
担
保
付
債
券
、（
ⅴ
）
無
担
保
債
券
、（
ⅵ
）
証
券
担
保
信
託
証
書
、　
（
ⅶ
）

会
社
設
立
前
の
証
書
ま
た
は
引
受
権
、（
ⅷ
）
譲
渡
可
能
持
分
、（
ⅸ
）
議
決
権
信
託
証
書
、（
ⅹ
）
預
金
証
書
、（
ⅺ
）
証
券
預
託
証
書
、

（
ⅻ
）
投
資
契
約
、
ま
た
は
利
益
分
配
契
約
も
し
く
は
石
油
、
ガ
ス
、
鉱
物
掘
削
権
、
借
地
権
に
お
け
る
持
分
も
し
く
は
参
加
権
を
表

示
す
る
証
書
で
あ
っ
て
、一
九
三
三
年
証
券
法
の
規
定
に
よ
り
証
券
取
引
委
員
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
、あ
る
い
は
同
法
三
条
（
ｂ
）

項
に
よ
り
登
録
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、（
�
）
有
限
責
任
組
合
に
お
け
る
有
限
責
任
組
合
持
分
、（
�
）﹁
証
券
﹂
と
し
て
一
般

に
認
知
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
債
権
ま
た
は
持
分
、（
�
）
証
券
に
お
け
る
持
分
も
し
く
は
参
加
権
を
表
示
す
る
証
書
、
証
券
に
つ
い

て
の
一
時
も
し
く
は
仮
の
証
書
、
証
券
の
受
取
証
書
、
ま
た
は
証
券
の
引
受
け
、
購
入
、
も
し
く
は
売
却
に
つ
い
て
の
権
利
証
書
も

し
く
は
権
利）
１５２
（

。﹂

　

そ
し
て
、
こ
の
﹁
証
券
﹂
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
下
院
・
上
院
司
法
委
員
会
報
告
に
お
い
て
同
様
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る）
１５３
（

。

　
﹁
当
該
定
義
は
新
た
な
も
の
で
あ
り
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
が
提
案
す
る
証
券
法
典
に
範
を
と
り
つ
つ
も
一
定
の
除
外
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

有
限
責
任
組
合
に
お
け
る
有
限
責
任
組
合
持
分
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
と
し
て
定
義
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
も
ま
た
﹁
証
券
﹂
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
該
定
義
は
、
⋮
⋮
用
語
の
明
確
な
指
定
が
可
能
な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
裁
判
所
は
、
当
該
定
義
に
規
定
さ
れ
て
い
る
特
性
を
用
い
て
、
新
た
な
種
類
の
証
書
を
柔
軟
に
取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。﹂

三
一
六
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

２
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
とSlain &

 K
ripke

、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
立
法
史

（
１
）　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
とSlain &

 K
ripke

の
議
論

　

一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
倒
産
法
委
員
会
の
一
九
七
三
年
報
告
書
に
お
け
る
四－

四
〇
六
条
（
ａ
）
項
（
１
）

号
を
ベ
ー
ス
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
下
院
司
法
委
員
会
報
告
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
具
体
的
な
立
法
根
拠
に
つ
い
て
はSlain &

 K
ripke

の
議
論
に
依
拠
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、Slain &

 K
ripke

が
、
株
主
に
よ
る
出
資
に
対
す
る
債
権
者
の
具
体
的
な
信
頼
を
重
視
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
五
一
〇
条

（
ｂ
）
項
は
、
そ
の
よ
う
な
信
頼
を
問
わ
な
い
一
般
的
な
規
定
と
な
っ
て
い
る）
１５４
（

。
こ
れ
は
、
下
院
司
法
委
員
会
報
告
が
抽
象
的
に
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、Slain &

 K
ripke

の
提
案
を
実
際
に
機
能
す
る
よ
う
に
導
入
す
る
た
め
に
は
、
一
律
的
処
理
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
債
権
者
の
具
体
的
な
信
頼
の
存
在
を
要
件
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
巡
っ
て
紛
争
が
生
じ
、
倒
産
手

続
き
の
円
滑
な
遂
行
が
害
さ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る）
１５６
）（
１５５
（

。

　

そ
し
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
とSlain &

 K
ripke

の
議
論
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
時
のE

nron

事
件
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
西

部
地
区
倒
産
裁
判
所
のG

onzalez

判
事
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
整
理
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、Slain &
 K

ripke

の
二
つ
の
論
拠
に
つ
い
て
ど
ち
ら
が
上
位
に
位
置
す
る
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
具
体
的
提
案
に
お
い

て
株
主
が
債
権
者
の
信
頼
の
不
存
在
を
証
明
す
れ
ば
劣
後
化
を
回
避
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、＂
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ

ョ
ン）
１５７
（

＂
が
劣
後
化
の
主
た
る
根
拠
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
議
会
が
＂
絶
対
優
先
原
則）
１５８
（

＂
よ
り
も
エ
ク
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
上
位
の
根
拠

と
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
お
い
て
そ
の
よ
う
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

三
一
六
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（
２
）　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
批
判
と
下
院
司
法
委
員
会
報
告

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
主
た
る
批
判
は
、
詐
欺
に
よ
っ
て
株
式
を
取
得
し
た
者
は
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
前
提
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て）
１５９
（

、
ま
も
な

く
倒
産
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
と
は
言
え
ず
、
ま
た
違
法
な
証
券
発
行
の
リ
ス
ク
は
ま
さ
に
証
券
諸
法
の
対
処
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
下
院
司
法
委
員
会
は
、
ま
ず
、
証
券
発
行
が
違
法
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
投
資
者
が
認
識
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
い

う
評
価
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
株
主
が
可
変
的
な
利
益
を
得
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
違
法
な
証
券
発
行
の
リ
ス
ク
を
一
般

債
権
者
に
移
転
さ
せ
る
の
は
衡
平
で
は
な
い
と
し
て
い
る
点
も
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
批
判
へ
の
応
答
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ま
ず
、
証
券
発
行
の
違
法
性
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
る
投
資
者
が
多
い
と
い
う
認
識
が
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
妥
当
な

も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
生
じ
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
が
問
題
と
な
る
の
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
定
期
間
の
後
に
倒
産
状
態
に
陥
る
会
社
で
あ
る
と
こ
ろ
、
株
式
に
係
る
可
変
的
利
益
の
存
在
を
実
質
的
に
観
念
す
る

こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）
１６０
（

。

（
３
）　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
特
徴

　

次
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
自
体
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ま
ず
、﹁
証
券
﹂
に
つ
い
て
連
邦
証
券
諸
法
と
ほ
ぼ
同
様
の
列
挙
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
だ
け
で
な
く
デ
ッ
ト
証
券
一
般
に
つ
い
て
も
、
連
邦
倒
産
法
上
の
﹁
証
券
﹂
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る）
１６１
（

。

さ
ら
に
、
債
務
者
の
﹁
関
係
者）
１６２
（

﹂
の
証
券
の
取
引
に
係
る
債
権
も
債
務
者
と
の
関
係
で
劣
後
化
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
適
用
対
象
権
利
と

い
う
観
点
か
ら
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
射
程
は
極
め
て
広
範
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
債
権
の
発
生
原
因
な
ど
に
つ
い
て
限
定
を
設
け
て
お
ら
ず
、
端
的
に
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
債
権
を
劣
後
化
す
る
と
規
定
し
て

三
一
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不
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等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

い
る
こ
と
か
ら）
１６３
（

、
証
券
の
定
義
と
相
ま
っ
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
潜
在
的
な
適
用
範
囲
は
極
め
て
広
く
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
判
例
に
お
い
て
は
、
詐
欺
に
あ
っ
た
株
式
投
資
者
に
つ
い
て
、
一
般
債
権
者
に
は
劣
後
す
る
が
一
般
株
主
に
は
優
先
す
る
と
さ
れ

て
い
た
が）
１６４
（

、
そ
の
よ
う
な
考
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
こ
れ
は
、
一
般
債
権
者
と
も
株
主
と
も
異
な

る
ク
ラ
ス
が
追
加
的
に
出
現
す
る
場
合
に
、
更
生
手
続
き
が
複
雑
な
も
の
と
な
る）
１６５
（

こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
一
般
株
主
に
優
先

す
る
場
合
に
は
債
権
者
の
満
足
後
の
財
産
に
専
ら
与
か
れ
る
こ
と
と
な
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
狙
っ
た
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
抑
止
し
よ

う
と
し
た
も
の
と
も
解
さ
れ
る
が
、
参
照
し
得
た
立
法
資
料
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
４
）　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
と
立
法
史

　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
下
院
司
法
委
員
会
報
告
と
対
比
さ
せ
た
場
合
に
は
、
次
の
点
が
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
証
券
投
資
者
の
債
権
が

如
何
な
る
債
権
に
対
し
て
劣
後
す
る
の
か
（
具
体
的
に
如
何
な
る
順
位
に
な
る
の
か
）
に
つ
い
て
、H

.R
. 7330

で
は
問
題
と
な
っ
て
い
る

債
権
が
基
礎
と
す
る
権
利
に
優
先
す
る
権
利
に
劣
後
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、H

.R
. 8200

で
は
優
先
す
る
権
利
お
よ
び
同
順
位
の
権

利
に
劣
後
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
るH

.R
. 8200

に
関
し
て
な
さ
れ
た
下
院
司
法
委
員
会
報
告
で
は
、﹁
本
法
案
は
、
分
配
の
優
先
順
位
に
お
い
て
、

取
り
消
し
に
係
る
債
権
を
、
取
り
消
し
に
係
る
債
権
の
基
礎
を
な
す
債
権
ま
た
は
持
分
に
優
先
す
る
全
て
の
権
利
に
劣
後
化
さ
せ
る
も
の
﹂

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
下
院
・
上
院
両
司
法
委
員
会
報
告
の
逐
条
解
説
に
お
い
て
も
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
下
院
司
法
委
員
会
報
告
は
、
実
質
的
に
はH

.R
. 7330

の
説
明
と
な
っ
て
お
り
、
同
順
位
の
権
利
に
も
劣
後
す
る
理
由
は

立
法
史
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い）
１６６
（

。
か
か
る
変
更
は
、
分
科
委
員
会
で
は
な
く
司
法
委
員
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
相
当
な
理
由

が
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
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す
な
わ
ち
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
文
言
通
り
適
用
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
一
般
債
権
を
表
章
す
る
証
券
を
取
得
し
た
者
が
取
り
消
し
ま
た

は
損
害
賠
償
の
請
求
を
行
っ
た
場
合
、そ
の
者
の
債
権
は
一
般
債
権
よ
り
も
劣
後
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る）
１６７
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

次
の
二
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。

　

第
一
に
、
下
院
・
上
院
両
司
法
委
員
会
報
告
の
逐
条
解
説
に
お
い
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
関
し
て
﹁
当
該
証
券
が
債
務
証
書
で
あ
る

場
合
、
損
害
ま
た
は
取
り
消
し
に
係
る
債
権
は
一
般
無
担
保
債
権
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。
当
該
証
券
が
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
で
あ
る
場
合
、

損
害
ま
た
は
取
り
消
し
に
係
る
債
権
は
全
て
の
債
権
者
に
劣
後
し
、
当
該
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
自
体
と
同
順
位
に
扱
わ
れ
る
。﹂
と
説
明
さ
れ

て
い
た
こ
と
と
の
矛
盾
で
あ
る）
１６８
（

。
も
っ
と
も
、
後
段
に
関
す
る
問
題
は
、
一
九
八
四
年
改
正
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
は
、
自
ら
の
権
利
を
主
張
し
た
者
に
つ
い
て
、
な
ぜ
本
来
同
順
位
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
も
劣
後
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
一
種
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る）
１６９
（

。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
・
第
三
節
に
お
い
て
検
討

す
る
。

　

第
三
款　

一
九
八
四
年
連
邦
倒
産
法
改
正
法
に
よ
る
改
正

１
、
一
九
八
四
年
連
邦
倒
産
法
改
正
法
成
立
ま
で
の
経
緯

　

一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
〇
年
の
第
九
六
回
議
会
に
お
い
て
は
、
多
く
の
技
術
的
改
正
の
必
要
性
が
早
速
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
文
言
お
よ
び
実
質
に
関
す
る
部
分
的
な
改
正
が
提
案
さ
れ
た）
１７０
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
上
院
の
改
正
法
案
（S. 658

）

に
関
す
る
司
法
委
員
会
報
告
で
は
、
逐
条
解
説
に
お
い
て
、
印
刷
上
の
誤
り
を
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
株
式
の
引
き
受
け
の
取
り
消
し
に
係

る
債
権
は
普
通
株
式
の
地
位
よ
り
も
劣
後
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）
１７１
（

。

　

一
方
で
、
改
正
法
案
自
体
は
、
債
権
に
つ
い
て
は
証
券
に
よ
っ
て
表
章
さ
れ
て
い
る
優
先
す
る
ま
た
は
同
順
位
の
権
利
に
劣
後
す
る
が
、

三
一
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債
権
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倒
産
法
上
の
処
遇

持
分
に
つ
い
て
は
優
先
す
る
権
利
に
対
し
て
の
み
劣
後
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
主
と
し
て
倒
産
裁
判
官
の
退
職
に
関
し

て
合
意
が
成
立
し
な
か
っ
た
た
め
、
種
々
の
技
術
的
改
正
を
含
む
倒
産
法
改
正
法
は
成
立
し
な
か
っ
た）
１７２
（

。

　

倒
産
法
改
正
は
、第
九
七
回
議
会
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
、一
九
八
一
年
に
、上
院
の
改
正
法
案
（S. 863

）
に
お
い
て
は
、五
一
〇
条
（
ｂ
）

項
に
関
す
る
改
正
を
含
む
改
正
法
案
（S. 863

）
が
決
議
さ
れ
た）
１７３
（

。
か
か
る
改
正
法
案
に
お
い
て
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
改
正
す
る
も

の
と
し
て
八
六
条）
１７４
（

が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
債
権
お
よ
び
持
分
の
双
方
に
つ
い
て
、
優
先
す
る
債
権
ま
た
は
持
分
に
つ

い
て
の
み
劣
後
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た）
１７５
（

。

２
、
一
九
八
四
年
連
邦
倒
産
法
改
正
法
の
成
立

　

連
邦
倒
産
法
改
正
法
は
一
九
八
四
年
に
成
立
し）
１７６
（

、
こ
れ
に
よ
っ
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
次
の
よ
う
な
現
行
規
定）
１７７
（

と
な
っ
て
い
る
。

　
﹁
本
章
に
お
け
る
分
配
に
関
し
て
、
債
務
者
も
し
く
は
債
務
者
の
関
係
者
の
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
の
取
り
消
し
か
ら
生
じ
た

債
権
、
か
か
る
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
請
求
債
権
、
ま
た
は
当
該
債
権
を
理
由
と
す
る
五
〇
二
条
が
認

容
す
る
補
償
も
し
く
は
求
償
債
権
は
、
か
か
る
証
券
に
よ
り
表
章
さ
れ
て
い
る
債
権
も
し
く
は
持
分
に
優
先
す
る
債
権
も
し
く
は
持

分
、
ま
た
は
か
か
る
証
券
に
よ
り
表
章
さ
れ
て
い
る
債
権
も
し
く
は
持
分
と
同
順
位
の
債
権
も
し
く
は
持
分
に
劣
後
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
か
か
る
証
券
が
普
通
株
式
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
債
権
は
普
通
株
式
と
同
順
位
と
す
る）
１７８
（

。﹂

　

一
九
八
四
年
改
正
法
に
よ
る
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
改
正
に
関
す
る
立
法
資
料
は
乏
し
い
が）
１７９
（

、
上
院
司
法
委
員
会
報
告
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
な
言
明
が
な
さ
れ
て
い
る）
１８０
（

。

　
﹁
本
改
正
は
、
印
刷
上
の
過
誤
を
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
先
の
改
正
を
明
確
な
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
株
式
の
引
き
受
け
の
取

り
消
し
に
係
る
債
権
の
劣
後
化
は
、
普
通
株
式
の
地
位
よ
り
も
劣
後
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

三
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も
の
で
あ
る
。﹂

３
、
一
九
八
四
年
改
正
の
意
義

　

右
言
明
の
う
ち
の
印
刷
上
の
過
誤
と
は
、rescission

の
綴
り
が
一
九
八
四
年
改
正
前
はrecission

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
す
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
七
八
年
改
正
の
趣
旨
の
明
確
化
と
解
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。

（
１
）　

劣
後
化
さ
れ
る
債
権
の
順
位
の
明
確
化

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
七
年
の
下
院
司
法
委
員
会
報
告
で
は
、﹁
当
該
証
券
が
債
務
証
書
で
あ
る
場
合
、
損
害
ま
た
は
取
り
消
し
に
係

る
債
権
は
一
般
無
担
保
債
権
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。
当
該
証
券
が
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
で
あ
る
場
合
、
損
害
ま
た
は
取
り
消
し
に
係
る
債
権

は
全
て
の
債
権
者
に
劣
後
し
、
当
該
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
自
体
と
同
順
位
に
扱
わ
れ
る
。﹂
と
い
う
言
明
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
九
八
四
年
改
正
が
普
通
株
式
の
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
の
順
位
に
つ
い
て
普
通
株
式
と
同
位
と
し
た
こ
と
は
、
一

九
七
八
年
改
正
の
明
確
化
と
い
う
範
囲
に
収
ま
る
か
は
別
と
し
て
、
司
法
委
員
会
報
告
の
後
段
に
適
合
的
で
あ
る）
１８１
（

。

　

一
方
で
、
下
院
司
法
委
員
会
報
告
の
前
段
は
、
本
改
正
で
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
改
正
の
過
程
で
提
出
さ
れ
た
法
案
で
は
、
持
分
の
み

あ
る
い
は
持
分
と
債
権
の
双
方
に
つ
い
て
、
そ
の
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
を
基
礎
と
な
っ
た
権
利
と
同
位
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
株
式
に
つ
い
て
の
み
同
位
と
す
る
規
定
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
デ
ッ
ト
証
券
お
よ
び
普
通
株
式

以
外
の
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
に
つ
い
て
同
様
の
規
定
を
置
か
な
か
っ
た
の
は
意
図
的
な
こ
と
だ
と
解
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
政
策
的
な
根
拠
は
一
九
八
四
年
改
正
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い）
１８２
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
債
権
者

側
の
利
益
者
団
体
が
抵
抗
し
そ
れ
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）
１８３
（

。

三
一
六
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
六
四

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
劣
後
債
保
有
者
や
優
先
株
主
な
ど
は
、
取
得
の
取
り
消
し
ま
た
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
を
劣
後
化
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る）
１８４
（

。

（
２
）　

補
償
債
権
・
求
償
債
権
の
劣
後
化

　

連
邦
法
ま
た
は
州
法
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
証
券
詐
欺
に
関
す
る
発
行
会
社
の
役
員
や
取
締
役
、
監
査
人
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
な
ど
に

対
す
る
訴
訟
に
お
い
て
、
投
資
者
に
有
利
な
判
断
が
下
さ
れ
た
場
合
ま
た
は
和
解
が
成
立
し
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
者
は
、
契
約
や
附
属
定
款
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
基
づ
く
権
利
と
し
て
、
発
行
会
社
に
対
し
て
補
償
や
求
償
を
求
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
投
資
者
の
債
権
は
劣
後
化
さ
れ
る
一
方
で
、
投
資
者
の
損
害
を
賠
償
す
る
立
場
に
あ
る
者
の
債
権
が
劣
後
化
さ
れ

な
い
の
は
不
合
理
で
あ
り）
１８５
（

、
ま
た
責
任
の
賦
課
に
よ
る
抑
止
効
果
の
減
少
を
招
く
可
能
性
が
あ
る）
１８６
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
四
年
改
正
前

に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
債
権
の
劣
後
化
を
実
現
で
き
る
か
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
っ
た）
１８７
（

。
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
八
四
年
改
正

法
の
立
法
資
料
は
直
接
的
な
言
及
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
次
の
評
価
が
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）
１８８
（

。

　
﹁
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
立
法
根
拠
が
、
株
式
投
資
者
が
一
般
債
権
者
と
同
等
の
地
位
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
限
ら

れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
議
会
は
や
は
り
リ
ス
ク
の
分
配
を
基
礎
と
し
て
劣
後
化
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
議

会
が
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
改
正
し
て
補
償
・
求
償
に
つ
い
て
の
債
権
を
追
加
し
た
こ
と
は
、
株
式
投
資
者
の
処
遇
に
つ
い
て
の
規

定
か
ら
の
抜
本
的
な
離
脱
で
は
な
く
、
⋮
⋮
⋮
取
り
消
し
ま
た
は
損
害
に
係
る
債
権
を
生
じ
さ
せ
る
証
券
取
引
に
関
係
す
る
新
た
な

ク
ラ
ス
の
個
人
ま
た
は
法
人
の
劣
後
的
処
遇
を
、
単
に
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
は
、
証
券
法
債
権
の
保
有
者
の
劣
後
化
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
証
券
法
債
権
を
生
じ
さ
せ
る
証
券
取
引
に
お
い
て
役

割
を
果
た
す
役
員
や
取
締
役
、
引
受
人
と
い
っ
た
他
の
当
事
者
の
債
権
を
劣
後
化
さ
せ
な
い
理
由
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
五
一
〇
条

三
一
六
八



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
六
五

（
ｂ
）
項
に
対
す
る
一
九
八
四
年
改
正
は
、
当
初
の
規
定
の
立
法
根
拠
の
一
つ
を
論
理
的
に
拡
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
は
一
九
八
四
年
に
、
汚
染
さ
れ
た
証
券
法
上
の
取
引
か
ら
生
じ
た
債
権
は
一
般
債
権
者
の
債
権
と
同
順
位
と
な
る
も
の
で
は

な
い
、
と
い
う
立
法
的
判
断
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。﹂

第
三
節　

時
代
背
景
か
ら
見
た
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項

　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
がSlain &

 K
ripke

の
議
論
に
理
論
的
基
礎
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
米
国
と
い
う
文
脈
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
か
か
る
観
点
か
ら
、

以
下
で
は
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
証
券
訴
訟
の
状
況
を
概
観
し
た
う
え
で
、
同
時
代
に
お
け
る
評
価
を
紹
介
す
る
。

１
、
証
券
訴
訟
の
興
隆

　

Slain &
 K

ripke

の
論
文
が
公
表
さ
れ
、
ま
た
倒
産
法
委
員
会
が
報
告
書
を
提
出
し
た
一
九
七
三
年
は
、
連
邦
証
券
諸
法
に
基
づ
く
民
事

訴
訟
が
興
隆
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た）
１８９
（

。

　

そ
の
背
景
に
は
、
一
九
六
六
年
の
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
改
正
に
よ
っ
て
集
団
訴
訟
の
遂
行
が
容
易
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
り）
１９０
（

、
実
際
に
証
券

集
団
訴
訟
の
数
は
増
加
傾
向
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た）
１９１
（

。

　

ま
た
、
民
事
責
任
追
及
の
根
拠
規
定
に
つ
い
て
も
、
連
邦
証
券
諸
法
、
と
り
わ
け
規
則
10
ｂ－

5
の
適
用
範
囲
お
よ
び
要
件
に
つ
い
て
緩

や
か
な
解
釈
を
採
用
す
る
下
級
審
裁
判
所
が
現
れ
て
い
た
。
一
九
七
三
年
のR

evolution in Securities R
egulation

と
題
し
た

B
usiness L

aw
yer

の
特
集
号
に
お
い
て
、B

rom
berg

のA
re T

here L
im

its to R
ule 10b－

5 ?

と
い
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は

そ
の
好
例
で
あ
る）
１９２
（

。

三
一
六
九
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
六
六

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　

そ
し
て
、R

ehnquist

判
事
が
、
規
則
10
ｂ－

5
に
基
づ
く
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
、
立
法
府
に
よ
る
団
栗
か
ら
司
法
府
に
よ
っ
て
樫
の
木

が
生
み
出
さ
れ
た
と
評
価
す
る
一
方
で
、
通
常
の
訴
訟
に
お
け
る
濫
訴
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
の
危
険
性
の
存
在
を
指
摘
し
たB

lue C
hip

判

決
）
１９３
（

は
、
一
九
七
五
年
に
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
連
邦
最
高
裁
は
一
九
七
六
年
にH

ochfelder

判
決）
１９４
（

、
一
九
七
七
年
に

Santa F
e

判
決）
１９５
（

を
下
し
、
ま
た
一
九
七
九
年
に
は
黙
示
の
私
的
訴
権
の
存
在
に
つ
い
て
制
限
的
な
解
釈）
１９６
（

を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
連
邦
証
券
諸
法
に
基
づ
く
民
事
責
任
追
及
の
興
隆
は
、Slain &

 K
ripke

の
み
な
ら
ず）
１９７
（

、
立
案
関
係
者
に
も
影
響
を
与
え
て

お
り
、
ま
さ
にM

arsh
は
一
九
七
三
年
に
、﹁
株
主
の
権
利
を
定
め
る
実
体
法
は
継
続
的
に
そ
の
権
利
を
拡
張
し
て
お
り
、
ま
た
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ら
に
係
る
全
て
の
債
権
に
つ
い
て
立
証
資
格
あ
る
債
権）
１９８
（

で
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、
会
社
の
倒
産
に
お
け
る
株
主
の
請
求

は
非
常
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
﹂
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
っ
た）
１９９
（

。

　

そ
し
て
、
企
業
の
倒
産
件
数
は
持
続
的
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
四
年
に
行
わ
れ
た
五
五
件
の
会
社
更
生
手
続

き
の
四
〇
％
に
あ
た
る
二
二
件
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
連
邦
証
券
諸
法
に
基
づ
く
先
行
ま
た
は
並
行
す
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
っ
た）
２００
（

。

２
、
同
時
代
に
お
け
る
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
対
す
る
評
価

　

以
上
の
よ
う
に
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
証
券
訴
訟
が
勃
興
の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
、
ま
た
倒
産
会
社
に
お
い
て
は
証
券
法
違
反
が
存
在

す
る
可
能
性
が
高
く）
２０１
（

、
こ
れ
に
対
す
る
訴
訟
提
起
の
増
加
の
可
能
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
ど
の
よ
う
な
実
質
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
五
一
〇
条

（
ｂ
）
項
の
制
定
前
に
会
社
更
生
手
続
き
に
お
い
て
初
め
て
明
確
に
株
式
投
資
者
の
債
権
の
劣
後
化
を
行
っ
たStirling H

om
ex C

orp

判

決
が
参
考
と
な
る
。

三
一
七
〇



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
六
七

　

す
な
わ
ち
、第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
リ
ス
ク
の
引
き
受
け
に
対
す
る
債
権
者
の
信
頼
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
劣
後
化
を
行
っ
た
が
、

そ
の
原
審
に
お
い
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
西
部
地
区
裁
判
所
のB

urke

判
事
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る）
２０２
（

。

　
﹁
株
式
投
資
者
の
主
張
す
る
損
害
賠
償
請
求
債
権
が
一
般
債
権
に
劣
後
し
な
い
場
合
、
事
業
会
社
の
財
務
構
造
に
お
け
る
全
く
新
た

な
構
成
要
素
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
場
合
に
は
、
銀
行
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
下
請
業
者
と
い
っ
た
債
権
者
は
、

そ
れ
ら
の
者
が
従
来
予
期
し
そ
れ
を
基
に
与
信
を
行
っ
て
い
た
証
券
投
資
者
あ
る
い
は
投
機
家
に
対
す
る
優
先
権
を
、
担
保
を
取
得

す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
も
は
や
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

事
業
社
会
の
金
融
構
造
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
基
礎
的
な
変
更
は
、
長
い
伝
統
を
有
す
る
﹁
絶
対
優
先
原
則
﹂
を
覆
す
こ
と
を
意

図
し
た
立
法
が
な
さ
れ
な
い
限
り
是
認
さ
れ
な
い
。﹂

　

か
か
る
判
示
も
、
リ
ス
ク
の
引
き
受
け
に
対
す
る
債
権
者
の
信
頼
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
当
該
信
頼
を
保
護
す
べ
き
理
由
と
し
て
、

﹁
事
業
会
社
の
財
務
構
造
に
お
け
る
全
く
新
た
な
構
成
要
素
﹂
あ
る
い
は
﹁
事
業
社
会
の
金
融
構
造
に
お
け
る
基
礎
的
な
変
更
﹂
と
い
っ
た

よ
う
に
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
存
在
が
与
え
る
現
実
的
影
響
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
自
体
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
西
部
地
区
裁
判
所
の
倒
産
裁
判
官
で
あ
っ
た

C
osta

判
事
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、C

osta

判
事
は
、
資
金
需
要
お
よ
び
リ
ス
ク
は
持
続
的
に
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
第
二
巡
回
区
の
判
断
は
、
貸
付
者
の
地

位
を
鼓
舞
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
と
し
て
最
も
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
短
期
の
貸
付
者
に
対
し
て
第
二

巡
回
区
の
判
断
の
よ
う
な
保
護
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
、
そ
れ
ら
の
者
が
今
日
増
加
し
て
い
る
損
失
の
リ
ス
ク
の
引
き
受
け
を
躊
躇
う
で
あ

ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
資
金
の
流
れ
は
固
く
引
き
締
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る）
２０３
（

。

　

こ
の
よ
う
な
企
業
金
融
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
更
生
事
件
に
お
い
て
一
般
債
権
者
側
の
代
理
を
行
っ
て
い
た
法
律
事
務
所
に

三
一
七
一
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
六
八

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

所
属
し
て
い
たH

uff

が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、H

uff

は
ま
ず
、
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
会
社
は
運
転
資
金
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
詐
欺
に
あ
っ
た
投
資
者
は
当

該
会
社
へ
の
再
投
資
を
渋
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
、
最
も
有
望
な
追
加
的
資
金
の
拠
出
者
は
無
担
保
債
権
者
で
あ
る
銀
行
で
あ
る
と
指
摘
す

る
）
２０４
（

。
そ
し
て
、
か
か
る
銀
行
の
利
益
は
株
主
が
再
建
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
株
主
が
大
規

模
に
参
加
す
る
場
合
に
は
会
社
再
建
の
機
会
も
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
評
価
し
て
い
る）
２０５
（

。

　

同
様
に
、
合
衆
国
倒
産
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
たT
rost

も）
２０６
（

、
倒
産
法
委
員
会
が
提
案
し
た
四－

四
〇
六
条
に
つ
い
て
、
債
務
者
あ

る
い
は
更
生
管
財
人
に
対
し
て
授
与
さ
れ
た
、
再
建
プ
ロ
セ
ス
を
容
易
に
す
る
新
た
な
権
限
の
一
つ
で
あ
る
、
と
し
て
積
極
的
に
評
価
し
て

い
る）
２０７
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
は
、
投
資
者
と
一
般
債
権
者
の
何
れ
が
損
失
を
負
担
す
る
か
と
い
う
リ
ス
ク
分
配
に
関
す
る

問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
、
リ
ス
ク
を
債
権
者
に
も
分
配
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
事
業
継
続
時
お
よ
び
倒
産
時
の
企
業
金
融
に
相
当
程
度

の
負
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
債
権
者
側
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
るH

uff

の
み
な
ら
ず
、B

urke

判
事
やC

osta

判
事
に
よ
っ
て
も
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
お
い
て
株
式
投
資
者
の
債
権
の
劣
後
化
が
定
め
ら
れ
た
政
策
的
背
景
と
し
て
は
、
リ

ス
ク
の
分
配
の
決
定
に
際
し
て
の
、
現
実
の
企
業
金
融
に
対
す
る
影
響
（
平
時
の
信
用
収
縮
／
倒
産
時
の
与
信
者
の
減
少
）
へ
の
考
慮
が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
1
）　B

ankruptcy A
ct of 1898, C

h. 541, 30 Stat. 544 （1898

）.

三
一
七
二



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
六
九

（
2
）　B

ankruptcy R
eform

 A
ct of 1978, P

ub. L
. N

o. 95-598, 92 Stat. 2549 （1978

）.
　
　
　

一
九
七
八
年
法
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
高
木
新
二
郎
﹃
米
国
新
倒
産
法
概
説
﹄（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五
九
年
）
参
照
。

（
3
）　D

A
V

ID
 T. ST

A
N

L
E

Y &
 M

A
R

JO
R

IE
 G

IR
T

H
 W

IT
H

 V
E

R
N

 C
O

U
N

T
R

YM
E

N
, B

A
N

K
R

U
P

T
C

Y: P
R

O
B

L
E

M
, P

R
O

C
E

SS, R
E

F
O

R
M

 25 （B
rookings Institution 

1971
）;
霜
島
甲
一
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
の
背
景
と
草
案
に
つ
い
て
﹂
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
五
巻
七
号
四
三
頁
、
四
三
頁
（
一
九
七
四
年
）。

（
4
）　

青
山
善
充
﹁
会
社
更
生
の
性
格
と
構
造　
（
二
）・（
三
）・（
四
・
完
）﹂
法
学
協
会
雑
誌
八
三
巻
四
号
四
八
三
頁
、
四
九
三－

五
二
八
頁
（
一
九
六
六
年
）、
八
四
巻
五
号
五

九
七
頁
、
六
〇
〇－

六
一
八
頁
（
一
九
六
七
年
）、
八
六
巻
四
号
四
一
五
頁
、
四
一
五－

四
三
七
頁
（
一
九
六
九
年
）
参
照
。

（
5
）　

青
山
善
充
﹁
会
社
更
生
の
性
格
と
構
造　
（
一
）﹂
法
学
協
会
雑
誌
八
三
巻
二
号
一
三
五
頁
、
一
六
二－

一
七
二
頁
（
一
九
六
六
年
）
参
照
。

（
6
）　

米
国
に
お
け
る
再
建
制
度
の
沿
革
お
よ
び
一
八
九
八
年
法
の
改
正
史
に
つ
い
て
は
、
青
山
・
前
掲
注
（
5
）
一
四
七－

一
六
〇
頁
、
会
社
更
生
制
度
と
和
議
制
度
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
同
一
八
〇－
一
八
四
頁
参
照
。S

ee a
lso E

ugene V. R
ostow

 &
 L

loyd N
. C

utler, C
om

peting System
s of C

orporate R
eorganization C

hapters X
 

and X
I of the B

ankruptcy A
ct, 48 Yale L

.J. 1334 （1939

）.

（
7
）　

高
木
・
前
掲
注
（
２
）
二
六
頁
、
加
藤
哲
夫
﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
会
社
更
生
手
続
と
債
務
整
理
手
続
の
機
能
分
担―

―

そ
の
序
説
と
し
て―

―

﹂
早
稲
田
法
学
会
誌
二
五

号
一
頁
（
一
九
七
五
年
）、
同
﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
会
社
更
生
手
続
と
債
務
整
理
手
続
の
機
能
分
担　
（
続
）―

―

ニ
ー
ズ
・
テ
ス
ト
を
中
心
と
し
て―

―

﹂
早
稲
田
法
学
会

誌
二
六
巻
三
一
五
頁
（
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
8
）　

霜
島
・
前
掲
注
（
３
）
四
七
頁
。

（
9
）　E

ric A
. P

osner, T
he P

olitical E
conom

y of the B
ankruptcy R

eform
 A

ct of 1978, 96 M
ich. L

. R
ev. 47, 108 （1997

）.

（
10
）　

小
林
秀
之
﹁
再
建
型
倒
産
手
続
の
再
編
成―

―

わ
が
国
の
会
社
更
生
法
へ
の
貴
重
な
示
唆　
（
上
）﹂
判
例
タ
イ
ム
ズ　

三
四
巻
二
九
号
三
四
頁
、
三
六
頁
（
一
九
八
三
年
）、

P
osner, su

p
ra

 note 9, at 110

。

（
11
）　

会
社
更
生
手
続
き
に
お
け
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
関
与
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
沢
井
種
雄
﹁
米
国
会
社
更
生
事
件
に
お
け
る
裁
判
官
の
補
助
機
関―

―

主
と
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
証
券
取
引

委
員
会
）
に
つ
い
て―

―

﹂
法
曹
時
報
二
〇
巻
二
号
一
頁
、
四－

六
頁
、
九
頁
（
一
九
六
八
年
）
参
照
。

　
　
　

会
社
更
生
手
続
き
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
っ
て
立
案
・
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
独
立
的
機
関
の
関
与
に
よ
っ
て
大
衆
投
資
家
の
利
益
保
護
を
実
現
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。

S
ee D

A
V

ID
 A

. SK
E

E
L

, JR
, D

E
B

T
'S D

O
M

IN
IO

N
: A

 H
IST

O
R

Y O
F

 B
A

N
K

R
U

P
T

C
Y L

A
W

 IN
 A

M
E

R
IC

A
: C

hapter 4 （P
rinceton U

niversity P
ress 2001

）.

（
12
）　

青
山
・
前
掲
注
（
４
）
八
四
巻
五
号
六
〇
三
頁
、
高
木
・
前
掲
注
（
２
）
二
三
頁
、
一
七
六
頁
参
照
。

（
13
）　P

osner, su
p

ra
 note 9, at 109.

三
一
七
三
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）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
七
〇

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

（
14
）　Id

.
（
15
）　K

enneth B
. D

avis, Jr., T
he Status of D

efrauded Securityholders in C
orporate B

ankruptcy, 1983 D
uke L

.J. 1, 2 （1983

）.
（
16
）　

一
九
七
八
年
連
邦
倒
産
法
の
立
法
史
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、K

enneth N
. K

lee, L
egislative H

istory of the N
ew

 B
ankruptcy L

aw
, 54 A

m
. B

ankr. L
.J. 275 

（1980
）; R

ichard I. A
aron, T

he B
ankruptcy R

eform
 A

ct of 1978: T
he F

ull E
m

ploym
ent for L

aw
yers B

ill-P
art I: O

verview
 and L

egislative H
istory, 

1979 U
tah L

. R
ev. 1 （1979

）参
照
。

（
17
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 3 n.6.

（
18
）　Id

. at 4.

（
19
）　Id

. at 5.

（
20
）　Id

. at 6.

（
21
）　Id

. at 34-35.

（
22
）　N

ew
ton N

at'l B
ank v. N

ew
begin, 74 F. 135, 140 （8th C

ir. 1896

）.

（
23
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 5. 

株
主
の
債
権
の
存
在
を
認
め
た
う
え
で
劣
後
化
に
よ
る
解
決
を
行
っ
た
判
例
に
つ
い
て
、H

arry S. G
leick, Subordination of C

laim
s 

in B
ankruptcy under the E

quitable P
ow

er of the B
ankruptcy C

ourt, 16 B
us. L

aw
. 611, 623 （1961

）
参
照
。

（
24
）　N

ew
ton N

at'l B
ank v. N

ew
begin, 74 F. at 140. S

ee a
lso D

aniel C
. C

ohn, Subordinated C
laim

s: T
heir C

lassification and V
oting under C

hapter 11 of 

the B
ankruptcy C

ode, 56 A
m

. B
ankr. L

.J. 293, 299 （1982
）.

（
25
）　

禁
反
言
の
法
理
が
適
用
さ
れ
た
代
表
的
判
例
と
し
て
は
、In

 re R
acine A

uto T
ire C

o., 290 F. 939 （7th C
ir. 1923

）を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
案
は
、
一
九
一
九

年
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
証
券
法
に
違
反
し
て
優
先
株
式
が
発
行
さ
れ
、
一
九
二
二
年
に
発
行
会
社
に
対
し
て
破
産
宣
告
が
な
さ
れ
た
後
に
、
優
先
株
主
が
そ
の
引
受
け
の
取

り
消
し
を
求
め
て
、
対
価
の
回
復
に
係
る
債
権
の
届
出
を
行
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
原
告
株
主
が
取
得
対
価
に
つ
い
て
回
復
す
る
権
利
を
有
す
る
と
し
た
場
合
に
、
一
般
債
権
者
と
の
対
立
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
次

の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　
　
　

す
な
わ
ち
、
投
資
者
が
、
配
当
を
継
続
的
に
受
領
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
た
り
、
株
主
総
会
に
出
席
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
ま
た
会
社
が
倒
産
す
る
ま
で
二
年
以
上
も
引
受

け
の
取
り
消
し
を
求
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
取
り
消
し
を
認
め
る
こ
と
は
一
般
債
権
者
と
の
関
係
で
不
衡
平
と
な
る
な
ど
と
し
て
、
禁
反
言

の
法
理
に
よ
り
取
り
消
し
を
否
定
し
た
。In

 re R
acine A

uto T
ire C

o., 290 F. at 941-42.

三
一
七
四
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）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
七
一

　
　
　

同
様
の
事
案
で
同
様
の
結
論
が
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、In

 re R
ecording D

evices C
o., 1 F.2d 474, 477 （S.D

. O
hio 1924

）参
照
。

　
　
　

一
方
で
、
株
式
の
発
行
が
違
法
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
投
資
者
が
善
意
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
つ
の
要
素
と
し
て
、
禁
反
言
の
法
理
の
適
用
を
認
め
な
か
っ
た
判
例

も
存
在
す
る
。

　
　
　

す
な
わ
ち
、R

egan v. A
lbin, 219 C

al. 357 

（1933

）で
は
、
被
告
株
主
は
配
当
を
受
領
し
三
年
間
取
消
し
を
求
め
な
か
っ
た
が
、
不
公
正
な
行
為
の
存
在
お
よ
び
株
主
の

株
式
発
行
の
違
法
性
の
認
識
に
つ
い
て
原
告
は
立
証
し
て
お
ら
ず
、
一
方
で
、
原
告
で
あ
る
債
権
者
は
自
ら
が
善
意
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
株
主
の
行
為
や
表
示
を
信
頼
し
た
こ

と
を
立
証
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
禁
反
言
の
法
理
の
適
用
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
し
た
。S

ee a
lso 3 L

O
U

IS L
O

SS, SE
C

U
R

IT
IE

S R
E

G
U

L
A

T
IO

N
 1680 

n.243 （L
ittle B

row
n &

 C
o. 2nd ed. 1961

）; D
avis, su

p
ra

 note 15, at 21 n.89.

（
26
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 6-7. S

ee a
lso M

. A
. L

., Insolvency of C
orporation as B

arring Stockholder's R
ight to R

escind Subscription on G
round of 

F
raud, 41 A

.L
.R

. 674 （1926
）, supplem

ented, 46 A
. L

. R
. 484 （1927

） （in W
estlaw

）.

（
27
）　John J. Slain &

 H
om

er K
ripke, T

he Interface betw
een Securities R

egulation and B
ankruptcy

―
―

A
llocating the R

isk of Illegal Securities Issuance, 

48 N
. Y. U

. L
. R

ev. 261, 281 （1973
）.

　
　
　

な
お
、
擬
制
信
託
等
の
法
律
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
資
者
の
債
権
が
一
般
債
権
に
優
先
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、Id

. at 272-81; N
icholas L

. 

G
eorgakopoulos, Strange Subordinations: C

orrecting B
ankruptcy's 510

（b

）, 16 B
ankr. D

ev. J. 91, 94 n.6 

（1999

）; E
m

ily L
. Sherw

in, C
onstructive 

T
rusts in B

ankruptcy, 1989 U
. Ill. L

. R
ev. 297, 355 n.234 （1989

）.

（
28
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 7 n.24.

（
29
）　O

ppenheim
er v. H

arrim
an N

at'l B
ank &

 T
rust C

o., 85 F.2d 582, 585 （2d C
ir. 1936

）. S
ee a

lso M
acN

am
ee v. B

ankers' U
nion for F

oreign C
om

m
erce 

&
 F

inance, 25 F.2d 614 （2d C
ir. 1928

）; W
illiam

 B
. Joyce &

 C
o. v. E

iffert, 56 Ind.A
pp. 190 （Ind.A

pp. 1914

）.

（
30
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 7; G

eorgakopoulos, su
p

ra
 note 27, at 95.

（
31
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 268-69 n. 27.

（
32
）　O

ppenheim
er v. H

arrim
an N

at'l B
ank &

 T
rust C

o., 85 F.2d 582, 585 （2d C
ir. 1936

）.

（
33
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 7 &

 n. 28. 

当
時
、
国
法
銀
行
の
株
主
は
、
銀
行
の
債
務
に
つ
い
て
そ
の
所
有
す
る
株
式
の
額
面
に
相
当
す
る
個
人
的
責
任
を
負
う
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
た
。

（
34
）　O

ppenheim
er v. H

arrim
an N

at'l B
ank &

 T
rust C

o., 301 U
.S. 206, 215 （1937

）.

三
一
七
五
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
七
二

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

（
35
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 8.

（
36
）　S

ee M
cC

arty v. G
ault, 24 F. Supp. 977, 980 （D

. O
r. 1938

）.
（
37
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 8; Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 283-84. S
ee a

lso M
arilyn H

uff, T
he D

efrauded Investor in C
hapter X

 R
eorganizations: 

A
bsolute P

riority v. R
ule 10b-5, 50 A

m
. B

ankr. L
.J. 197, 211-12 （1976

）; R
obert J. Stark, R

eexam
ining the Subordination of Investor F

raud C
laim

s in 

B
ankruptcy: A

 C
ritical Study of In

 re G
ranite P

artners, L
.P., 72 A

m
. B

ankr. L
.J. 497, 503 （1998

）.

　
　
　

ま
た
、
後
の
判
例
に
よ
る
区
別
に
つ
い
て
、
第
二
章
・
第
一
節
・
第
一
款
・
四
・
脚
注
（
60
）
参
照
。

（
38
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 9.

（
39
）　C

f. L
O

SS, su
p

ra
 note 25, at 1724 n.130.

（
40
）　

米
国
に
お
け
る
絶
対
優
先
原
則
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
田
村
諄
之
輔
﹁
公
正
、
衡
平
と
遂
行
可
能
性
﹂﹃
会
社
の
基
礎
的
変
更
の
法
理
﹄
一
四
一
頁
、
一
四
九－

一
六

〇
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）［
初
出
：
菊
井
先
生
献
呈
﹃
裁
判
と
法　

下
﹄
七
四
一
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）］、
青
山
・
前
掲
注
（
４
）
八
六
巻
四
号
四
二
一－

四

三
二
頁
、
山
本
慶
子
﹁
再
建
型
倒
産
手
続
に
お
け
る
利
害
関
係
人
の
間
の
﹁
公
正
・
衡
平
﹂
な
権
利
分
配
の
あ
り
方
﹂
金
融
研
究
二
七
巻
法
律
特
集
号
一
一
一
頁
、
一
一
五－

一
一
九
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
41
）　

絶
対
優
先
原
則
は
、
倒
産
会
社
の
経
営
権
を
握
っ
て
い
た
内
部
者
が
担
保
権
者
と
通
じ
て
会
社
更
生
手
続
き
か
ら
不
当
な
利
益
を
得
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権

者
で
あ
る
大
衆
投
資
家
の
保
護
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
そ
の
確
立
や
実
現
に
寄
与
し
た
が
、
倒
産
法
の
改
正
が
議
論
さ
れ
て
い
た
当
時
に
お
い
て
は
、
機
関
投

資
家
が
上
位
債
権
者
と
な
り
、
大
衆
投
資
家
は
下
位
債
権
者
あ
る
い
は
普
通
株
主
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
か
か
る
意
味
に
お
け
る
大
衆
投
資
家
の
保
護
に
資
す
る
も
の
と
は
な

っ
て
い
な
か
っ
た
。
小
林
秀
之
﹁
再
建
型
倒
産
手
続
の
再
編
成―

―
わ
が
国
の
会
社
更
生
法
へ
の
貴
重
な
示
唆　
（
下
）﹂
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
四
巻
二
九
号
一
八
頁
、
一
九
頁
、

二
一
頁
（
一
九
八
三
年
）。S

ee Slain &
 K

ripke, su
p

ra
 note 27, at 262-63; D

ouglas G
. B

aird, P
resent at the C

reation: T
he SE

C
 and the O

rigins of the 

A
bsolute P

riority R
ule, 18 A

m
. B

ankr. Inst. L
. R

ev. 591 （2010

）; D
avid A

. Skeel, Jr., T
he R

ise and F
all of the SE

C
 in B

ankruptcy （U
niv. of P

a. L
aw

 

Sch. Inst. for L
aw

 and E
con., W

orking P
aper N

o. 267, 1999

）, a
va

ila
ble a

t http://ssrn.com
/abstract=172030.

（
42
）　N

orthern P
acific R

ailw
ay v. B

oyd, 228 U
.S. 482 （1913

）.

（
43
）　B

oyd

判
決
は
、
一
般
債
権
者
が
株
主
に
優
先
す
る
こ
と
を
当
然
認
識
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
優
先
性
が
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
か
に

つ
い
て
は
判
断
を
示
さ
な
か
っ
た
。B

oyd, 228 U
.S. at 504.

　
　
　

絶
対
優
先
原
則
か
ら
の
逸
脱
が
齎
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
山
本
・
前
掲
注
（
40
）
一
二
三
頁
・
脚
注
（
54
）
参
照
。 S

ee a
lso W

alter J. B
lum

 &
 Stanley A

. K
aplan, 

三
一
七
六
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
七
三

T
he A

bsolute P
riority D

octrine in C
orporate R

eorganizations, 41 U
. C

hi. L
. R

ev. 651 （1974

）; A
nthony J. C

asey, T
he C

reditors' B
argain and O

ption-

P
reservation P

riority in C
hapter 11, 78 U

. C
hi. L

. R
ev. 759 （2011

）.
（
44
）　C

ase v. L
os A

ngeles L
um

ber C
o., 308 U

.S. 106 （1939

）.

（
45
）　C

onsolidated R
ock P

roducts C
o. v. D

uB
ois, 312 U

.S. 510 （1941

）.

（
46
）　11 U

.S.C
.§
1129

（b

）. S
ee D

O
U

G
L

A
S G

. B
A

IR
D

, T
H

E
 E

L
E

M
E

N
T

S O
F

 B
A

N
K

R
U

P
T

C
Y 72-77 （5th ed. F

oundation P
ress 2010

）.

　
　
　

絶
対
優
先
原
則
の
問
題
点
と
一
九
七
八
年
法
お
よ
び
判
例
に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
は
、松
下
淳
一
﹁
再
生
計
画
・
更
生
計
画
に
よ
る
債
権
者
と
株
主
と
の
利
害
調
整
に
つ
い
て
﹂

青
山
善
充
ほ
か
編
﹃
新
堂
幸
司
先
生
古
稀
祝
賀　

民
事
訴
訟
法
理
論
の
新
た
な
構
築　

下
﹄
七
四
九
頁
、
七
五
三－

七
六
四
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）、
山
本
・
前
掲
注

（
40
）
一
二
一－

一
二
九
頁
参
照
。

（
47
）　

田
村
・
前
掲
注
（
40
）
一
五
一
頁
。

（
48
）　

松
下
・
前
掲
注
（
46
）
七
五
三
頁
は
、﹁
更
生
計
画
に
お
い
て
は
、
優
先
す
る
権
利
者
が
完
全
な
満
足
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
劣
後
す
る
権
利
者
は
い
か
な
る
満
足
も
受
け

得
な
い
﹂
と
定
義
し
、
ま
た
山
本
・
前
掲
注
（
40
）
一
一
九
頁
は
、﹁
平
時
実
体
法
上
の
権
利
す
な
わ
ち
手
続
前
に
お
け
る
権
利
の
優
先
順
位
（
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
秩
序
）

を
尊
重
し
、
上
位
の
権
利
者
に
つ
い
て
全
額
の
弁
済
を
行
う
こ
と
な
し
に
、
下
位
の
権
利
者
へ
の
弁
済
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
も
の
﹂
と
定
義
す
る
。

（
49
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 261.

（
50
）　S

ee D
avis, su

p
ra

 note 15, at 24 n.95. S
ee a

lso M
A

R
K

 J. R
O

E
, C

O
R

P
O

R
A

T
E

 R
E

O
R

G
A

N
IZ

A
T

IO
N

 A
N

D
 B

A
N

K
R

U
P

T
C

Y: L
E

G
A

L
 A

N
D

 F
IN

A
N

C
IA

L
 

M
A

T
E

R
IA

L
S 301 n.20 

（2nd ed. F
oundation P

ress 2007
）. 

同
様
の
指
摘
と
し
て
、
後
藤
元
﹁
不
実
開
示
に
関
す
る
会
社
の
民
事
責
任
と
倒
産
法
﹂
新
世
代
法
政
策
学

研
究
二
号
三
二
九
頁
、
三
四
七
頁
・
脚
注
（
22
）（
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
51
）　

沢
井
・
前
掲
注
（
11
）
九
頁
、D

avis, su
p

ra
 note 15, at 9.

（
52
）　Id

, at 9-10 &
 n.40.

（
53
）　H

uff, su
p

ra
 note 37, at 215.

（
54
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 10 n.41.

（
55
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 269-70.

（
56
）　F

our Seasons

判
決
以
前
の
判
断
と
し
て
は
、例
え
ば
、In

 re L
os A

ngeles L
and &

 Investm
ents, L

im
ited, 282 F.Supp. 448, 454 （D

.C
. H

aw
aii 1968

）
が
あ
る
。

土
地
に
係
る
権
利
を
州
お
よ
び
連
邦
証
券
法
に
違
反
し
て
販
売
し
た
事
案
に
お
い
て
、
投
資
者
の
取
消
権
を
認
め
た
う
え
で
、
更
生
計
画
に
お
け
る
処
遇
に
つ
い
て
一
般
債
権

三
一
七
七
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志
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六
三
巻
七
号�

一
七
四

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

と
す
る
こ
と
を
認
め
た
。S

ee a
lso In

 re A
ssociated G

as &
 E

lec. C
o., 149 F.2d 996, 1009 （2d. C

ir. 1945

）, cert. d
en

ied
, 326 U

.S. 736 （1945

）.
（
57
）　In

 re F
our Seasons N

ursing C
enters of A

m
erica, Inc., 472 F.2d 747, 749-50 （10th C

ir. 1973

）. S
ee a

lso H
uff, su

p
ra

 note 37, at 212-13.
（
58
）　In

 re E
quity F

unding C
orporation of A

m
erica, 416 F.Supp. 132 （C

.D
.C

al.1975

）, a
ff'd

, 519 F.2d 1274 （9th C
ir. 1975

）.

（
59
）　S.E

.C
. v. Insurance Investors T

rust C
o., F

ed. Sec. L
. R

ep. P
 93,259, 1971 W

L
 953 （W

. D
.K

y. 1971

）.

（
60
）　In

 re Stirling H
om

ex C
orp., 579 F.2d 206 （2d C

ir. 1978

）, cert. d
en

ied
, 439 U

.S. 1074 （1979

）. S
ee C

lifford John M
eyer, T

he Sw
indled Investor v. 

C
reditor 

（A
 B

ankruptcy C
ourtroom

 D
ram

a

）, 53 L
.A

. B
.J. 321 

（1977

）; P
eter N

ils B
aylor, A

fter B
ankruptcy L

ets T
he C

urtain F
all: A

re C
laim

s in 

R
eorganization P

roceedings F
or P

ost-P
etition Interest at H

igher "D
efault R

ates" C
onsigned to U

niversal D
arkness ?, 86 C

om
. L

.J. 221, 227 （1981

）.

　
　
　

不
実
開
示
に
よ
っ
て
株
式
を
取
得
し
た
と
す
る
投
資
者
が
会
社
お
よ
び
役
員
に
対
し
て
連
邦
証
券
法
違
反
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を
求
め
、
か
か
る
債
権
に
つ
い
て
分
配
を

行
う
更
生
計
画
が
公
正
か
つ
衡
平
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
先
例
お
よ
びH

uff

、Slain &
 K

ripke

の
議
論
を
引
用
し
て

地
区
裁
判
所
の
結
論
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、
連
邦
議
会
の
倒
産
法
立
法
に
お
い
て
株
式
投
資
者
の
債
権
の
劣
後
化
が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、
さ
ら
に
、
株
式
投

資
者
の
債
権
を
劣
後
化
さ
せ
な
い
と
い
う
判
断
を
下
す
こ
と
は
、
素
朴
な
公
正
性
の
理
念
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
利
害
関
係
者
間
に
お
け
る
公
正
か
つ
衡
平
な

分
配
と
い
う
倒
産
法
の
会
社
更
生
手
続
き
の
目
的
の
犠
牲
の
も
と
に
連
邦
証
券
法
の
目
的
を
過
度
に
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。In

 re Stirling H
om

ex 

C
orp, 579 F.2d at 213-15. 

（
役
員
が
有
す
る
債
権
の
劣
後
化
に
関
し
て
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
一
九
八
四
年
改
正
（
第
二
章
・
第
二
節
・
第
三
款
）
参
照
）。
本
判
決

に
対
す
る
批
判
と
し
て
、M

ichael D
. W

hite, B
ankruptcy: C

laim
s ―

 C
orporate R

eorganization ―
 E

quity ―
 In C

hapter X
 R

eorganization P
roceedings 

the C
laim

s of C
onventional U

nsecured C
reditors T

ake P
riority over Stockholders' C

laim
s B

ased on F
raud in the Issuance of T

heir Shares, 48 U
. 

C
in. L

. R
ev. 195 （1979

）
参
照
。

　
　
　

な
お
、O

ppenheim
er

判
決
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
判
決
が
会
社
更
生
手
続
き
に
つ
い
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い
と
し
た
上
で
、
一
八
九
八
年

連
邦
倒
産
法
に
基
づ
い
て
下
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
分
配
に
つ
い
て
﹁
公
正
か
つ
衡
平
﹂
で
は
な
く
﹁
比
例
的
﹂
に
な
す
べ
き
も
の
と
規
定
し
て
い
た
国
法
銀
行
レ
シ
ー
バ

ー
シ
ッ
プ
法
の
全
く
異
な
る
仕
組
み
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。In

 re Stirling H
om

ex C
orp, 579 F.2d at 211-12 &

 n.8. S
ee a

lso In
 re 

U
.S. F

inancial, 648 F.2d at 523-24.

（
61
）　E

.g., In
 re U

.S. F
inancial, Inc., 648 F.2d 515, 519-25 （9th C

ir.1980

）, cert. d
en

ied
, 451 U

.S. 970 （1981

）; In
 re T

H
C

 F
inancial C

orp., 679 F.2d 784, 

785 （9th C
ir.1982

）. S
ee a

lso In
 re W

eis Securities. Inc., 605 F.2d 590 （2d C
ir. 1978

）, cert. d
en

ied
, 439 U

.S. 1128 （1979

）. S
ee a

lso G
eorgakopoulos, 

su
p

ra
 note 27, at 94-95 &

 n.9.

三
一
七
八
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六
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巻
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号�

一
七
五

　
　
　

な
お
、U

.S. F
inancial

判
決
やT

H
C

 F
inancial C

orp

判
決
は
、
株
式
投
資
者
の
債
権
を
一
般
債
権
と
同
位
と
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
が
、
詐
欺
に
基
づ
く
株
式
投
資
者

の
債
権
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
劣
後
化
さ
れ
る
と
判
断
し
た
訳
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
該
事
案
に
お
け
る
債
権
の
処
遇
と
し
て
劣
後
化
さ
せ
な
け
れ
ば

﹁
絶
対
優
先
原
則
﹂
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
限
定
的
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。In

 re U
.S. F

inancial, 648 F.2d at 523-24; In
 re T

H
C

 F
inancial C

orp., 679 

F.2d at 786 n.3.

（
62
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 299-300. S
ee a

lso H
O

M
E

R
 K

R
IP

K
E

, T
H

E
 SE

C
 A

N
D

 C
O

R
P

O
R

A
T

E
 D

ISC
L

O
SU

R
E

: R
E

G
U

L
A

T
IO

N
 IN

 SE
A

R
C

H
 

O
F

 A
 P

U
R

P
O

SE
 45-46 （L

aw
 &

 B
usiness, Inc. 1979

）.

（
63
）　

と
り
わ
け
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
は
厳
し
い
言
葉
で
批
判
を
行
っ
て
い
る
。Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 286.

（
64
）　Id

. at 271.

（
65
）　Id

. at 267.

（
66
）　Id

. at 265. Slain &
 K

ripke
は
株
式
の
引
き
受
け
の
取
消
し
を
念
頭
に
置
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
損
害
賠
償
請
求
も
同
様
に
問
題
と
な
る
こ
と
を
当
然
認
識
し
て
い
る
。

B
u

t see Stark, su
p

ra
 note 37, at 506-07.

（
67
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 267.

（
68
）　

こ
れ
に
関
し
て
、Slain &

 K
ripke

は
、
①
会
社
と
の
契
約
に
よ
っ
て
一
般
債
権
者
と
同
順
位
あ
る
い
は
一
般
債
権
者
に
優
先
す
る
地
位
を
得
て
い
る
た
め
、
証
券
法
上
の

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
証
券
保
有
者
が
存
在
す
る
こ
と
、
②
ま
た
例
え
ば
銀
行
の
貸
出
債
権
を
表
彰
す
るN

ote

は
証
券
と
し
て
救

済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
銀
行
は
す
で
に
債
権
者
で
あ
り
、
証
券
法
上
の
救
済
は
通
常
、
銀
行
の
一
般
債
権
者
に
対
す
る
地
位
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら

に
担
保
や
期
限
の
喪
失
条
項
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。Id

. at 267-68.

（
69
）　Id

. at 268.

（
70
）　Slain &

 K
ripke

の
議
論
を
一
九
七
八
年
法
制
定
以
前
に
支
持
し
た
も
の
と
し
て
、H

uff, su
p

ra
 note 37, at 204-10

参
照
。
な
お
、H

uff

は
、
立
法
に
よ
る
解
決
が
実

現
し
な
い
場
合
に
は
、E

quity F
unding C

orp

事
件
型
の
妥
協
的
な
解
決
が
、
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
会
社
の
資
産
を
保
全
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
望
ま
し
い
と
し
て

い
た
。Id

. at 217-18.

（
71
）　Slain &

 K
ripke

の
議
論
に
賛
成
す
る
と
と
も
に
、
証
券
法
の
目
的
と
い
う
観
点
か
ら
、
公
正
か
つ
完
全
な
開
示
の
実
現
と
投
資
者
の
損
害
填
補
と
い
う
二
つ
の
目
的
に
つ

い
て
前
者
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
下
、
発
行
会
社
の
倒
産
に
お
い
て
リ
ス
ク
の
再
分
配
を
行
っ
て
ま
で
損
害
填
補
を
実
現
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
す
る
も
の

と
し
て
、N

ote, Securities C
laim

s in B
ankruptcy: P

rovability and P
riority, 53 N

.Y.U
. L

. R
ev. 1056, 1092-93 （1978

）参
照
。

三
一
七
九



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
七
六

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

（
72
）　B

A
R

R
Y E

. A
D

LE
R

, D
O

U
G

LA
S G

. B
A

IR
D

 &
 T

H
O

M
A

S H
. JA

C
K

SO
N

, C
A

SE
S, P

R
O

B
LE

M
S A

N
D

 M
A

T
E

R
IA

LS O
N

 B
A

N
K

R
U

P
T

C
Y 525 （4th ed. F

oundation 

P
ress 2007

）は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
根
拠
と
し
て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
の
取
引
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
者
は
、
証
券
法
違
反
に
よ
っ
て
、
取
引
が
適
法
に
な
さ
れ
た
場

合
と
比
し
て
地
位
が
向
上
し
て
は
な
ら
ず
、
債
務
者
が
証
券
法
上
の
責
任
の
存
在
に
係
ら
ず
支
払
不
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
、
誠
実
な
取
引
が
法
令
違
反
の
被
害
者

を
利
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
か
か
る
劣
後
化
の
正
当
化
根
拠
が
成
立
す
る
か
は
、
な
ぜ
発
行
者
ひ
い
て
は
投
資
者
が
発
行
者
の
名
前
に
お
い
て
会
社
経
営
者

に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
詐
欺
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
な
の
か
に
依
存
す
る
と
す
る
。

（
73
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 286-87.

（
74
）　

続
け
て
、Slain &

 K
ripke

は
、
衡
平
法
的
劣
後
の
法
理
は
、
事
情
の
倒
産
の
リ
ス
ク
の
再
分
配
の
根
拠
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

衡
平
法
的
劣
後
の
法
理
が
確
立
さ
れ
たD

eep R
ock

判
決（T

aylor v. Standard G
as C

o. 306 U
.S. 307 （1939

））やP
epper v. L

itton

判
決（308 U

.S. 295 （1939

））

は
、
絶
対
優
先
原
則
の
例
外
と
し
て
、
上
位
の
権
利
者
の
行
為
が
下
位
の
権
利
者
の
損
失
の
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
上
位
の
権
利
者
の
債
権
を
下
位
の
権
利
者
に

劣
後
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
は
債
権
者
が
株
主
の
損
失
を
生
じ
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
か
か
る
法
理
は
、
株

主
の
行
為
が
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
存
在
に
対
す
る
信
頼
を
惹
起
し
た
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
債
権
者
が
株
主
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。Slain 

&
 K

ripke, su
p

ra
 note 27, at 287.

（
75
）　R

obinson v. W
angem

ann, 75 F.2d 756 

（5th C
ir. 1935

）. S
ee a

lso F
erdinand S. T

inio, Stockholder C
onverting or Selling Stock to C

orporation as 

C
reditor in B

ankruptcy, 4 A
.L

.R
. F

ed. 654 （1970
） （in W

estlaw

）.

（
76
）　R

obinson, 75 F.2d at 757.

（
77
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 287.

（
78
）　Id

. at 287; D
avid R

. H
erw

itz, C
om

m
ent, Installm

ent R
epurchase of Stock: Surplus L

im
itations, 79 H

arv. L
. R

ev. 303, 309-10 （1965

）.

（
79
）　

第
一
章
・
第
一
節
・
第
二
款
・
一
・
脚
注
（
₂₇
）
参
照
。

（
80
）　Slain &
 K

ripke, su
p

ra
 note 27, at 288.

（
81
）　Id
.

（
82
）　Id

.

（
83
）　Id

. at 298

（
84
）　Id

.

三
一
八
〇



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
七
七

（
85
）　

後
藤
元
﹁
不
実
開
示
に
関
す
る
会
社
の
民
事
責
任
と
倒
産
法
（
上
）―

―

投
資
家
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
倒
産
手
続
に
お
け
る
劣
後
化
の
是
非
﹂
ジ
ュ
リ
ス

ト
一
三
五
七
号
一
〇
八
頁
、
一
一
二
頁
・
脚
注
（
31
）　
（
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
86
）　

第
二
章
・
第
一
節
・
第
三
款
・
脚
注
（
１００
）
に
お
け
るSlain &

 K
ripke

の
債
権
者
の
信
頼
の
諸
相
に
つ
い
て
の
議
論
を
参
照
。
ま
た
、Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 

27, at 286

で
は
、
一
般
債
権
者
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
事
案
に
お
い
て
資
金
、
労
働
力
、
信
用
を
、
エ
ク
イ
テ
ィ
あ
る
い
は
劣
後
債
に
よ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
と
い
う
信
頼

の
下
で
供
与
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
87
）　R

obinson
判
決
に
対
す
るSlain &

 K
ripke

の
第
二
の
批
判
も
参
照
。

（
88
）　

後
藤
・
前
掲
注
（
85
）
一
一
二
頁
・
脚
注
（
31
）
参
照
。

（
89
）　Id

. at 265.

（
90
）　Id

. at 261.

（
91
）　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
の
判
断
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
か
か
る
基
準
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
三
章
・
第
二
節
参
照
。

（
92
）　Slain &

 K
ripke

は
、
株
式
発
行
の
局
面
を
念
頭
に
置
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
た
め
、﹁
違
法
な
株
式
発
行
の
リ
ス
ク
﹂
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
﹁
会
社
側
に
よ
っ
て
違

法
な
行
為
が
行
わ
れ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
株
主
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
損
失
を
被
る
リ
ス
ク
﹂
と
再
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示

に
よ
っ
て
、
株
式
投
資
者
が
被
る
損
失
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

（
93
）　

株
主
と
債
権
者
の
間
で
は
、
株
主
が
自
ら
の
損
害
を
一
般
債
権
と
し
て
主
張
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
94
）　

会
社
に
十
分
な
財
産
が
あ
る
場
合
に
は
か
か
る
状
況
は
生
じ
な
い
が
、
会
社
が
倒
産
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
一
般
債
権
者
に
お
い
て
典
型
的
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

（
95
）　

か
か
る
議
論
に
つ
い
て
、
第
三
章
・
第
三
節
参
照
。

（
96
）　Id

. at 286.

（
97
）　Id

. at 299.

（
98
）　S

ee P
hilip G

. Schrag &
 B

ruce C
. R

atner, C
aveat E

m
ptor―

 E
m

pty C
offer: T

he B
ankruptcy L

aw
 has N

othing to O
ffer, 72 C

olum
. L

. R
ev. 1147 （1972

）.

（
99
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 298-99.

（
１００
）　

株
主
の
出
資
に
対
す
る
信
頼
に
つ
い
て
、Slain &

 K
ripke

は
現
実
の
債
権
者
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

ま
ず
、
株
主
の
出
資
に
対
す
る
明
確
な
信
頼
は
、
株
主
が
出
資
を
行
い
そ
れ
が
資
本
と
し
て
貸
借
対
照
表
に
反
映
さ
れ
た
後
に
債
権
者
と
な
っ
た
者
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
株
式
に
よ
る
出
資
を
行
う
者
は
、
会
社
の
貸
借
対
照
表
に
出
資
し
た
金
銭
が
反
映
さ
れ
、
債
権
者
が
信
用
供
与
の
判
断
を
行
う
場
合
に
そ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
を
認

三
一
八
一
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）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
七
八

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

識
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
が
貸
借
対
照
表
を
会
社
か
ら
直
接
入
手
し
た
か
、
間
接
的
に
信
用
情
報
機
関
な
ど
か
ら
情
報
を
取
得
し
た
か
は
問
題
で
は
な
い
と
す
る
。

Id
. at 288.

　
　
　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
債
権
者
が
信
頼
の
存
在
を
立
証
す
る
こ
と
は
、
株
式
に
よ
る
出
資
が
会
社
の
財
務
状
況
を
大
き
く
改
善
し
、
信
用
格
付
け
を
変
更

す
る
よ
う
な
場
合
で
な
け
れ
ば
難
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、Slain &

 K
ripke

は
、
貸
借
対
照
表
を
直
接
確
認
し
た
債
権
者
は
、
株
主
に
よ
る
取
り
消
し
の
不
履
行
が
誤
導
的

な
外
観
を
作
出
し
た
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　
　
　

ま
た
、
例
え
ば
、
貸
借
対
照
表
を
確
認
し
て
お
ら
ず
株
式
発
行
も
認
識
し
て
い
な
い
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
っ
て
も
、
債
権
者
に
つ
い
て
信
用
調
査
を
行
う
者
は
情
報
交
換
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
債
権
者
が
信
用
情
報
機
関
の
報
告
書
を
通
じ
て
会
社
の
財
務
状
況
を
確
認
し
て
い
る
場
合
、
派
生
的
に
信
頼
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

実
際
に
派
生
的
に
株
式
発
行
を
信
頼
し
て
い
る
と
い
え
る
と
評
価
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
株
主
が
取
り
消
し
を
怠
っ
た
こ
と
は
、
代
位
的
に
誤
導
的
な
表
示
の
重
要
な
一
部
を

構
成
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す
る
。

　
　
　

そ
し
て
、
か
か
る
表
示
に
対
す
る
こ
の
種
の
信
頼
は
、
立
証
の
難
し
い
も
の
で
あ
る
が
現
実
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
株
主
が
信
頼
の
不
存
在
に
つ
い
て
立
証
責
任
を
負

う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　

一
方
で
、
株
式
発
行
が
な
さ
れ
る
前
に
債
権
者
と
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
株
式
の
発
行
に
よ
っ
て
事
後
的
に
会
社
の
財
務
状
況
に
対
す
る
信
頼
を
高
め
、
担
保

権
を
解
除
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
、
株
式
発
行
前
の
債
権
者
に
つ
い
て
は
派
生
的
な
信
頼
す
ら
到
底
立
証
で
き
な
い
と
評
価
す
る
。

　
　
　

そ
し
て
、
以
上
の
議
論
か
ら
、
株
式
発
行
後
の
債
権
者
は
信
頼
の
存
在
を
推
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
発
行
前
の
債
権
者
は
信
頼
の
存
在
に
つ
い
て
立
証
責
任
を
負
う
べ

き
で
あ
る
と
す
る
。Id

. at 289.

　
　
　

も
っ
と
も
、Slain &

 K
ripke

は
、
事
前
と
事
後
の
債
権
者
の
区
別
は
、
実
務
上
は
お
そ
ら
く
重
要
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
期
の
無
担
保
債
権
は
米
国

の
実
務
に
お
い
て
相
対
的
に
珍
し
い
も
の
で
あ
り
、
他
方
一
般
債
権
の
大
半
は
倒
産
の
申
し
立
て
前
一
八
〇
日
間
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
倒
産
す
る
日
の
近
日
に
株
式
発

行
が
行
わ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
通
常
は
そ
れ
以
前
に
一
般
債
権
者
の
債
権
は
生
じ
て
い
る
と
す
る
。Id

. at 290.

　
　
　

S
ee a

lso In
 re C

redit Industrial C
orp., 366 F.2d 402, 411-12 （2d C

ir. 1966
）; Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 290-91.

（
１０１
）　Id
. at 294. S

ee a
lso N

ote, Status of R
escinding Security H

olders in B
ankruptcy ―

 T
he P

roposed B
ankruptcy A

ct of 1973 and A
lternatives, 

1975 W
ash. U

. L
. Q

. 1233, 1245-46 （1975

）.

か
か
る
提
案
の
下
に
お
け
る
分
配
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、Id

 at 295-96

参
照
。S

ee a
lso N

ote, su
p

ra
 note 71, at 

1095.

（
１０２
）　

な
お
、Slain &

 K
ripke

は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
権
利
に
劣
後
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
互
い
に
比
例
的
な
関
係
に
あ
る
劣
後
債
が
二
度
発
行
さ
れ
、
当
初
の
発
行
に

三
一
八
二



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
七
九

つ
い
て
の
み
証
券
法
違
反
が
存
在
す
る
場
合
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

す
な
わ
ち
、
か
か
る
事
案
に
お
い
て
は
、
当
初
に
発
行
さ
れ
た
債
権
が
二
番
目
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
優
先
す
る
と
し
た
場
合
、
二
番
目
の
債
権
投
資
者
が
負
う
リ
ス
ク
は
、

一
番
目
の
債
権
投
資
者
に
分
配
が
行
わ
れ
る
分
だ
け
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
一
番
目
の
投
資
者
と
同
一
の
権
利
を
取
得
し
た
と
い
う
第
二
番
目
の
投
資
者
の
信
頼

を
完
全
に
保
護
し
た
場
合
に
は
、
第
一
の
投
資
者
は
、
証
券
法
上
の
権
利
の
存
否
に
関
わ
ら
ず
同
様
の
分
配
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。Id

. at 297.

　
　
　

Slain &
 K

ripke

は
、
こ
の
後
者
の
見
解
に
つ
い
て
、
証
券
法
上
の
権
利
を
実
際
上
の
効
果
と
し
て
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
証
券
法
一
二
条
と
相
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、

同
一
七
条
あ
る
い
は
証
券
取
引
所
法
規
則
10
ｂ－

5
に
お
け
る
黙
示
の
私
的
訴
権
の
背
景
に
あ
る
政
策
と
も
一
致
し
な
い
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
一
番
目
の
投
資
者
は
、
本

来
的
に
は
同
順
位
で
あ
っ
た
債
権
者
に
優
先
す
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。Id

. at 297-98. S
ee a

lso R
O

E
, su

p
ra

 note 50, at 308¶
813.

（
１０３
）　K

lee, su
p

ra
 note 16, at 277-78.

　
　
　

一
九
七
三
年
倒
産
法
委
員
会
報
告
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、R

eport of the C
om

m
ission on the B

ankruptcy L
aw

s of the U
nited States, 29 B

us. L
aw

. 75 

（1973

）[hereinafter R
eport of the C

om
m

ission]

参
照
。

（
１０４
）　R

ep
ort of th

e C
om

m
ission

 on
 th

e B
an

kru
rp

tcy L
aw

s of th
e U

n
ited

 S
tates: P

art II, H
.R

. D
oc. N

o. 93-137, 93d
 C

on
g., 1st S

ess. 115 （1973

） in
 

B
A

N
K

R
U

P
T

C
Y R

E
F

O
R

M
 A

C
T

 O
F

 1978: A
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y V

ol. 2 D
ocum

ent N
o. 22 （A

lan N
. R

esnick &
 E

ugene M
. W

ypyski ed., W
illiam

 S. 

H
ein &

 C
o. 1979

） [hereinafter L
E

G
ISL

A
T

IV
E

 H
IST

O
R

Y 1978].

（
１０５
）　Id

. at 116.

（
１０６
）　R

eport of the C
om

m
ission, su

p
ra

, note 103, at 75. 

（
１０７
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 11 n.44 （citin

g M
inutes of the B

ankruptcy C
om

m
ission, F

eb. 22-24, 1973, at 12.

）

（
１０８
）　H

om
er K

ripke, W
rap-up, 29 B

us. L
aw

. 185, 186 （1974

）.

（
１０９
）　

信
頼
と
い
う
要
件
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
否
を
巡
っ
て
多
数
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
不
明
確
性
を
生
じ
さ
せ
る
一
方
で
、
問
題
を
解
決

し
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
た
。H

uff, su
p

ra
 note 37, at 216.

（
１１０
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 12.

（
１１１
）　R

O
E

, su
p

ra
 note 50, at 305¶

3c.

（
１１２
）　Id

.

（
１１３
）　

下
院
の
倒
産
法
案H

R
. 31

お
よ
びH

.R
. 32

で
は
、
四－

四
〇
六
条
（
ａ
）
項
（
１
）
号
と
し
て
倒
産
法
委
員
会
の
提
案
と
同
じ
文
言
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

三
一
八
三



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
八
〇

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

B
an

kru
p

tcy A
ct R

evision
, H

earin
gs before th

e S
u

bcom
m

ittee on
 C

ivil an
d

 C
on

stitu
tion

al R
igh

ts of th
e C

om
m

ittee on
 th

e Ju
d

iciary, H
ou

se of 

R
epresentatives, 94th C

ongress, 1st Session, on H
.R

. 31 and H
.R

. 32. Supplem
ental A

ppendix P
art I. 142 （1976

） in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, 

su
p

ra
 note 104. V

ol. 8. D
ocum

ent N
o. 32.

（
１１４
）　B

ankruptcy A
ct R

evision, H
earings before the Subcom

m
ittee on C

ivil and C
onstitutional R

ights of the C
om

m
ittee on the Judiciary, H

ouse of 

R
epresentatives, 94th C

ongress, 1st Session, on H
.R

. 31 and H
.R

. 32. P
art V

I, 2184-86 

（1976

） [hereinafter SE
C

 R
eport on B

ankruptcy R
evision 

1976] in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, su

p
ra

 note 104. V
ol. 6. D

ocum
ent N

o. 30.

　
　
　

SE
C

 R
eport on B

ankruptcy R
evision 1976

は
、
上
院
の
倒
産
法
案
で
あ
るS. 235

お
よ
びS. 236

に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
一
九
七
五
年
の
報
告
書
（R

eport of 

Securities and E
xchange C

om
m

ission on S. 235 and S. 236

）
と
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。S

ee B
ankruptcy A

ct R
evision, H

earings before the 

Subcom
m

ittee on Im
provem

ents in Judiciary M
achinery of the C

om
m

ittee on Judiciary, Senate, 94th C
ongress, 1st Session, on S. 235 and S. 236, 

P
art II 759-60  （1975

） [hereinafter SE
C

 R
eport on B

ankruptcy R
evision 1975] in

 L
E

G
ISL

A
T

IV
E

 H
IST

O
R

Y 1978, su
p

ra
 note 104. V

ol. 10. D
ocum

ent 

N
o. 36.

（
１１５
）　

一
九
七
八
年
法
の
成
立
直
後
に
同
様
の
批
判
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
、R

ichard I. A
aron, T

he B
ankruptcy R

eform
 A

ct of 1978; T
he F

ull-E
m

ploym
ent-

for-L
aw

yers B
ill P

art III: B
usiness B

ankruptcy, 1979 U
tah L

. R
ev. 405, 463 （1979

）参
照
。

（
１１６
）　SE

C
 R

eport on B
ankruptcy R

evision 1975, su
p

ra
 note 114, at 2213 （Testim

ony of P
hilip A

. L
oom

is, Jr., C
om

m
'ner of Sec. &

 E
xch. C

om
m

'n

）. 

（
１１７
）　B

ankruptcy R
eform

 A
ct of 1978, H

earings before the Subcom
m

ittee on Im
provem

ents in Judiciary M
achinery of the C

om
m

ittee on Judiciary, 

Senate, 95th C
ongress, 1st Session, on S. 2266 and H

.R
. 8200, P

art 2, 628 

（Statem
ent of the Securities and E

xchange C
om

m
ission

） （1977

） in
 

L
E

G
ISL

A
T

IV
E

 H
IST

O
R

Y 1978, su
p

ra
 note 104. V

ol. 15. D
ocum

ent N
o. 47B

.

（
１１８
）　Id

. at 637.

（
１１９
）　

Ａ
Ｌ
Ｉ
の
連
邦
証
券
法
典
の
目
的
や
起
草
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
﹁
ア
メ
リ
カ
連
邦
証
券
法
典　

序
説
﹂
証
券
資
料
六
七
号
一
頁
、
一－

三
頁
（
一

九
八
〇
年
）、
河
本
一
郎
﹁
ア
メ
リ
カ
連
邦
証
券
法
典
案
の
概
要
に
つ
い
て
﹂
証
券
経
済
時
報
一
九
巻
八
号
一
頁
（
一
九
七
九
年
）
参
照
。

（
１２０
）　A

m
erican L

aw
 Institute, F

ederal Securities C
ode§

1602 （d

） &
 C

om
m

ent 1, at 132 （Tent. D
raft N

o. 3, 1974

）.

（
１２１
）　A

m
erican L

aw
 Institute, F

ederal Securities C
ode§

1903 （d

） （2

） &
 C

om
m

ent, at 958 （P
roposed O

fficial D
raft, 1980

）.

（
１２２
）　H

om
er K

ripke, Securities L
aw

 R
eform

 and the A
L

I F
ederal Securities C

ode, 33 U
. M

iam
i L

. R
ev. 1453, 1460 （1979

）. L
oss

は
、
英
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

三
一
八
四



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
八
一

優
位
性
を
理
解
し
た
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
お
よ
び
議
会
が
賛
成
し
な
い
と
考
え
、K

ripke

の
提
案
は
連
邦
証
券
法
典
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。Id

. at 1460.
（
１２３
）　

一
九
三
三
年
証
券
法
の
立
法
当
時
も
発
行
会
社
に
民
事
責
任
を
課
す
こ
と
に
批
判
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、D

avis, su
p

ra
 note 15, at 8 n.34

参
照
。

（
１２４
）　K

ripke, su
p

ra
 note 122, at 1459-60. S

ee a
lso R

ay J. G
rzebielski, Should the Suprem

e C
ourt R

ecognize G
eneral R

eliance in P
rivate A

ctions under 

R
ule 10b-5?, 36 B

aylor L
. R

ev. 335, 368-69 &
 n.175 （1984

）.

（
１２５
）　

会
社
の
継
続
時
に
お
け
る
株
主
間
の
利
益
移
転
と
倒
産
時
に
お
け
る
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、投
資
者
の
損
害
の
評
価
に
関
す
る
加
藤
貴
仁
﹁
流

通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
と
投
資
家
の
損
害
﹂
新
世
代
法
政
策
学
研
究
一
一
号
三
〇
三
頁
、
三
二
七
頁
・
脚
注
（
59
）　
（
二
〇
一
一
年
）
が
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

（
１２６
）　

一
九
七
八
年
法
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
司
法
組
織
法
を
中
心
と
し
た
研
究
で
あ
る
が
、
霜
島
甲
一
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
一
九
七
八
年
連
邦
破
産
法
の
成
立
﹂
中
野
貞
一

郎
ほ
か
編
﹃
三
个
月
章
古
稀
祝
賀　

民
事
手
続
法
学
の
革
新　

下
﹄
四
〇
一
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
１２７
）　H

.R
. 10792, 93d C

ong., 1st Sess. 

（1973

）; S. 2565, 93d C
ong., 1st Sess. 

（1973

）, S
ee D

avis, su
p

ra
 note 15, at 12 n.50; Ted J. F

iflis, L
iability for 

M
isleading Statem

ents under Section 11, 21 P
rac. L

aw
. 35, 38 （1975

）; J. R
onald T

rost &
 L

aw
rence P. K

ing, C
ongress and B

ankruptcy R
eform

 C
irca 

1977, 33 B
us. L

aw
. 489, 522-23 （1978

）.

（
１２８
）　H

.R
. 31, 94th C

ong., 1st Sess. （1975
）; S. 236, 94th C

ong., 1st Sess. （1975

）. S
ee D

avis, su
p

ra
 note 15, at 12 n.50.

（
１２９
）　H

.R
. 32, 94th C

ong., 1st Sess. （1975

）; S. 235, 94th C
ong., 1st Sess. （1975

）; H
.R

. 16643, 93d C
ong., 2d Sess. （1974

）; S. 4046, 93d C
ong., 2d Sess. 

（1974

）. S
ee D

avis, su
p

ra
 note 15, at 12-13 &

 n.50.

（
１３０
）　S

ee B
ankruptcy A

ct R
evision, H

earings before the Subcom
m

ittee on C
ivil and C

onstitutional R
ights of the C

om
m

ittee on the Judiciary, H
ouse of 

R
ep

resen
tatives, 94th

 C
on

gress, 1st S
ession

, on
 H

.R
. 31 an

d
 H

.R
. 32. S

u
p

p
lem

en
tal A

p
p

en
d

ix II. 335 

（1976

） [h
erein

after B
an

kru
p

tcy A
ct 

R
evision,1976 H

ouse H
earings] in

 L
E

G
ISL

A
T

IV
E

 H
IST

O
R

Y 1978, su
p

ra
 note 104. V

ol. 9. D
ocum

ent N
o. 33.

　
　
　

合
衆
国
倒
産
協
議
会
は
一
九
七
四
年
の
年
次
総
会
に
お
い
て
、
倒
産
法
委
員
会
の
提
案
お
よ
び
合
衆
国
倒
産
裁
判
官
会
議
の
提
案
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
四－

四
〇
六
条

（
ａ
）
項
（
１
）
号
に
つ
い
て
は
、﹁
理
念
的
な
問
題
と
し
て
、
協
議
会
は
、
負
債
証
券
お
よ
び
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
保
有
者
の
債
権
の
劣
後
化
に
賛
成
す
る
﹂
と
い
う
結
論
が
下

さ
れ
た
。S

ee D
avis, su

p
ra

 note 15, at 13 n.52 （citin
g Sum

m
ary of P

roceedings, N
ational B

ankruptcy C
onference, 1974 A

nnual M
eeting 3-4 （1974

））. 

S
ee a

lso B
ankruptcy A

ct R
evision, H

earings before the Subcom
m

ittee on C
ivil and C

onstitutional R
ights of the C

om
m

ittee on the Judiciary, H
ouse 

of R
epresentatives, 94th C

ongress, 1st Session, on H
.R

. 31 and H
.R

. 32. P
art III. 1890

（Statem
ent of H

arvey R
. M

iller et al. on behalf of the N
ational 

B
ankruptcy C

onference

）（1976

）in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, su

p
ra

 note 104. V
ol. 5. D

ocum
ent N

o. 29. 

三
一
八
五



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
八
二

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

（
１３１
）　H

.R
. 31

お
よ
びH

.R
. 31

は
同
様
に
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

　
　
　

Sec. 4-406. Subordination of C
laim

s―
―

　
（
ａ
）　Subordinated C

lasses of C
laim

s―
―

T
he follow

ing claim
s are subordinated in paym

ent to all other non-subordinated but allow
able claim

s:

　
（
１
）　A

ny claim
s for rescission of the purchase of securities issued by debtor corporation or for dam

ages resulting from
 the purchase or sale of such 

securities.

　
　
　

ま
た
、H

.R
. 31

に
お
い
て
は
、（
ａ
）
項
（
２
）
号
が
主
要
役
員
や
取
締
役
、
債
務
者
の
関
係
者
、
そ
れ
ら
の
者
の
近
親
者
の
債
権
を
劣
後
化
さ
れ
る
債
権
と
し
て
規
定
し

て
い
た
。
さ
ら
に
、H

.R
. 31

の
（
ａ
）
項
（
３
）
号
お
よ
びH

.R
. 32

の
（
ａ
）
項
（
２
）
号
は
、
罰
金
や
制
裁
金
等
に
つ
い
て
の
劣
後
を
定
め
て
い
る
。

　
　
　

B
ankruptcy A

ct R
evision, H

earings before the Subcom
m

ittee on C
ivil and C

onstitutional R
ights of the C

om
m

ittee on the Judiciary, H
ouse of 

R
epresentatives, 94th C

ongress, 1st Session, on H
.R

. 31 and H
.R

. 32. A
ppendix. 142, 355 （1976

） in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, su

p
ra

 note 104. 

V
ol. 7. D

ocum
ent N

o. 31.

（
１３２
）　

倒
産
法
委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
会
社
内
部
者
の
債
権
を
劣
後
化
さ
せ
る
規
定
の
導
入
も
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
江
頭
憲
治
郎
﹃
会
社
法
人
格
否
認
の
法
理―

―

小

規
模
会
社
と
親
子
会
社
に
関
す
る
基
礎
理
論―
―
﹄
三
二
八
頁
・
脚
注
（
49
）（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（
１３３
）　A

 B
ill to E

stablish a U
niform

 L
aw

 on the Subject of B
ankruptcies, H

.R
. 6, 95th C

ongress, 1st Session, 67 （1977

） in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, 

su
p

ra
 note 104. V

ol. 11. D
ocum

ent N
o. 38.

（
１３４
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 13.

（
１３５
）　Id

. at 14. 

劣
後
化
は
強
制
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
告
知
と
聴
聞
の
要
件
は
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。Id

.

　
　
　

な
お
、
分
科
委
員
会
で
は
、
事
案
ご
と
に
劣
後
化
の
当
否
を
判
断
す
る
権
限
を
裁
判
所
に
授
与
す
る
場
合
に
は
、
伝
統
的
な
衡
平
法
上
の
劣
後
化
の
概
念
と
衡
平
の
見
地
に

基
づ
く
劣
後
化
と
い
う
概
念
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
分
科
委
員
会
に
お
け
る
議
論
に
お
い
て
は
、
倒
産
法
委
員
会
の
報
告
書
お
よ
び

Slain &
 K

ripke

の
論
文
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。Id

. at 14 n.60.

（
１３６
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 13.

（
１３７
）　H

.R
. 8200, 95th C

ong., 1st Sess. （1977

） in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, su

p
ra

 note 104. V
ol. 16. D

ocum
ent N

o. 51.

（
１３８
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 14-15 n.61.

（
１３９
）　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
る
劣
後
化
と
五
一
〇
条
（
ｃ
）
項
に
よ
る
衡
平
法
的
劣
後
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
、4 C

O
L

L
IE

R
 O

N
 B

A
N

K
R

U
P

T
C

Y¶
510.04 [7] （A

lan N
. 

三
一
八
六



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
八
三

R
esnick &

 H
enry J. Som

m
er ed. 16th ed. 2009

）; Slain &
 K

ripke, su
p

ra
 note 27, at 296; R

O
E

, su
p

ra
 note 50, at 310¶

815; A
aron, su

p
ra

 note 115, at 

462-63; 

江
頭
・
前
掲
注
（
１３２
）
三
三
〇
頁
・
脚
注
（
56
）
参
照
。

（
１４０
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 15 n.61.

（
１４１
）　Id

. at 15.

（
１４２
）　S. 2266, 95th C

ong., 1st Sess. （1977

） in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, su

p
ra

 note 104. V
ol. 17. D

ocum
ent N

o. 53.

（
１４３
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 15 &

 n.64.

（
１４４
）　A

 B
ill to E

stablish a U
niform

 L
aw

 on the Subject of B
ankruptcies, H

.R
. 8200, 95th C

ongress, 1st Session, reported w
ith an am

endm
ent, 393 （1977

） 

in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, su

p
ra

 note 104. V
ol. 12. D

ocum
ent N

o. 41.

（
１４５
）　B

ankruptcy L
aw

 R
evision, R

eport of the C
om

m
ittee on the Judiciary together w

ith a separate additional view
s. H

ouse of R
epresentatives, 95th 

C
ongress, 1st Session. R

eport N
o. 95-595 

（to accom
pany H

.R
. 8200

）, 194-96 

（1977

） [hereinafter H
ouse R

eport on H
.R

. 8200] in
 L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 

H
IST

O
R

Y 1978, su
p

ra
 note 104. V

ol. 13. D
ocum

ent N
o. 42.

（
１４６
）　

な
お
、
下
院
司
法
委
員
会
報
告
に
お
い
て
は
、
証
券
の
取
得
の
取
り
消
し
に
係
る
債
権
の
劣
後
化
に
関
す
る
言
明
に
先
立
っ
て
、
債
権
の
優
先
順
位
（P

riorities

）
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
言
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
﹁
倒
産
法
の
一
般
的
な
政
策
は
全
て
の
債
権
者
間
に
お
け
る
衡
平
な
分
配
で
あ
る
が
、
現
行
法
は
、
特
別
な
状
況
あ
る
い
は
特
別
の
必
要
性
と
い
う
事
情
に
基
づ
い
て
一
定

の
例
外
を
設
け
て
い
る
。
か
か
る
例
外
は
、
二
つ
の
形
態
を
採
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
は
、
形
態
と
し
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
、
一
定
の
債
権
の
優
先
化
で
あ
る
。
⋮
⋮
⋮

第
二
は
、
一
定
の
債
権
の
劣
後
化
で
あ
り
、
一
般
の
無
担
保
債
権
に
対
す
る
支
払
い
が
な
さ
れ
た
後
に
支
払
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
行
倒
産
法
に
お
い
て
は
、
五
つ

の
領
域
に
つ
い
て
優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。H

.R
. 8200

は
、
現
行
法
に
お
け
る
優
先
順
位
の
付
与
に
よ
っ
て
達
成
が
企
図
さ
れ
て
い
る
政
策
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
こ

と
な
く
、
そ
れ
ら
の
優
先
順
位
を
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。﹂Id

. at 186.

（
１４７
）　Id

, at 359.

（
１４８
）　B

ankruptcy R
eform

 A
ct of 1978, Senate, 95th C

ongress, 2nd Session, R
eport N

o. 95-989 （to accom
pany S. 2266

）, 74 （1978

） [hereinafter Senate 

R
eport on S. 2266] in

 L
E

G
ISL

A
T

IV
E

 H
IST

O
R

Y 1978, su
p

ra
 note 104. V

ol. 16. D
ocum

ent N
o. 52.

（
１４９
）　

一
九
七
八
年
制
定
当
時
の
条
文
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

S
ection

 510. 

（b

） A
n

y claim
 for recission

 of a p
u

rch
ase or sale of a secu

rity of th
e d

ebtor or of an
 affiliate or for d

am
ages arisin

g from
 th

e 

三
一
八
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
八
四

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

purchase or sale of such a security shall be subordinated for purposes of distribution to all claim
s and interests that are senior or equal to the 

claim
 or interest represented by such security.

（
１５０
）　

一
九
七
八
年
法
制
定
当
時
の
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
高
木
新
二
郎
﹃
米
国
新
倒
産
法
概
説
﹄
二
四
七
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五
九
年
）、
霜
島

甲
一
﹁
一
九
七
八
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
破
産
法
改
正
法　
（
翻
訳
）　
（
２
）﹂
法
学
志
林
七
九
巻
三
号
一
頁
、
一
三
頁
（
一
九
八
二
年
）
も
参
照
。

（
１５１
）　

一
九
七
八
年
法
制
定
当
時
に
お
い
て
は
、﹁
証
券
﹂
の
定
義
は
一
〇
一
条
（
35
）
項
に
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
数
次
の
改
正
を
経
て
規
定
の
位
置
が
移
動
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
一
九
七
八
年
法
の
制
定
以
来
、﹁
証
券
﹂
の
定
義
の
内
容
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

な
お
、
一
〇
一
条
（
49
）
項
（
Ｂ
）
号
が
、﹁
証
券
﹂
か
ら
除
外
さ
れ
る
権
利
を
規
定
し
て
い
る
。

（
１５２
）　

訳
語
に
つ
い
て
は
、
黒
沼
悦
郎
﹃
ア
メ
リ
カ
証
券
取
引
法
︹
第
二
版
︺﹄
二
〇－

二
一
頁
（
弘
文
堂
、
平
成
一
八
年
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
高
木
・
前
掲
注
（
２
）
二
〇

二－

二
〇
三
頁
、
霜
島
甲
一
﹁
一
九
七
八
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
破
産
法
改
正
法　
（
翻
訳
）　
（
１
）﹂
法
学
志
林
七
九
巻
二
号
一
頁
、
八－

九
頁
（
一
九
八
二
年
）
も
参
照
。

（
１５３
）　H

ouse R
eport on H

.R
. 8200, su

p
ra

 note 145, at 313-14; Senate R
eport on S. 2266, su

p
ra

 note 148, at 26.

　
　
　

証
券
の
定
義
の
広
範
性
と
劣
後
化
規
定
に
お
い
て
そ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
の
問
題
に
つ
い
て
、SE

C
 R

eport on B
ankruptcy R

evision 1975, su
p

ra
 note 114, at 

759 n.45; SE
C

 R
eport on B

ankruptcy R
evision 1976, su

p
ra

 note 114, at 2185 n.45

参
照
。

（
１５４
）　Slain &

 K
ripke

の
具
体
的
提
案
と
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
相
違
に
つ
い
て
は
、M

elanie J. Schm
id, N

ote, A
 C

ongressional M
ontage of Tw

o System
s of L

aw

―
―

M
andatory Subordination U

nder the C
ode, 13 A

m
. B

ankr. Inst. L
. R

ev. 361, 373 （2005

）参
照
。

　
　
　

な
お
、
議
論
自
体
が
株
式
の
引
き
受
け
の
取
り
消
し
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、Slain &

 K
ripke

の
具
体
的
提
案
も
、
会
社
に
よ
る
株
式
発
行
に
応
じ
た
投
資
者

が
念
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
流
通
市
場
に
お
い
て
株
式
を
取
得
し
た
投
資
者
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
発
行
市
場
・

流
通
市
場
に
関
わ
り
な
く
幅
広
く
適
用
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
１５５
）　C

ohn, su
p

ra
 note 24, at 300

は
、
債
務
者
会
社
の
資
本
構
造
に
対
す
る
債
権
者
の
信
頼
の
保
護
と
い
う
政
策
を
採
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
常
に
幅
広
い
規
定
で
は
あ

る
が
、
唯
一
の
実
行
可
能
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
劣
後
化
を
免
れ
る
た
め
に
債
権
者
の
信
頼
の
不
存
在
が
主
張
さ
れ
た
事
件
と
し
て
、In

 re F
light 

T
ransp. C

orp. Sec. L
itig., 730 F.2d 1128, 1137 （8th C

ir. 1984

）, cert. d
en

ied
, 469 U

.S. 1207 （1985

）参
照
。

（
１５６
）　C

hristopher W
. F

rost, Subordination of Securities C
laim

s in B
ankruptcy: W

hat is the Scope of Section 510

（b

） ?, 27 N
o. 2 B

ankruptcy L
aw

 L
etter 

1 

（2007

）も
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
信
頼
を
要
件
と
し
な
か
っ
た
趣
旨
は
、
制
度
が
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
た
こ
と
に
あ
り
、
ま
た
管
財
人
に

対
し
て
債
権
者
の
信
頼
に
つ
い
て
立
証
の
負
担
を
課
さ
な
か
っ
た
倒
産
法
の
他
の
規
定
（
五
四
四
条
（
ａ
）
項
、
五
四
八
条
（
ａ
）
項
（
１
）
号
（
Ｂ
）
等
）
と
一
致
す
る
と

三
一
八
八



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
八
五

す
る
。

（
１５７
）　

筆
者
の
整
理
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
﹁
具
体
的
存
在
と
し
て
の
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
信
頼
﹂
に
相
当
す
る
概
念
と
解
さ
れ
る
。

（
１５８
）　

筆
者
の
整
理
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
﹁
利
益
の
分
配
の
順
番
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
の
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
信
頼
﹂
に
相
当
す
る
概
念
と
解
さ
れ
る
。

（
１５９
）　

株
式
を
取
得
し
た
者
が
違
法
行
為
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
場
合
、Slain &

 K
ripke

が
問
題
と
し
て
い
た
株
主
の
機
会
主
義
的
行
動
は
生
じ
る
余
地
が
な
い
と
言
え
よ
う
。

（
１６０
）　

ま
た
、
裁
判
所
に
対
し
て
事
案
ご
と
の
解
決
を
図
る
権
限
を
授
与
す
べ
き
と
い
う
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
主
張
に
つ
い
て
、
下
院
司
法
委
員
会
報
告
は
衡
平
法
的
劣
後
の
法
理
の
適
用
根

拠
を
欠
く
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
分
科
委
員
会
で
は
、
事
案
ご
と
に
劣
後
化
の
当
否
を
判
断
す
る
権
限
を
裁
判
所
に
授
与
す
る
場
合
に
は
、
伝
統
的
な
衡
平
法
上
の
劣
後
化
の

概
念
と
衡
平
の
見
地
に
基
づ
く
劣
後
化
と
い
う
概
念
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
（
恐
ら
く
困
難
な
も
の
と
し
て
）
認
識
さ
れ
て
い
た
。D

avis, su
p

ra
 note 15, at 14 

n.60.

　
　
　

さ
ら
に
、Slain &

 K
ripke

の
個
々
の
債
権
者
の
信
頼
を
問
題
と
す
る
提
案
が
、
紛
争
の
続
発
を
招
く
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
裁
判
所
が
包
括
的
な
裁
量

を
有
す
る
場
合
も
ま
た
同
様
の
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。

（
１６１
）　

も
っ
と
も
、general partnership
やlim

ited liability com
pany

の
持
分
が
﹁
証
券
﹂
に
該
当
し
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。A

lec P. O
strow

, D
on't L

et 

M
e D

ow
n:L

im
iting the U

ses of Section 510
（B

） Subordination, 2010 A
nn. Surv. of B

ankr. L
aw

 10, n.65-67 （2010

）.

（
１６２
）　
﹁
関
係
者
﹂
に
つ
い
て
は
、一
〇
一
条
（
２
）
項
が
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
（
以
下
の
邦
訳
は
、高
木
新
二
郎
﹃
ア
メ
リ
カ
連
邦
倒
産
法
﹄
四
八
一
頁
（
商
事
法
研
究
会
、

一
九
九
六
年
）
を
若
干
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
）。

　
　
　

一
〇
一
条
（
２
）
項　
＂
関
係
者
＂
は
、
次
の
者
を
意
味
す
る
。

　
（
Ａ
）　

債
務
者
の
議
決
権
の
あ
る
発
行
済
み
証
券
の
二
〇
％
以
上
を
、
直
接
も
し
く
は
間
接
に
所
有
も
し
く
は
支
配
し
、
ま
た
は
か
か
る
議
決
権
を
保
有
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、

次
に
掲
げ
る
場
合
に
当
た
ら
な
い
場
合
。

　
　
　
（
ⅰ
）　

受
託
者
も
し
く
は
代
理
人
と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
当
該
証
券
を
有
し
て
お
り
、
単
独
の
裁
量
に
よ
っ
て
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
、

　
　
　
（
ⅱ
）　

債
権
の
担
保
の
た
め
に
当
該
証
券
を
有
し
て
お
り
、
現
実
に
議
決
権
を
行
使
し
た
こ
と
が
な
い
場
合
。

　
（
Ｂ
）　

債
務
者
が
議
決
権
の
あ
る
発
行
済
み
証
券
の
二
〇
％
以
上
を
直
接
も
し
く
は
間
接
に
所
有
も
し
く
は
支
配
し
、
ま
た
は
か
か
る
議
決
権
を
保
有
し
て
い
る
会
社
、
あ
る
い

は
債
務
者
の
議
決
権
の
あ
る
発
行
済
み
証
券
の
二
〇
％
以
上
を
直
接
も
し
く
は
間
接
に
所
有
も
し
く
は
支
配
し
、
ま
た
は
か
か
る
議
決
権
を
保
有
し
て
い
る
者
が
、
当
該
議
決

権
の
あ
る
発
行
済
み
証
券
の
二
〇
％
以
上
を
直
接
も
し
く
は
間
接
に
所
有
も
し
く
は
支
配
し
、
ま
た
は
か
か
る
議
決
権
を
保
有
し
て
い
る
会
社
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合

に
当
た
ら
な
い
場
合
。︹
後
者
は
、
債
務
者
の
緩
や
か
な
形
で
の
兄
弟
会
社
で
あ
る
︺

三
一
八
九
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六
三
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一
八
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　
　
　
（
ⅰ
）　

受
託
者
も
し
く
は
代
理
人
と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
当
該
証
券
を
有
し
て
お
り
、
単
独
の
裁
量
に
よ
っ
て
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
、

　
　
　
（
ⅱ
）　

債
権
の
担
保
の
た
め
に
当
該
証
券
を
有
し
て
お
り
、
現
実
に
議
決
権
を
行
使
し
た
こ
と
が
な
い
場
合
。

　
（
Ｃ
）　

賃
貸
借
も
し
く
は
経
営
委
任
契
約
に
基
づ
い
て
債
務
者
に
よ
っ
て
事
業
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
者
、
ま
た
は
経
営
委
任
契
約
に
基
づ
い
て
債
務
者
に
よ
っ
て
そ
の
財
産
の
実

質
的
に
全
て
が
運
用
さ
れ
て
い
る
者
。

　
（
Ｄ
）　

賃
貸
借
ま
た
は
経
営
委
任
契
約
に
基
づ
い
て
債
務
者
の
事
業
ま
た
は
債
務
者
の
財
産
の
実
質
的
に
全
て
を
運
営
し
て
い
る
者
。

　
　
　

な
お
、
か
か
る
﹁
関
係
者
﹂
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
下
院
・
上
院
双
方
の
司
法
委
員
会
報
告
の
逐
条
解
説
に
お
い
て
、﹁﹁
関
係
者
﹂
と
は
、
債
務
者
と
密
接
な
関
係
を
有
す

る
者
で
あ
る
。﹂、﹁﹁
関
係
者
﹂
の
定
義
は
主
と
し
て
、
内
部
者
の
定
義
お
よ
び
第
一
一
章
の
更
生
の
場
面
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。﹂
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。H

ouse 

R
eport on H

.R
. 8200, su

p
ra

 note 145, at 308-09; Senate R
eport on S. 2266, su

p
ra

 note 148, at 21.

（
１６３
）　

故
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
範
囲
は
、
証
券
の
取
引
﹁
か
ら
生
じ
た
﹂（arising from

）
債
権
の
意
義
を
主
戦
場
と
し
て
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
第
三
章
・
第
二
節
参
照
。

（
１６４
）　

第
二
章
・
第
一
節
・
第
一
款
・
脚
注
（
28
）
に
対
応
す
る
本
文
参
照
。

（
１６５
）　

ク
ラ
ス
の
数
が
増
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
手
続
量
の
増
加
を
生
じ
さ
せ
、
ま
た
株
式
投
資
者
は
損
害
に
係
る
債
権
者
の
ク
ラ
ス
と
株
主
と
し
て
の
ク
ラ
ス
と
い
う
二
つ

の
地
位
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
利
益
状
況
が
複
雑
な
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１６６
）　

筆
者
は
、
一
九
七
八
年
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
立
法
史
の
調
査
に
お
い
て
、L

E
G

ISL
A

T
IV

E
 H

IST
O

R
Y 1978, su

p
ra

 note 104

お
よ
びD

avis, su
p

ra
 note 15

を

主
と
し
て
参
照
し
た
が
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
のH

.R
. 7330

か
らH

.R
. 8200

に
お
け
る
変
更
の
理
由
の
説
明
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、

L
E

G
ISL

A
T

IV
E

 H
IST

O
R

Y 1978

は
大
部
の
資
料
で
あ
り
、
見
落
と
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
１６７
）　Jessica A

nsell H
auser, N

onconsensual R
epeal of T

hird-P
arty B

eneficiary C
ontract R

ights: Senior C
reditors under Subordination A

greem
ents, 8 

C
ardozo L

. R
ev. 1227, 1244 （1987

）. 

一
九
八
四
年
改
正
法
の
施
行
前
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
文
言
が
明
確
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
普
通
株
式
投
資
者
の
債
権
を
普

通
株
式
に
劣
後
化
さ
せ
た
判
例
と
し
て
、In

 re B
aldw

in-U
nited C

orp., 52 B
.R

. 539, 540 （B
ankr. S.D

. O
hio 1985

）参
照
。

（
１６８
）　S

ee G
eorgakopoulos, su

p
ra

 note 27, at 97-98.

（
１６９
）　H

auser, su
p

ra
 note 167, at 1244.

（
１７０
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 15 n.66.

（
１７１
）　T

ech
n

ical A
m

en
d

m
en

ts to B
an

kru
p

tcy R
eform

 A
ct of 1978, S

en
ate, 96th

 C
on

gress, 1st S
ession

, R
ep

ort N
o. 96-305 （to A

ccom
p

an
y S

. 658

）, 8 

三
一
九
〇
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係
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投
資
者
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対
会
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損
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賠
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債
権
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倒
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法
上
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処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
八
七

（1979

） （in H
einO

nline

）.
　
　
　

S. 658

で
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
改
正
す
る
も
の
と
し
て
一
二
八
条
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。Senate C

onsideration &
 P

assage of S. 658, 125 C
ong. R

ec. 

S12172, S12174 （1979

） （in H
einO

nline

）.

　
　
　

そ
の
指
示
通
り
に
読
み
替
え
を
行
う
と
次
の
通
り
に
な
る
。

　
　
　

S
ection

 510. 

（b

） A
n

y claim
 for rescission

 of a p
u

rch
ase or sale of a secu

rity of th
e d

ebtor or of an
 affiliate or for d

am
ages arisin

g from
 th

e 

purchase or sale of such a security shall be subordinated for purposes of distribution to all claim
s senior or equal to the claim

 or to all interests 

that are senior to the interest represented by such security.

　
　
　

な
お
、
下
院
に
お
い
て
も
同
様
の
法
案
が
可
決
さ
れ
た
。D

avis, su
p

ra
 note 15, at 15 n.66.

（
１７２
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 15 n.66; C

ohn, su
p

ra
 note 24, at 299 n.33.

（
１７３
）　Senate C

onsideration and P
assage of S. 863, 127 C

ong. R
ec. S7893, S7897 （July 17, 1981

） （in H
einO

nline

）.

（
１７４
）　Sec. 86. Section 510

（b

） of title 11 of the U
nited States C

ode is am
ended to read as follow

s: （b

） For the purpose of distribution under this title, a 

claim
 arisin

g from
 rescission

 of a p
u

rch
ase or sale of a secu

rity of th
e d

ebtor or of an
 affiliate of th

e d
ebtor or for d

am
ages arisin

g from
 th

e 

purchase or sale of such a security shall be subordinated to all claim
s or interests that are senior to the claim

 or interest represented by such 

security.

（
１７５
）　

も
っ
と
も
、S. 863

が
可
決
さ
れ
る
七
日
前
の
日
付
の
司
法
委
員
会
報
告
で
は
、﹁T

his am
endm

ent corrects a typographical error.

﹂
と
し
か
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

B
an

kru
p

tcy A
m

en
d

m
en

ts A
ct of 1981, S

en
ate, 97th

 C
on

gress, 1st S
ession

, R
ep

ort N
o. 97-150 

（to A
ccom

p
an

y S
. 863

） 14 

（Ju
ly 10, 1981

） （in 

H
einO

nline

）.

　
　
　

一
方
で
、
下
院
司
法
委
員
会
の
一
九
八
一
年
の
改
正
法
案
（H

.R
. 3705

）
に
お
い
て
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
実
質
的
な
改
正
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

D
avis, su

p
ra

 note 15, at 15 n.66.

（
１７６
）　B

ankruptcy A
m

endm
ents and F

ederal Judgeship A
ct of 1984, P

ub. L
. N

o. 98-353, 98 Stat. 375 （1984

）.

（
１７７
）　

一
九
八
四
年
改
正
後
の
現
行
規
定
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

Section 510. （b

） For the purpose of distribution under this title, a claim
 arising from

 rescission of a purchase or sale of a security of the debtor 

or of an affiliate of the debtor, for dam
ages arising from

 the purchase or sale of such a security, or for reim
bursem

ent or contribution allow
ed 

三
一
九
一
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係
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の
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法
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遇

under section 502 on account of such a claim
, shall be subordinated to all claim

s or interests that are senior to or equal the claim
 or interest 

represented by such security, except that if such security is com
m

on stock, such claim
 has the sam

e priority as com
m

on stock.
（
１７８
）　

一
九
八
四
年
改
正
後
の
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
高
木
・
前
掲
注
（
１６２
）
五
五
六
頁
お
よ
び
後
藤
・
前
掲
注
（
85
）
一
一
一
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
１７９
）　In

 re M
id-A

m
erican W

aste System
s, Inc., 228 B

.R
. 816, 824 

（B
ankr. D

.D
el. 1999

）や
、In

 re D
e L

aurentiis E
ntertainm

ent G
roup, Inc., 124 B

.R
. 

305, 309 （C
.D

. C
al. 1991

）は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
一
九
八
四
年
改
正
に
関
す
る
立
法
資
料
が
存
在
し
な
い
と
す
る
。

（
１８０
）　O

m
nibus B

ankruptcy Im
provem

ents A
ct of 1983; R

eport of the Senate C
om

m
ittee on the Judiciary, together w

ith additional view
s, to accom

pany 

S. 445; S.R
. 98-65, S. R

ep. 65, 95th C
ong. 1st Sess. 79 

（1983

） in
 B

E
R

N
A

R
D

 D
. R

E
A

M
S, JR

. &
 E

U
G

E
N

E
 M

. W
YP

YSK
I, B

A
N

K
R

U
P

T
C

Y R
E

F
O

R
M

 

A
M

E
N

D
M

E
N

T
S

: A
 L

E
G

IS
L

A
T

IV
E

 H
IS

T
O

R
Y

 O
F

 T
H

E
 B

A
N

K
R

U
P

T
C

Y
 A

M
E

N
D

M
E

N
T

S
 A

N
D

 F
E

D
E

R
A

L
 JU

D
G

E
S

H
IP

 A
C

T
 O

F
 1984. V

ol. 1. 

D
ocum

ent N
o. 15 （W

illiam
 S. H

ein &
 C

o. 1992

）.

（
１８１
）　In

 re C
om

puter D
evices, Inc., 51 B

.R
. 471, 479 （B

ankr. D
.M

ass. 1985

）; C
ohn, su

p
ra

 note 24, at 299 n.33.

（
１８２
）　

政
策
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
・
第
三
節
参
照
。

（
１８３
）　G

eorgakopoulos, su
p

ra
 note 27, at 93 n.5, 98.

（
１８４
）　H

auser, su
p

ra
 note 167, at 1244.

（
１８５
）　R

IC
H

A
R

D
 F. B

R
O

U
D

E
, R

E
O

R
G

A
N

IZ
A

T
IO

N
S U

N
D

E
R

 C
H

A
P

T
E

R
 11 O

F
 T

H
E

 B
A

N
K

R
U

P
T

C
Y C

O
D

E
§
6A

.07[2] （L
aw

 Journal P
ress, 2005

）.

（
１８６
）　S

ee G
eorgakopoulos, su

p
ra

 note 27, at 99.

（
１８７
）　In

 re F
light T

ransp. C
orp. Sec. L

itig., 730 F.2d 1128, 1137 （8th C
ir. 1984

）, cert. d
en

ied
, 469 U

.S. 1207 （1985

）.

（
１８８
）　In

 re M
id-A

m
erican W

aste System
s, Inc., 228 B

.R
. 816, 825-26 （B

ankr. D
. D

el. 1999

）.

（
１８９
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 46.

（
１９０
）　P

aul G
. M

ahoney, T
he D

evelopm
ent of Securities L

aw
 in the U

nited States, 47 Journal of A
ccounting R

esearch 325, 335 （2009

）. 

連
邦
民
事
訴
訟
規

則
二
三
条
の
変
遷
お
よ
び
一
九
七
〇
年
以
前
の
証
券
集
団
訴
訟
の
状
況
に
つ
い
て
は
、Id

. at 332-35

参
照
。S

ee a
lso John E

. K
ennedy, Securities C

lass and 

D
erivative A

ctions in the U
nited States D

istrict C
ourt for the N

orthern D
istrict of Texas: A

n E
m

pirical Study, 14 H
ous. L

. R
ev. 769, 789-96 （1977

）.

（
１９１
）　J. V

ernon P
atrick, Jr., T

he Securities C
lass A

ction for D
am

ages C
om

es of A
ge （1966-1974

）, 29 B
us. L

aw
. 159 （1974

）.

（
１９２
）　A

lan R
. B

rom
berg, A

re T
here L

im
its to R

ule 10b-5 ?, 29 B
us. L

aw
. 167 （1974

）.

三
一
九
二
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損
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
八
九

（
１９３
）　B

lue C
hip Stam

ps v. M
anor D

rug Stores, 421 U
.S. 723, 737 （1975

）.
（
１９４
）　E

rnst &
 E

rnst v. H
ochfelder, 425 U

.S. 185 （1976

）.
（
１９５
）　Santa F

e Indus., Inc. v. G
reen, 430 U

.S. 462 （1977

）.

（
１９６
）　T

ransam
erica M

ortgage A
dvisors, Inc. v. L

ew
is, 444 U

.S. 11 （1979

）; Touche R
oss &

 C
o. v. R

edington, 442 U
.S. 560 （1979

）.

（
１９７
）　Slain &

 K
ripke, su

p
ra

 note 27, at 271.

（
１９８
）　

一
八
九
八
年
連
邦
倒
産
法
に
独
自
の
概
念
で
あ
る
立
証
資
格
あ
る
債
権
（probable claim

）
の
意
義
に
つ
い
て
は
、鴻
常
夫
＝
北
沢
正
啓
監
修
﹃
英
米
商
事
法
辞
典
︹
新
版
︺﹄

七
五
八
頁
［
餐
場
元
彦
］（
商
事
法
務
研
究
会
、
平
成
一
〇
年
）
参
照
。

（
１９９
）　D

avis, su
p

ra
 note 15, at 50 n.169 （citin

g M
inutes of the B

ankruptcy C
om

m
ission, F

eb. 22-24, 1973, at 37

）; G
eorgakopoulos, su

p
ra

 note 27, at 95.

（
２００
）　SE

C
 R

eport on B
ankruptcy R

evision 1975, su
p

ra
 note 114, at 760 n.48; SE

C
 R

eport on B
ankruptcy R

evision 1976, su
p

ra
 note 114, at 2185 n.48

（
２０１
）　S

ee Id
.

（
２０２
）　In

 re Stirling H
om

ex C
orp., 579 F.2d 206, 210 （2d C

ir. 1978

）.

（
２０３
）　Joseph V. C

osta, B
ankruptcy: C

om
m

entary, 45 B
rook. L

. R
ev. 827, 841 （1979

）.

（
２０４
）　H

uff, su
p

ra
 note 37, at 218.

（
２０５
）　Id

. at 219.

（
２０６
）　T

rost

の
属
性
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
倒
産
協
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
紹
介
を
参
照
。http://w

w
w

.nationalbankruptcyconference.org/bios/trost.cfm
.

（
２０７
）　J. R

onald T
rost, C

orporate R
eorganizations under C

hapter V
II of the B

ankruptcy A
ct of 1973: A

nother V
iew

, 48 A
m

. B
ankr. L

.J. 111, 131 （1974

）.

　
　
　

も
っ
と
も
、
別
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、﹁
原
告
が
巨
額
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
十
分
な
根
拠
を
有
す
る
場
合
、
被
告
会
社
が
倒
産
裁
判
所
で
のquick trip

に
よ
っ
て
責

任
か
ら
逃
れ
る
と
い
う
極
め
て
明
確
な
脅
威
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
﹂
と
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
懸
念
し
て
い
た
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
作
用
を
背
景
と
し
て
生
じ
る
交
渉
力
は
、
経
営
者
に
対
す
る
規
律
付
け
を
弱
め
る
効
果
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
得
津
晶
﹁
判
批
︹
東
京
地
判
平
成
一
九

年
九
月
二
六
日
判
例
時
報
二
〇
〇
一
号
一
一
九
頁
︺﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
九
七
号
一
〇
三
頁
、
一
〇
六
頁
（
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

三
一
九
三
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第
三
章　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
解
釈

序

　

本
章
で
は
、
ま
ず
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
具
体
的
適
用
を
見
る
前
に
、
か
か
る
規
定
の
存
在
が
、
証
券
訴
訟
、
と
り
わ
け
証
券
集
団
訴

訟
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
間
接
的
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
、
如
何

な
る
局
面
で
そ
の
適
用
が
争
わ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。

　

さ
ら
に
、
一
般
債
権
を
表
章
す
る
証
券
に
係
る
債
権
の
劣
後
化
に
つ
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
何
ら

か
の
政
策
的
根
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
節　

証
券
訴
訟
に
お
け
る
連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項

　

会
社
が
倒
産
し
た
場
合
、
損
害
の
回
復
（
あ
る
い
は
実
質
的
な
訴
訟
の
遂
行
者
で
あ
る
原
告
側
弁
護
士
の
経
済
合
理
的
な
利
益
の
獲
得
）

を
図
る
た
め
の
十
分
な
財
産
が
残
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
、
会
社
を
被
告
と
す
る
証
券
訴
訟
を
提
起
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
は
減
少
す
る
こ
と
と
な
る）

1
（

。

　

こ
の
よ
う
な
実
際
的
な
理
由
に
加
え
て
、
倒
産
法
上
の
、
①
自
動
停
止
（A

utom
atic Stay

）、
②
株
式
投
資
者
債
権
の
劣
後
化
の
絶
対

優
先
原
則
下
に
お
け
る
実
行
、
③
集
団
訴
訟
の
部
分
的
不
承
認
に
よ
っ
て
も
、
会
社
を
被
告
と
す
る
訴
訟
の
提
起
は
抑
止
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る）

2
（

。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
①
と
②
が
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
機
能
す
る
場
面
と
な
っ
て
い
る）

3
（

。

　

第
一
の
自
動
停
止
と
は
、
更
生
手
続
き
開
始
の
申
し
立
て
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
動
的
に
財
産
の
保
全
を
行
う
た
め
に
種
々
の
行
為
が

禁
止
さ
れ
る
も
の
で
あ
り）

4
（

、
こ
れ
に
よ
っ
て
会
社
に
対
す
る
訴
訟
も
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）

5
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
し
ば
し
ば
正
当

三
一
九
四



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
九
一

な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
そ
の
解
除
を
倒
産
裁
判
所
に
求
め
る
が）

6
（

、
そ
の
証
明
は
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
る）

7
（

。
す
な
わ
ち
、
倒

産
裁
判
所
は
、
株
式
投
資
者
の
債
権
は
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
っ
て
劣
後
化
さ
れ
る
た
め
原
告
の
損
失
の
回
復
は
実
現
さ
れ
な
い
こ
と

や
）
8
（

、
大
規
模
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
き
は
倒
産
会
社
の
再
出
発
を
阻
害
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
停
止
の
解
除
を
否
定
し
て

い
る）

9
（

。

　

第
二
の
点
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
っ
て
株
式
投
資
者
の
債
権
は
劣
後
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
更
生
手
続
き
に
お
い
て
は
絶
対
優
先
原
則
が
適
用
さ
れ）
₁₀
（

、
ま
た
清
算
手
続
き
に
お
い
て
も
順
位
に
従
っ
た
分
配
が
な
さ
れ
る
た
め）
₁₁
（

、
原

告
が
勝
訴
あ
る
い
は
金
銭
の
支
出
を
内
容
と
す
る
和
解）
₁₂
（

を
得
た
場
合
で
あ
っ
て
も
損
害
の
回
復
の
実
現
は
期
待
で
き
ず）
₁₃
（

、
し
た
が
っ
て
、
訴

訟
提
起
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る）
₁₄
（

。

　

こ
の
よ
う
に
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
、
倒
産
し
た
会
社
は
証
券
訴
訟
の
被
告
と
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
提
起
さ
れ
た
証
券
集
団
訴
訟
一
四
六
六
件
の
う
ち
、
約
一
六
％
に
あ
た
る
二
三
四
件
に
お
い
て

係
属
中
に
発
行
会
社
が
倒
産
し
た
と
さ
れ
る
が）
₁₅
（

、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
が
倒
産
手
続
き
開
始
の
申
し
立
て
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
認
識
し
次
第
、
訴
え
が
却
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
₁₆
（

。

　

な
お
、
倒
産
手
続
き
に
お
い
て
は
、
絶
対
優
先
原
則
か
ら
離
脱
し
て
株
主
に
権
利
の
分
配
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が）
₁₇
（

、
そ
の
よ
う
な
場

合
に
株
主
が
受
領
す
る
利
益
は
大
き
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い）
₁₈
（

。
そ
し
て
、
更
生
計
画
に
お
い
て
は
、
倒
産
会
社
に
つ
い
て
証
券
集
団
訴

訟
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
ま
た
倒
産
会
社
が
証
券
集
団
訴
訟
の
和
解
に
お
い
て
支
出
を
行
う
と
い
う

こ
と
は
珍
し
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る）
₁₉
（

。

　

一
方
で
、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
に
よ
っ
て
付
保
さ
れ
て
い
る
役
員
や
取
締
役
、
自
動
停
止
の
対
象
と
な
ら
な
い
第
三
者
で
あ
る
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ

ー
や
監
査
法
人
な
ど
に
対
す
る
証
券
訴
訟
は
、
発
行
会
社
が
倒
産
手
続
き
の
開
始
申
し
立
て
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
続
行
す
る
こ
と

三
一
九
五



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
九
二

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

に
な
る）
₂₀
（

。
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
発
行
会
社
以
外
の
者
か
ら
の
損
害
の
回
復
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る）
₂₁
（

。

第
二
節　

連
邦
倒
産
法
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
解
釈―

―

﹁
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
﹂
債
権
の
意
義

第
一
款　

序

　

前
節
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
っ
て
倒
産
し
た
会
社
に
対
す
る
訴
訟
は
通
常
は
抑
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
投
資
者
に
は
、
自
ら
の
債
権
が
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
道
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
少
な
く
と
も
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
文
言
上
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
五
一
〇

条
（
ｂ
）
項
は
簡
潔
に
言
え
ば
、claim

s a
risin

g from
 securities transaction

を
劣
後
化
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
り
、
潜
在
的
に
極

め
て
広
い
適
用
範
囲
を
有
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
投
資
者
は
、
自
ら
が
債
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
発
行
会
社
側
に
よ
る
劣
後
化
の
請
求
に
対
し
て
、

当
該
債
権
が
﹁
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
﹂
と
し
て
争
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
﹁
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
﹂
債
権
を
劣
後
化
す
る
と
い
う
そ
の
包
括
性
ゆ
え
に
、
か
か
る
要

件
を
主
戦
場
と
し
て
投
資
者
の
債
権
の
地
位
が
争
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り）
₂₂
（

、
判
例
も
同
様
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
節
で
は
、﹁
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
﹂
債
権
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
。

　

な
お
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
具
体
的
に
は
次
の
三
つ
の
債
権
の
劣
後
化
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
債
務
者
が
発
行
し

た
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
の
取
り
消
し
か
ら
生
じ
た
債
権
、
ま
た
は
購
入
も
し
く
は
売
却
か
ら
生
じ
た
債
権
、
②
債
務
者
の
関
係
者
が

発
行
し
た
証
券
の
購
入
も
し
く
は
売
却
の
取
り
消
し
か
ら
生
じ
た
債
権
、
ま
た
は
購
入
も
し
く
は
売
却
か
ら
生
じ
た
債
権
、
③
か
か
る
債
権

三
一
九
六
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を
理
由
と
す
る
五
〇
二
条
が
認
容
す
る
補
償
ま
た
は
求
償
債
権
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
の
①
の
債
権
に
か
か
る
﹁
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
﹂
債
権
と
い
う
要
件
の
解
釈
を
示
し
た
判
例）
₂₃
（

を
検
討
す
る）
₂₄
（

。
な

お
、
①
の
債
権
に
該
当
す
る
か
が
争
わ
れ
る
事
案
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
証
券
取
引
の
後
に
な
さ
れ
た
会
社
に
よ
る
詐
欺
な
ど
の
違
法
行

為
や
、
会
社
と
の
証
券
取
引
に
関
連
し
て
締
結
さ
れ
た
契
約
の
事
後
の
不
履
行
で
あ
る）
₂₅
（

。
ま
た
、
自
ら
が
発
行
し
た
証
券
の
取
得
に
係
る
契

約
の
不
履
行
に
関
す
る
事
案
も
多
い
も
の
と
な
っ
て
い
る）
₂₆
（

。

第
二
款　

初
期
の
判
例―

―
制
限
的
解
釈

　

初
期
の
事
件
に
お
い
て
は
、﹁
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
﹂
債
権
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
狭
く
解
釈
す
る
も
の
が
見
ら
れ
た）
₂₇
（

。

　

そ
の
代
表
的
な
判
例
が
一
九
八
七
年
のA

m
arex

判
決
で
あ
る
。
そ
の
事
案
は
、
有
限
責
任
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
持
分
を
取
得
し
た
投
資

者
が
、
倒
産
し
た
無
限
責
任
社
員
に
対
し
て）
₂₈
（

、
証
券
発
行
後
の
信
認
義
務
違
反
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
詐
欺
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
債
権

の
届
出
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
般
債
権
者
が
劣
後
化
を
主
張
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
西
部
地
区
裁
判
所
は
、
立
法
資
料）
₂₉
（

と
文
言
を
検
討
し
た
後
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
証
券
の
現
実

の
発
行
ま
た
は
売
却
に
お
け
る
違
法
行
為
の
リ
ス
ク
は
投
資
者
が
負
担
す
る
と
い
う
議
会
の
意
図
を
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
尽
き

る
の
で
あ
り）
₃₀
（

、
故
に
そ
の
適
用
は
証
券
の
現
実
の
発
行
ま
た
は
売
却
に
か
か
る
債
権
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
発
行
後
に
な
さ
れ
た
違

法
行
為
に
係
る
債
権
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
、
当
該
債
権
の
劣
後
化
を
否
定
し
た）
₃₁
（

。

　

ま
た
、
一
九
九
五
年
のA

ngels C
orp

事
件
で
は
、
同
様
に
有
限
責
任
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
持
分
を
取
得
し
た
投
資
者
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
管
理
者
に
つ
い
て）
₃₂
（

、
当
該
証
券
の
取
得
後
に
生
じ
た
詐
欺
や
信
認
義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
債
権
を
届
出
た
と
こ
ろ
劣

後
化
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

三
一
九
七
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す
な
わ
ち
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
中
部
地
区
倒
産
裁
判
所
は
、A

m
arex

判
決
に
依
拠
し
、
証
券
の
取
得
後
に
な
さ
れ
た
違
法
行
為
に
係

る
債
権
は
、﹁
証
券
の
取
引
か
ら
生
じ
た
﹂
も
の
で
は
な
く
、
劣
後
化
は
否
定
さ
れ
る
と
し
た）
₃₃
（

。
さ
ら
に
、
同
裁
判
所
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
投

資
者
は
利
益
の
分
配
に
お
い
て
債
権
者
に
劣
後
す
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
者
と
い
う
理
由
だ
け
で
独

立
の
不
法
行
為
の
被
害
者
と
な
る
こ
と
を
合
理
的
に
予
期
す
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
た）
₃₄
（

。

　

こ
の
よ
う
な
制
限
的
な
解
釈）
₃₅
（

は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
対
象
を
、
証
券
の
発
行
に
際
し
て
な
さ
れ
た
詐
欺
や
そ
の
他
の
違
法
行
為

に
係
る
債
権
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
発
行
後
に
な
さ
れ
た
詐
欺
や
そ
の
他
の
違
法
行
為
（post-investm

ent action

）

に
係
る
債
権
の
劣
後
化
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
典
型
的
に
は
不
実
開
示
に
よ
っ
て
証
券
の
売
却
機
会
を
喪
失
し
た
と
主
張

す
る
投
資
者
の
債
権）
₃₆
（

が
劣
後
化
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
で
、
と
り
わ
けA

m
arex

判
決
に
つ
い
て
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
対
象
を
、
証
券
の
現
実
の
発
行
ま
た
は
売
却
に
際
し
て

行
わ
れ
た
詐
欺
に
係
る
債
権
に
制
限
す
る
こ
と
の
文
言
上
の
根
拠
が
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
流
通
市
場
に
お
い
て
証
券
を
取
得
し
た
者
の
債

権
が
適
用
対
象
外
と
な
り
得
る
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る）
₃₇
（

。

第
三
款　
「
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
」
要
件
の
拡
張
的
解
釈

１
、In

 re G
ranite P

artners, L
.P. （B

ankr. S.D
.N

.Y. 1997

）に
よ
る
転
換

　

以
上
の
よ
う
な
制
限
的
な
解
釈
に
異
を
唱
え
、
拡
張
的
な
解
釈
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、
一
九
九
七
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
倒

産
裁
判
所
に
よ
るG

ranite P
artners

判
決
で
あ
る
。

　

事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。G

ranite P
artners L

.P.

は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
で
あ
り
、
投
資
者
の
出
資
金
を
抵
当
派
生
証
券
に

投
資
し
て
い
た
が
、
更
生
手
続
き
開
始
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
フ
ァ
ン
ド
に
有
限
責
任
社
員
と
し
て
投
資
し
て
い
た
原
告
ら
は
、
投
資
後

三
一
九
八
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損
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賠
償
請
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倒
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法
上
の
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に
実
行
さ
れ
た
詐
欺
に
よ
っ
て
投
資
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
主
張
し
、
地
区
裁
判
所
は
損
害
の
存
在
を
認
め
た）
₃₈
（

。
こ
れ
に
対
し
て
更

生
管
財
人
ら
は
、
投
資
者
の
債
権
を
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
っ
て
劣
後
化
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

倒
産
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
投
資
者
の
債
権
を
劣
後
化
し
た
。

　

ま
ず
、
裁
判
所
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、Slain &

 K
ripke

の
議
論
の
検
討
か
ら
始
め
る
べ
き
で

あ
る
と
し
、
そ
の
議
論
に
お
い
て
、
株
主
は
債
権
者
よ
り
も
事
業
上
の
倒
産
リ
ス
ク
を
負
担
す
べ
き
存
在
で
あ
り
、
ま
た
違
法
な
証
券
発
行

の
リ
ス
ク
は
株
主
の
み
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
議
論
は
証
券
発
行
に
際
し
て
の
詐

欺
を
対
象
と
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
故
に
そ
の
妥
当
範
囲
も
か
か
る
局
面
に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
危
険
な
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、Slain &

 K
ripke

は
、
そ
の
議
論
を
か
か
る
局
面
に
限
定
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
倒
産
状
態

に
お
い
て
株
主
が
投
資
の
損
失
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
こ
と
一
般
を
懸
念
し
て
い
た
と
指
摘
し
た）
₃₉
（

。

　

次
に
、
裁
判
所
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
、arising from

 the purchase or sale

と
い
う
文
言
が
、
詐
欺
に
よ
っ
て
投
資
を

継
続
し
た
こ
と
に
係
る
債
権
に
関
し
て
不
明
瞭
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
文
言
が
、
債
権
が
証
券
取
引
そ
の
も
の
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
指
す
も
の
と
も
、
ま
た
証
券
取
引
が
存
在
し
な
け
れ
ば
債
権
が
生
じ
る
こ
と
は
無
い
と
い
う
因
果
関
係
を
指
す
も

の
と
も
理
解
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た）
₄₀
（

。

　

こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
議
会
もSlain &

 K
ripke

も
、
議
論
を
引
き
受
け
の
取
り
消
し
に
か
か
る
債
権
の
み
に
限
定
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
損
害
に
係
る
賠
償
請
求
債
権
も
劣
後
化
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
規
定

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
にSlain &

 K
ripke

は
、
不
満
を
抱
く
株
主
の
投
資
の
引
き
揚
げ
と
い
う
よ
り
広
範
な
問
題
を
懸
念
し
て
い
た）
₄₁
（

こ
と

を
指
摘
し
た）
₄₂
（

。
そ
の
上
で
、
同
様
の
文
言
を
用
い
て
い
る
他
の
制
定
法
を
検
討
し
、
抜
け
穴
を
防
ぐ
た
め
の
救
済
的
な
規
定
と
し
て
議
会
の

意
図
を
達
成
す
る
た
め
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
広
範
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
導
い
た
。

三
一
九
九
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　

そ
し
て
、
具
体
的
事
案
の
解
決
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）
₄₃
（

。

　
﹁
第
一
に
、
債
権
者
か
ら
見
れ
ば
、
投
資
者
が
詐
欺
に
よ
っ
て
証
券
を
取
得
し
た
の
か
あ
る
い
は
保
持
し
た
の
か
は
問
題
で
は
な
く
、

何
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
貸
借
対
照
表
は
同
じ
で
あ
り
、
株
主
の
投
資
に
よ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
信
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
に
、
詐
欺
に
よ
っ
て
投
資
を
継
続
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
は
投
資
者
の
み
が
引
き
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
投
資
者
の
主
張
は
、

要
約
す
れ
ば
、
投
資
判
断
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を
不
正
に
操
作
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
投
資
者
ら
は
、
持
分
の
売
却
を
行
う

と
い
う
判
断
に
影
響
を
与
え
る
虚
偽
の
情
報
を
フ
ァ
ン
ド
が
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
資
か
ら
利
益
を
得
る
機
会
ま
た
は
損
失

を
最
小
化
す
る
機
会
を
不
正
に
奪
わ
れ
た
と
主
張
す
る
。
証
券
を
売
却
ま
た
は
保
持
す
る
機
会
が
専
ら
投
資
者
に
属
し
て
い
る
よ
う

に
、
か
か
る
機
会
を
違
法
に
奪
わ
れ
る
リ
ス
ク
も
ま
た
専
ら
投
資
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
は
、
証
券
取
引
に

際
し
て
の
詐
欺
の
リ
ス
ク
と
、
証
券
の
売
却
ま
た
は
保
持
に
つ
い
て
の
判
断
に
負
の
影
響
を
与
え
る
投
資
後
の
詐
欺
の
リ
ス
ク
の
分

配
を
区
別
す
べ
き
相
当
な
理
由
は
存
在
し
な
い
。
双
方
と
も
投
資
者
が
引
き
受
け
た
投
資
の
リ
ス
ク
で
あ
る）
₄₄
（

。﹂

　

こ
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
倒
産
裁
判
所
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
実
現
す
る
政
策
に
つ
い
て
、Slain &

 K
ripke

の
議

論
を
参
照
し
た
上
で
、
倒
産
状
態
に
お
い
て
株
主
が
自
ら
の
投
資
を
回
収
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
強

調
し
、arising from

と
い
う
文
言
を
事
実
的
因
果
関
係
（som

e nexus or casual link

）
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

か
か
る
拡
張
的
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
時
期
に
関
わ
ら
ず
、
株
式
投
資
者
の
債
権
は
劣
後
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
違
法
行
為
の
性
質
も
問
わ
れ
ず
、
お
お
よ
そ
株
主
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
損
失
を
被
る
こ
と
と
な
る
違
法
行
為
に
係
る
債
権
が
劣

後
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
二
〇
〇
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損
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２
、
連
邦
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
よ
る
判
断
の
登
場

　

二
〇
〇
〇
年
以
前
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
に
関
す
る
控
訴
裁
判
所
の
判
断
は
、
殆
ど
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た）
₄₅
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、

二
〇
〇
一
年
以
降
、
第
二
巡
回
区
、
第
三
巡
回
区
、
第
五
巡
回
区
、
第
九
巡
回
区
、
第
十
巡
回
区
と
、
そ
の
判
断
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、G

ranite P
artners

判
決
と
同
様
の
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
関
す
る
拡
張
的
な
解
釈）
₄₆
（

が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
控
訴
裁
判
所
の
判
断
を
年
代
順
に
紹
介
す
る
。

（
１
）　

In
 re B

etacom

（9th C
ir. 2001

））
₄₇
（

.

　

Ｂ
社
は
、
Ａ
社
と
買
収
契
約
を
締
結
し
、
Ａ
社
が
そ
の
株
式
を
対
価
に
Ｂ
社
を
買
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ａ
社
は
、
Ｂ
社
が
Ｂ

社
株
主
に
対
し
て
負
っ
て
い
た
債
務
に
つ
い
て
債
務
引
き
受
け
を
行
い
、
将
来
の
株
式
公
開
の
収
益
で
当
該
債
務
の
履
行
を
行
う
よ
う
に
最

善
の
努
力
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
な
お
、
買
収
契
約
で
は
、
当
該
債
務
の
金
額
を
決
定
す
る
た
め
の
監
査
の
後
に
、
Ａ
社
株
式
が
Ｂ
社
株

主
に
交
付
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
監
査
は
実
行
さ
れ
ず
、
そ
し
て
買
収
契
約
も
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
Ａ
社
は
、
更
生
手

続
き
開
始
の
申
し
立
て
を
行
っ
た）
₄₈
（

。

　

Ｂ
社
株
主
は
、
買
収
契
約
の
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
債
権
を
届
出
た
が
、
Ａ
社
は
か
か
る
債
権
が
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
っ

て
劣
後
化
さ
れ
る
も
の
と
主
張
し
た
。

　

倒
産
裁
判
所
は
劣
後
化
を
認
め
た
が
、
地
区
裁
判
所
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
る
劣
後
化
に
お
い
て
は
現
実
の
証
券
取
引
が
必
要
で

あ
る
と
こ
ろ
、
Ｂ
社
株
主
は
Ａ
社
株
式
を
一
切
受
領
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
取
引
が
存
在
し
な
い
と
し
て
、
契
約
不
履
行
に
係
る
債
権
の

劣
後
化
を
否
定
し
た
。

三
二
〇
一
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　

こ
れ
に
対
し
て
、
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
劣
後
化
を
肯
定
し
た）
₄₉
（

。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）

項
の
立
法
根
拠
と
な
っ
たSlain &

 K
ripke

の
議
論
は
、
証
券
﹁
詐
欺
﹂
に
係
る
債
権
の
み
の
劣
後
化
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
株
主
と
債
権
者
は
互
い
に
異
な
る
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、﹁
契
約
の
不

履
行
﹂
に
係
る
債
権
の
除
外
を
求
め
る
株
主
の
主
張
を
退
け
た
。

　

続
い
て
、
株
主
は
、
後
に
受
領
を
拒
絶
し
た
た
め
、
Ｂ
社
株
式
を
物
理
的
に
は
受
領
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
取
得
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、

Ｂ
社
株
主
と
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
後
に
大
き
な
利
益
を
得
る
機
会
だ
け
で
な
く
、
Ｂ
社
株
式
の
保
有
に
伴
う
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
失
敗
お
よ
び
Ｂ
社
の
倒
産
リ

ス
ク
を
同
時
に
引
き
受
け
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
リ
ス
ク
を
固
定
的
な
利
益
を
得
る
存
在
で
あ
る
一
般
債
権
者
に
移
転
さ
せ
る
べ
き
理
由
は

な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
根
拠
と
し
て
は
、
リ
ス
ク
分
配
と
債
権
者
の
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
ヘ
の
信
頼
の
二

つ
が
あ
る
と
こ
ろ
、
地
区
裁
判
所
が
後
者
に
関
し
て
現
実
の
株
式
の
発
行
が
な
け
れ
ば
債
権
者
の
信
頼
の
対
象
が
存
在
し
得
な
い
と
指
摘
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
Ａ
社
債
権
者
の
信
頼
が
実
際
に
存
在
す
る
と
し
た）
₅₀
（

。

（
２
）　

In
 re Telegroup （3d C

ir. 2002

））
₅₁
（

.

　

Ｌ
社
は
、
Ｔ
社
に
対
し
て
金
銭
お
よ
び
Ｔ
社
株
式
を
対
価
と
し
て
資
産
を
売
却
し
た
。
か
か
る
取
引
に
お
い
て
、
Ｔ
社
は
そ
の
株
式
が
期

日
と
し
て
二
〇
日
後
ま
で
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
最
善
の
努
力
を
行
う
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
た
。
Ｔ
社
が
倒
産
し
た
と
こ
ろ
、
Ｌ
社
は
、
合

意
の
不
履
行
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
債
権
の
提
出
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、合
意
が
履
行
さ
れ
て
い
れ
ば
株
式
は
流
動
性
を
得
て
、

価
値
の
減
少
が
生
じ
る
前
に
売
却
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
た
と
主
張
し
た）
₅₂
（

。
Ｔ
社
が
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
っ
て
劣
後
化
さ
れ
る
べ
き
こ

と
を
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
Ｌ
社
は
、
証
券
取
引
の
後
に
な
さ
れ
た
違
法
な
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
独
立
の
債
権
で
あ
り
そ
の
適
用
外

で
あ
る
と
争
っ
た
。

三
二
〇
二



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

一
九
九

　

第
三
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
のarising from

と
い
う
文
言
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
立
法
資

料
と
そ
の
政
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
立
法
資
料
に
お
い
て
は
証
券
の
発
行
に
お
け
る
詐
欺
な
ど
の
違
法
行
為
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
Ｌ
社
の
主
張
は
も
っ
と
も
ら
し
さ
を
有
す
る
が
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
政
策
に
つ
い
て
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
指
摘
し
た）
₅₃
（

。

　

こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、Slain &

 K
ripke

の
議
論
を
参
照
し
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
目
的
は
、
倒
産
手
続
き
に
お
い
て
、
不
満
を

抱
く
株
主
が
詐
欺
や
証
券
法
に
係
る
請
求
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位
を
一
般
債
権
者
と
同
位
に
自
力
で
引
き
上
げ
て
、
投
資
の
損

失
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
と
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
Ｌ
社
は
Ｔ
社
の
事
業
が
成
功
し
た
場
合
に
利
益
に
与
か
る
地

位
を
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
契
約
の
不
履
行
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
債
権
者
と
し
て
投
資
の
損
失
を
回
復
し
よ
う
と

す
る
こ
と
を
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
同
様
に
防
ぐ
も
の
で
あ
る
と
し
た）
₅₄
（

。

　

ま
た
、
Ｌ
社
は
、
Ｔ
社
株
式
を
継
続
保
有
す
る
意
図
は
な
く
、
む
し
ろ
早
期
に
売
却
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
裁
判
所

は
、
期
日
経
過
後
に
す
ぐ
に
提
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
デ
ッ
ト
で
は
な
く
エ
ク
イ
テ
ィ
に
投
資
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

事
業
の
失
敗
に
よ
っ
て
出
資
を
失
う
リ
ス
ク
と
と
も
に
事
業
成
功
の
利
益
に
与
か
る
権
利
を
保
有
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
も
の
と
示
唆
さ
れ
る

と
し
て
、
劣
後
化
を
命
じ
た）
₅₅
（

。

（
３
）　

In
 re G

eneva Steel （10th C
ir. 2002

））
₅₆
（

.

　

G
eneva Steel

判
決
は
、
デ
ッ
ト
証
券
に
係
る
債
権
の
劣
後
化
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
次
節
に
お
い
て
そ
の
事
案
を
紹

介
す
る
が
、
第
十
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
ま
ず
、
立
法
史
を
詳
細
に
確
認
し
た
上
で
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
証
券
取
引
に
際
し
て
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て

三
二
〇
三



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

二
〇
〇

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
か
否
か
、
文
言
上
は
不
明
瞭
で
あ
る
と
し
た）
₅₇
（

。
続
け
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
立
法
趣
旨
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
し
、G

ranite P
artners

判
決
に
お
け
る
そ
の
分
析
に
大
幅
に
依
拠
し
て
、
本
事
案
で
は
（
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
信
頼
で
は

な
く
）
リ
ス
ク
の
分
配
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た）
₅₈
（

。
そ
し
て
、B
etacom

判
決
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、A

m
arex

判

決
の
制
限
的
解
釈
を
否
定
し
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
証
券
取
引
に
際
し
て
な
さ
れ
た
違
法
行
為
に
係
る
債
権
だ
け
で
な
く
、
詐
欺
に
よ

っ
て
投
資
を
継
続
し
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
債
権
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し
た）
₅₉
（

。

（
４
）　

In
 re M

ed D
iversified （2d C

ir. 2006

））
₆₀
（

.

　

Ｍ
社
は
、
Ｄ
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
雇
用
し
た
が
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
に
な
り
、
Ｄ
が
保
有
す
る
他
の
会
社
の
株
式
を
Ｍ
社
の
普
通
株
式
と

交
換
す
る
旨
の
終
任
合
意
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
か
か
る
合
意
に
お
い
て
、
株
式
の
交
換
の
対
価
と
し
て
、
Ｄ
は
Ｍ
社
に
対
す
る
報
酬
債
権

を
放
棄
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
Ｄ
は
、
合
意
の
不
履
行
に
つ
い
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
Ｍ
社
は
、
更
生
手
続
き
の
開
始
を
申
し
立
て
、
か
か

る
債
権
に
つ
い
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
る
劣
後
化
を
主
張
し
た
。

　

第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
ま
ず
、arising from
と
い
う
文
言
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
立
法
過
程
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
し
た
。
そ
し
て
、Slain &

 K
ripke

の
議
論
を
検
討
し
、
劣
後
化
の
根
拠
と
し
て
、
株
主
と
債
権
者
の
互
い
に
異
な
る
リ
ス
ク
と
リ
タ

ー
ン
の
引
き
受
け
お
よ
び
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
信
頼
を
見
出
す
と
と
も
に
、
本
件
で
は
株
式
が
現
実
に
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い

た
め
儀
権
者
の
信
頼
は
存
在
し
な
い
が
、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
リ
ス
ク
の
分
配
に
関
す
る
主
要
な
判
断
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
と

し
た）
₆₁
（

。
そ
し
て
、
先
例
に
お
い
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
拡
張
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
株
主
と
し
て
の
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー

ン
を
選
択
し
た
者
は
、
株
式
を
現
実
に
受
領
し
て
い
な
く
と
も
そ
の
選
択
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た）
₆₂
（

。

　

そ
し
て
、
Ｄ
の
Ｍ
社
株
式
お
よ
び
報
酬
債
権
に
係
る
債
権
は
、
そ
の
価
値
が
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｍ
社
の
株
式
価
値
と
結
び
付
い
て
い

三
二
〇
四



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

二
〇
一

る
こ
と
を
指
摘
し
た）
₆₃
（

。
す
な
わ
ち
、
終
任
合
意
に
よ
っ
て
Ｄ
の
債
権
は
エ
ク
イ
テ
ィ
へ
と
転
化
し
た
と
し
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
る

劣
後
化
を
命
じ
た）
₆₄
（

。

（
５
）　

In
 re SeaQ

uest （5th C
ir. 2009

））
₆₅
（

.

　

Ｓ
社
は
、
四
人
の
出
資
に
よ
っ
て
組
成
さ
れ
た
リ
ミ
テ
ッ
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
出
資
を
行
っ
た
の
は
Ｊ
で
あ

り
、
分
配
に
つ
い
て
優
先
権
を
有
す
る
ク
ラ
ス
Ａ
の
有
限
責
任
持
分
を
有
し
て
い
た
。
Ｊ
お
よ
び
三
人
は
ま
た
、
ク
ラ
ス
Ｂ
の
有
限
責
任
持

分
を
有
し
て
い
た
。
Ｊ
と
三
人
の
間
で
紛
争
が
生
じ
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
が
、
Ｊ
の
持
分
を
買
取
る
旨
の
和
解
が
成
立
し
た
。
Ｊ
は
和
解
の

実
行
を
求
め
て
提
訴
し
、
二
七
〇
〇
万
ド
ル
の
勝
訴
判
決
を
得
た
。
そ
の
六
日
後
に
Ｓ
社
は
更
生
手
続
き
の
開
始
を
申
し
立
て
、
か
か
る
債

権
の
劣
後
化
を
主
張
し
た
。

　

第
五
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
Ｊ
の
債
権
に
つ
い
て
、
和
解
合
意
の
実
現
と
し
て
の
持
分
の
取
得
の
取
り
消
し
に
よ
っ
て
生
じ
た

も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、Slain &

 K
ripke

の
議
論
お
よ
び
他
の
裁
判
所
の
判
断
を
参
照
し
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
目
的
を
、
債
権
の
厳
密
な
性
質

に
関
わ
ら
ず
、
不
満
を
抱
く
株
主
が
そ
の
投
資
を
回
収
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
と
し
た）
₆₆
（

。
続
い
て
、
他
の
巡
回
区
が
そ
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
拡
張
的
に
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、arising from

と
い
う
文
言
を
証
券
取
引

と
債
権
の
間
の
何
ら
か
の
因
果
関
係
を
要
求
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
と
し
た）
₆₇
（

。
す
な
わ
ち
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
証
券
発
行
後
の
行

為
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
取
り
消
し
と
損
害
賠
償
請
求
を
同
様
に
扱
う
べ
き
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
の
債
権
に
つ
い
て
、Slain &

 K
ripke

の
懸
念
が
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
劣
後
化
を
命
じ
た）
₆₈
（

。

三
二
〇
五



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

二
〇
二

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

３
、
小
括―

―

リ
ス
ク
の
再
分
配
の
禁
止

（
１
）　

控
訴
裁
判
所
の
判
断
の
一
貫
性

　

以
上
の
よ
う
に
、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
債
権
者
の
具
体
的
信
頼
に
言
及
す
る
判
例
も
あ
る
が）
₆₉
（

、
控
訴
裁
判
所
は
一
貫
し
て）
₇₀
（

、

債
権
者
と
は
異
な
る
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
を
引
き
受
け
て
い
る
株
主
の
当
該
リ
ス
ク
の
内
容
を
極
め
て
広
く
理
解
し
、
倒
産
状
態
に
お
い
て

当
該
リ
ス
ク
を
債
権
者
に
も
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
地
位
を
改
善
す
る
こ
と
を
防
ぐ
規
定
と
し
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
を
適
用
し

て
い
る）
₇₁
（

。
す
な
わ
ち
、
株
式
へ
の
投
資
を
選
択
し
た
以
上
は
、
株
主
と
し
て
の
地
位
故
に
被
る
損
失
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
損
失
が
い
か
な
る
違
法
な
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
は
問
題
と
な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な

時
点
で
生
じ
た
か
も
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
判
断
基
準
と
な
る
の
は
、
株
式
へ
の
投
資
を
行
う
と
い
う
選
択
を
行
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
り
、
現
実
に
株
式
を
受
領
し
て
い
な

く
と
も
（B

etacom

判
決
、M

ed D
iversified

判
決
）、
ま
た
株
主
と
い
う
地
位
か
ら
の
離
脱
を
第
三
者
に
阻
害
さ
れ
て
も
（T

elegroup

判
決
、G

eneva Steel

判
決
、SeaQ

uest

判
決
）、
劣
後
化
は
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は
株
式
へ

の
投
資
ゆ
え
に
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
株
主
に
な
る
と
い
う
選
択
を
行
っ
た
者
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
の
再
分
配
を
防
ぐ
と
い
う
政
策
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
のarising from

と
い
う
文
言

は
拡
張
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る）
₇₂
（

。

（
２
）　

近
時
の
著
名
な
事
件
に
お
け
る
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用

　

こ
の
よ
う
な
拡
張
的
な
解
釈
は
、
二
〇
〇
五
年
のW

orldC
om

判
決）
₇₃
（

や
二
〇
〇
六
年
のE

nron

判
決）
₇₄
（

に
お
い
て
も
同
様
に
採
用
さ
れ
、

三
二
〇
六



（　
　
　
　

）

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

二
〇
三

詐
欺
に
よ
っ
て
株
式
ま
た
は
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
取
得
し
、
あ
る
い
は
継
続
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
主
張
に
係
る
債
権
が

劣
後
化
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、W

orldC
om

事
件
で
は
、W

orldC
om

が
行
っ
た
大
惨
事
的
な
詐
欺
は
、Slain &

 K
ripke

が
議
論
の
対
象
と
し
た
リ
ス
ク
を

超
え
た
も
の
で
あ
り
、
劣
後
化
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
倒
産

裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
劣
後
化
を
命
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
議
会
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
、
具
体
的
事
案
、
あ
る

い
は
株
主
が
引
き
受
け
る
べ
き
合
理
的
な
リ
ス
ク
の
性
質
や
範
囲
、
程
度
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
法
的
な
分
析
を
行
う
も
の
と
し
て
規
定

し
て
お
ら
ず
、
ま
た
投
資
者
が
リ
ス
ク
を
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
株
式
を
取
得
し
た
場
合
は
全
て
の
損
失
を
受
容
す
る
こ
と

に
同
意
し
た
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
た）
₇₅
（

。

　

ま
た
、E

nron

事
件
に
お
い
て
も
、
従
業
員
は
金
銭
報
酬
の
代
わ
り
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
受
領
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

会
社
に
対
す
る
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
者
と
い
う
よ
り
も
契
約
上
の
債
権
者
で
あ
り
、
ま
た
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
は
債
権
者
が
信
頼
す
る
エ

ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
作
り
出
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
が
、
退
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

南
部
地
区
倒
産
裁
判
所
は
、Slain &

 K
ripke

の
議
論
は
債
権
者
の
信
頼
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
従
業
員
の
主
張
に
は
理

由
が
あ
る
が
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
如
何
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
価
値
は
エ
ク
イ
テ
ィ
と
し
て
会
社
と
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た）
₇₆
（

。

第
四
款　

劣
後
化
を
否
定
し
た
判
例

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
そ
の
政
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
拡
張
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
外
延
の

不
明
瞭
性
が
生
じ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
適
用
範
囲
が
予
見
可
能
性
を
も
っ
て
画
さ
れ
得
る
か
が
問
題
と
な
る）
₇₇
（

。

三
二
〇
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）
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志
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法
学　
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三
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二
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四

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
多
く
の
倒
産
事
件
が
処
理
さ
れ
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
地
区
（
倒
産
）
裁
判
所）
₇₈
（

に
お
い
て
も
劣
後
化
の
判
断
は
事

案
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
さ
れ）
₇₉
（

、arising from

と
い
う
文
言
の
拡
張
的
解
釈
の
内
容
は
完
全
に
は
確
立
さ
れ
た
も
の
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
評
価
が
存
在
す
る）
₈₀
（

。

　

一
方
で
、
劣
後
化
を
否
定
し
た
判
例
の
中
に
は
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
債
権
者
が
実
質
的
に
株
主
の
地
位
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
地
区
倒
産
裁
判
所
、
そ
し
て
二
〇
〇
七
年
の
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
の
判
例
は
、

か
か
る
観
点
か
ら
劣
後
化
を
否
定
し
て
い
る
。
劣
後
化
の
外
延
が
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
外
延
を
画
す
る
要
素
の
存
在
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
に
は
意
義
が
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
倒
産
裁
判
所
の
判
例
に
お
け
る
当
該
部
分
に
つ
い
て
の
判
示
お
よ
び
控
訴
裁
判
所
に
よ
るA

m
erican W

agering

判
決
を
参
照
し
、
劣
後
化
を
肯
定
し
た
控
訴
裁
判
所
の
判
断
と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
。

１
、
倒
産
裁
判
所
の
判
例

（
１
）　

In
 re W

yeth C
o. （B

ank. W
.D

. M
o. 1991

））
₈₁
（

.

　

会
社
に
対
す
る
株
式
の
譲
渡
の
対
価
と
し
て
ノ
ー
ト
が
発
行
さ
れ
、
会
社
倒
産
時
に
ノ
ー
ト
保
有
者
が
そ
れ
に
係
る
債
権
の
届
出
を
行
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
基
づ
く
劣
後
化
が
主
張
さ
れ
た
。
裁
判
所
は
劣
後
化
を
否
定
し
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

債
権
者
が
も
は
や
エ
ク
イ
テ
ィ
権
者
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た）
₈₂
（

。

（
２
）　

In
 re M

obile Tool Internat'l （B
ankr. D

. D
el. 2004

））
₈₃
（

.

　

会
社
と
そ
の
役
員
の
間
で
、
役
員
の
保
有
す
る
株
式
を
会
社
に
譲
渡
し
、
そ
の
対
価
と
し
て
ノ
ー
ト
を
交
付
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
実
行

三
二
〇
八
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係
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投
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賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
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遇
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六
三
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七
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二
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五

さ
れ
た
。
会
社
は
更
生
手
続
き
開
始
の
申
し
立
て
を
行
い
、
ノ
ー
ト
に
係
る
債
権
に
つ
い
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
よ
る
劣
後
化
を
主
張
し

た
。

　

裁
判
所
は
、
株
式
に
係
る
債
権
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
証
券
取
引
と
の
因
果
関
係
の
存
否
が
問
題
と
な
る
が
、
株
式
が
ノ
ー
ト

へ
と
転
化
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
株
主
で
は
な
く
債
権
者
と
な
る
と
指
摘
し
、
劣
後
化
を
否
定
し
た）
₈₄
（

。

　

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
﹁
証
券
﹂
と
し
て
の
劣
後
化
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次

節
で
検
討
す
る
。

２
、
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
の
判
例―

―
In

 re A
m

erican W
agering （9th C

ir 2007

））
₈₅
（

.

　

Ｌ
社
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
た
め
の
財
務
顧
問
と
し
て
Ｒ
を
雇
用
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
準
備
に
お
い
て
、
Ｌ
社
は
、
公
開
さ
れ
る
会
社
と
し
て
Ａ
社

を
設
立
し
、
そ
の
子
会
社
と
な
っ
た
。
Ｌ
社
と
Ｒ
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
完
了
に
際
し
て
、
Ｌ
社
株
式
の
最
終
的
評
価
の
四
・
五
％
に
相
当
す
る
金

銭
お
よ
び
一
五
万
ド
ル
が
Ｒ
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
合
意
を
行
っ
た
。
二
年
後
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
は
保
留
さ
れ
る
一
方
で
、
Ｌ
社
と
Ｒ
の
間
で
紛
争

が
生
じ
た
。
Ｒ
は
訴
訟
を
提
起
し
、
裁
判
所
は
Ｒ
の
訴
え
を
認
め
る
と
と
も
に
、
か
か
る
報
酬
に
つ
い
て
二
三
〇
万
ド
ル
と
評
価
し
た
。
判

決
の
す
ぐ
後
（
訴
訟
提
起
の
六
年
後
）、
Ｌ
社
と
Ａ
社
は
更
生
手
続
き
開
始
の
申
し
立
て
を
行
い
、
か
か
る
債
権
に
つ
い
て
五
一
〇
条
（
ｂ
）

項
に
基
づ
く
劣
後
化
を
主
張
し
た
。

　

第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
次
の
点
を
検
討
し
て
劣
後
化
を
否
定
し
た
。
ま
ず
、
当
初
の
合
意
に
注
目
し
、
報
酬
が
株
式
の
形
態
を
と

っ
て
お
ら
ず
、ま
た
Ｒ
は
株
式
自
体
を
求
め
た
の
で
は
な
く
一
貫
し
て
そ
の
契
約
上
の
金
銭
的
価
値
を
求
め
て
い
た
だ
け
で
あ
る
と
指
摘
し
、

か
か
る
事
実
か
ら
Ｒ
の
債
権
の
性
質
は
投
資
者
よ
り
も
債
権
者
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
と
し
た）
₈₆
（

。
そ
し
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
拡
張
的

に
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
も
、
か
か
る
債
権
の
劣
後
化
は
、
株
主
と
債
権
者
の
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
の
相
違
お
よ
び
エ
ク
イ

三
二
〇
九
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
信
頼
と
い
う
そ
の
背
後
に
あ
る
政
策
に
資
さ
な
い
と
し
た）
₈₇
（

。

　

ま
た
、
控
訴
裁
判
所
は
、
自
ら
のB

etacom

判
決
に
つ
い
て
、
株
式
が
債
権
者
に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
債
権
者
が
そ

の
受
領
を
拒
絶
し
た
と
い
う
事
案
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
で
は
、
株
式
は
報
酬
の
算
定
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
株
主
と
し

て
大
き
な
利
益
を
享
受
す
る
可
能
性
を
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
Ｒ
は
株
式
自
体
を
一
切
取
得
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
点
で
事
案
が
異
な
る
と

し
た）
₈₈
（

。
す
な
わ
ち
、
Ｒ
は
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
者
と
し
て
詐
欺
な
ど
に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
た
の
で
は
な
く
、
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

代
理
人
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
二
三
〇
万
ド
ル
と
い
う
判
決
は
Ｒ
が
有
し
て
い
た
固
定
的
な
債
権
を

表
す
も
の
で
あ
る
と
し
た）
₈₉
（

。

３
、
検
討―

―

劣
後
化
を
肯
定
し
た
判
例
と
の
整
合
性

　

W
yeth

事
件
やM

obile Tool Internat'l
事
件
で
は
、
債
権
者
は
、
株
式
を
会
社
に
引
き
渡
し
、
対
価
と
し
て
ノ
ー
ト
を
受
領
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
株
主
と
い
う
地
位
か
ら
の
離
脱
を
完
了
し
て
お
り）
₉₀
（

、
リ
ス
ク
の
再
分
配
は
生
じ
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

控
訴
裁
判
所
の
一
連
の
判
例
と
整
合
的
で
あ
る）
₉₁
（

。

　

A
m

erican W
agering

判
決
も
、
そ
の
者
が
株
主
・
債
権
者
の
い
ず
れ
の
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
を
選
択
し
た
か
を
基
準
と
す
る
と
い
う
点

で
は
、
一
連
の
控
訴
裁
判
所
の
判
例
と
整
合
的
で
あ
る）
₉₂
（

。

　

一
方
で
、
具
体
的
事
案
に
つ
い
て
の
判
断
と
し
て
は
、
Ｒ
は
株
式
の
価
値
に
連
動
す
る
報
酬
を
得
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の

債
権
は
エ
ク
イ
テ
ィ
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
評
価
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
控
訴
裁
判
所
は
、

Ｒ
が
株
式
そ
の
も
の
は
一
貫
し
て
求
め
て
い
な
い
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
の
選
択
と
い
う

基
準
の
適
用
に
お
い
て
、
意
味
を
有
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）
₉₃
（

。

三
二
一
〇
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損
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も
っ
と
も
、A

m
erican W

agering

判
決
が
限
界
事
例
の
一
例
を
表
し
て
い
る
と
し
て
も
、
如
何
な
る
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
を
引
き
受
け

る
こ
と
を
選
択
し
た
か
が
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
範
囲
を
画
す
る
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
劣
後
化
が
否
定
さ
れ
た
判
例
に
お

い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る）
₉₄
（

。

第
三
節　

一
般
債
権
を
表
章
す
る
証
券
に
係
る
債
権
の
劣
後
化

　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
、
株
式
に
係
る
債
権
だ
け
で
な
く
、
デ
ッ
ト
証
券
に
係
る
債
権
も
劣
後
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例

え
ば
、
債
務
証
書
に
よ
っ
て
表
章
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
無
担
保
債
権
で
あ
る
場
合
、
そ
の
取
得
の
取
り
消
し
に
係
る
債
権
は
、
五
一
〇
条

（
ｂ
）
項
に
よ
っ
て
、
一
般
無
担
保
債
権
者
が
満
足
を
得
る
ま
で
劣
後
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
₉₆
）（
₉₅
（

。

　

本
来
同
順
位
で
あ
っ
た
者
が
、
取
り
消
し
や
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
劣
後
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
一
般
的
な
疑
問

が
生
じ
得
る
。
そ
し
て
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
拡
張
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
か
か
る
劣
後
化
は
、
現
実
の
問
題
と
な
り
得
る
こ

と
に
な
る）
₉₇
（

。

　

も
っ
と
も
、
倒
産
裁
判
所
は
ノ
ー
ト
保
有
者
の
債
権
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
し
て
そ
の
劣
後
化
を
否
定
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
﹁
損
害
﹂（dam

ages
）
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、
証
券
取
引
に
関
連
す
る
何
ら
か
の
瑕
疵
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
失
や
支
払
い
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
派
生
的
な
損
失
に
係
る
債
権
の
存
在
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
証
書
に

基
づ
く
支
払
い
の
請
求
は
該
当
し
な
い
と
い
う
解
釈
を
示
し
、
支
払
い
に
係
る
債
権
に
つ
い
て
劣
後
化
を
否
定
し
て
い
る）
₉₈
（

。
そ
し
て
、
か
か

る
解
釈
の
根
拠
と
し
て
、
証
書
上
の
権
利
の
実
現
を
求
め
る
こ
と
は
、
他
の
債
権
者
の
負
担
に
お
い
て
自
ら
の
地
位
を
改
善
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
政
策
と
相
反
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）
₉₉
（

。

　

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
﹁
証
券
﹂
を
包
括
的
に
定
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
を
解
消
す
る
も
の
と
し
て
、

三
二
一
一
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六
三
巻
七
号�

二
〇
八

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
派
生
的
な
損
失
に
つ
い
て
劣
後
化
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、G

eneva Steel

判
決
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る

W
inikka &

 Sim
pson

の
議
論
が
参
考
と
な
る
。

１
、In

 re G
eneva Steel （10th C

ir. 2002

））
１００
（

.

　

Ｇ
社
は
更
生
手
続
き
の
開
始
を
申
し
立
て
、
負
債
の
一
内
容
と
し
てB

ond

の
存
在
を
記
載
し
た
。
更
生
計
画
に
お
い
て
は
、B

ond

保

有
者
に
対
し
て
普
通
株
式
を
割
り
当
て
、B

ond

よ
り
も
下
位
の
ク
ラ
ス
の
者
に
は
権
利
の
分
配
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。B

ond

保
有
者
で
あ
る
Ａ
は
、
Ｇ
社
の
不
実
表
示
に
よ
っ
て
投
資
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
損
失
を
被
っ
た
と
し
て
債
権
の
届
出
を
行
っ
た
。
Ｇ

社
は
、B

ond

の
受
託
者
に
よ
っ
て
届
出
ら
れ
た
債
権
と
重
複
す
る
と
指
摘
し
た
が
、
Ａ
は
、
当
該
債
権
は
詐
欺
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で

あ
り
、B

ond

の
保
有
分
と
は
異
な
る
と
争
っ
た）
１０１
（

。

　

倒
産
裁
判
所
は
、
Ａ
の
債
権
の
う
ち
、B

ond
自
体
に
基
づ
く
も
の
は
受
託
者
が
届
出
た
も
の
と
重
複
し
、
詐
欺
に
係
る
部
分
は
他
の

B
ond

保
有
者
お
よ
び
取
引
債
権
者
に
劣
後
す
る
も
の
と
し
、
控
訴
パ
ネ
ル
も
か
か
る
判
断
を
是
認
し
た）
１０２
（

。

　

そ
し
て
、
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
も
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
投
資
後
に
実
行
さ
れ
た
詐
欺
に
係
る
債
権
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
倒
産
裁
判
所
の
判
断
を
是
認
し
た
。

　
﹁
Ａ
は
、
反
対
の
結
果
が
生
じ
る
可
能
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
証
券
の
価
値
が
増
加
す
る
と
考
え
て
投
資
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
て
Ｇ
社
の
純
粋
な
債
権
者
は
取
引
の
対
価
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
の
み
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
投
資
が
失
敗
し
た
場
合
に
、
そ
の
損

失
を
同
じ
債
権
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
目
的
に
反
す
る
も
の
で
あ
る）
１０３
（

。﹂

　

ま
た
、﹁
Ａ
の
主
張
す
る
見
解
は
、
米
国
の
倒
産
法
の
中
心
的
特
性
で
あ
る
、
絶
対
優
先
原
則
を
弱
体
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
⋮
⋮
⋮

三
二
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

二
〇
九

投
資
者
が
他
の
債
権
者
と
同
順
位
の
処
遇
を
求
め
る
こ
と
は
、
絶
対
優
先
原
則
の
無
視
を
意
味
す
る）
１０４
（

。﹂

　
﹁
Ａ
は
、
一
般
債
権
者
と
は
異
な
る
高
い
倒
産
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る）
１０５
（

。﹂

２
、
派
生
的
な
損
失
の
劣
後
化
の
必
要
性

　

G
eneva Steel

判
決
に
お
い
て
は
、B

ond

の
内
容
に
つ
い
て
認
定
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
一
般
債
権
に
劣
後
す
る
債
権
を
表
章

す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
存
在
す
る）
１０６
（

。
す
な
わ
ち
、
控
訴
裁
判
所
の
判
示
は
、B

ond

が
劣
後
的
な
債
権
で
あ
っ
た
場
合
に
ま
さ
し
く

妥
当
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、B

ond

が
一
般
債
権
を
表
章
す
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
、
詐
欺
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
に
係
る
債
権
が
劣
後
化
さ
れ
る
と
い
う

結
論
は
、
株
主
と
債
権
者
の
間
で
の
リ
ス
ク
の
再
分
配
を
防
ぐ
と
い
う
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
一
般
的
な
趣
旨
と
は
直
ち
に
合
致
す
る
も
の

で
は
な
く
、
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
控
訴
裁
判
所
は
、B

ond
が
流
動
性
あ
る
証
券
と
い
う
投
資
の
対
象
で
あ
る
と
こ
ろ
、
表
章
さ
れ
て
い
る
権
利
が
一

般
債
権
で
あ
っ
て
も
、
派
生
的
な
損
失
に
係
る
債
権
は
取
引
債
権
と
は
地
位
が
異
な
る
、
と
い
う
判
断
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。

　

ま
た
、W

inikka &
 Sim

pson

は
、
派
生
的
な
損
失
の
劣
後
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
か
か
る
損
失
の
劣
後
化
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
デ
ッ
ト
証
券
の
保
有
者
は
倒
産
手
続
き
に
お
い
て
よ
り
多
く
の
権
利
の
分

配
を
受
け
よ
う
と
し
て
、
Ａ
の
よ
う
な
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
権
利
の
希
釈
化
を
避
け
る
こ
と
を
企
図
し
た
他
の
デ

ッ
ト
証
券
保
有
者
に
よ
る
雪
達
磨
式
の
訴
訟
提
起
が
予
想
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
倒
産
手
続
き
に
お
い
て
ど

れ
程
の
債
権
が
存
在
す
る
の
か
予
想
が
つ
か
な
い
こ
と
と
な
り
、
翻
っ
て
会
社
の
財
務
諸
表
に
対
す
る
信
頼
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

倒
産
債
権
市
場
（distressed debts securities m

arkets

）
の
崩
壊
や
取
引
債
権
者
の
与
信
の
減
少
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て

三
二
一
三
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二
一
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
デ
ッ
ト
証
券
に
係
る
債
権
に
つ
い
て
、
司
法
委
員
会
報
告
と
対
照
的
に
、
優
先
す
る
債
権
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く

同
位
の
債
権
に
も
劣
後
す
る
も
の
と
し
た
一
九
七
八
年
法
お
よ
び
そ
れ
を
維
持
し
た
一
九
八
四
年
改
正
を
合
理
的
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
倒
産
手
続
き
に
お
い
て
株
主
に
対
し
て
権
利
の
分
配
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
か
ら
、
普
通
株
式
に
係
る
債
権
を
同

位
と
し
て
も
訴
訟
提
起
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
生
じ
な
い
の
に
対
し
て）
１０７
（

、
一
般
債
権
を
表
彰
す
る
証
券
に
係
る
債
権
に
つ
い
て
は
、
通
常
は

権
利
の
分
配
に
与
れ
る
た
め
、
訴
訟
提
起
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
、
会
社
の
負
債
の
総
額
に
つ
い
て
倒

産
手
続
き
に
お
い
て
不
明
瞭
性
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
）　John M

. W
underlich, B

ankruptcy's P
rotection for N

on-D
ebtors from

 Securities F
raud L

itigation, 16 F
ordham

 J. C
orp. &

 F
in. L

. 375, 386 （2011

）.

（
2
）　Id

. at 386. S
ee a

lso D
avid A

. Skeel, Jr., R
ethinking the L

ine B
etw

een C
orporate L

aw
 and C

orporate B
ankruptcy, 72 Tex. L

. R
ev. 471, 500-01 &

 

n.125, 128 （1994

）; M
ark J. R

oe, T
he V

oting P
rohibition in B

ond W
orkouts, 97 Yale L

.J. 232, 265 n.105 （1987

）; Jonathan C
. L

ipson, U
nderstanding 

F
ailure: E

xam
iners and the B

ankruptcy R
eorganization of L

arge P
ublic C

om
panies, 84 A

m
. B

ankr. L
.J. 1, 56-58 （2010

）.

（
3
）　

集
団
訴
訟
の
部
分
的
不
承
認
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
投
資
者
を
含
む
す
べ
て
の
債
権
者
は
、
債
務
者
で
あ
る
倒
産
会
社
に
対
す
る
債
権
を
維

持
す
る
た
め
に
、
倒
産
手
続
き
に
お
い
て
債
権
の
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
個
々
の
投
資
者
の
債
権
は
、
多
く
の
場
合
少
額
で
あ
る
た
め
届
出
は
不
経
済

的
な
も
の
と
な
る
と
こ
ろ
、
ク
ラ
ス
を
代
表
し
て
届
出
を
行
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
経
済
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
裁
判
所
は
倒
産
法
規
則
三
〇
〇
一
を
根
拠
と
し

て
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。W

underlich, su
p

ra
 note 1, at 387.

（
4
）　11 U

.S.C
.§
362

（a

）（1

）. S
ee, e.g., C

aprin v. Sim
on T

ransp. Servs., Inc., 99 F. A
pp'x 150, 153 n.1 （10th C

ir. 2004

）.

（
5
）　W
underlich, su

p
ra

 note 1, at 386; Jam
es J. P

ark, Securities C
lass A

ctions and B
ankrupt C

om
panies 5 （B

rooklyn L
aw

 School, L
egal Studies P

aper 

N
o. 241, 2011

）, a
va

ila
ble a

t http://ssrn.com
/abstract=1892229.

（
6
）　11 U

.S.C
.§
362

（d

）（1

）.
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（
7
）　S

ee, e.g., In
 re C

oinD
isco, Inc., 271 B

.R
. 273, 276 （B

ankr. N
.D

. Ill. 2002

）.
（
8
）　In

 re C
han, 355 B

.R
. 494, 498 （B

ankr. E
.D

. P
a. 2006

）.
（
9
）　W

underlich , su
p

ra
 note 1, at 387.

（
10
）　11 U

.S.C
.§
1129

（b

）（2

）（B

）（ii

）.

　
　
　

再
建
手
続
き
に
お
け
る
劣
後
化
債
権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、D

aniel C
. C

ohn, Subordinated C
laim

s: T
heir C

lassification and V
oting under C

hapter 11 of 

th
e B

an
kru

p
tcy C

od
e, 56 A

m
. B

an
kr. L

.J. 293 

（1982

）; M
A

R
K

 J. R
O

E
, C

O
R

P
O

R
A

T
E

 R
E

O
R

G
A

N
IZ

A
T

IO
N

 A
N

D
 B

A
N

K
R

U
P

T
C

Y: L
E

G
A

L
 A

N
D

 

F
IN

A
N

C
IA

L
 M

A
T

E
R

IA
L

S 306 ¶
810:7b （2nd ed. F

oundation P
ress 2007

）参
照
。

（
11
）　11 U

.S.C
.§
726.

（
12
）　

和
解
に
係
る
債
権
が
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
倒
産
手
続
き
開
始
申
し
立
て
後
の
和
解
を
否
認
し
た
判
決
と
し
て
、In

 re C
incinnati 

M
icrow

ave Inc., 210 B
.R

. 130 （B
ankr. S.D

. O
hio 1997

）参
照
。

　
　
　

な
お
、
倒
産
事
件
に
つ
い
て
は
、
非
倒
産
事
件
よ
り
も
訴
え
却
下
の
申
し
立
て
が
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
非
倒
産
事
件
よ
り
も
巨
額
の
和
解
お
よ
び
第
三
者
が
支

出
す
る
和
解
が
成
立
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る
。P

ark, su
p

ra
 note 5, at 3.

　
　
　

ま
た
、
証
券
集
団
訴
訟
に
つ
い
て
和
解
を
行
う
会
社
は
、
流
動
性
問
題
を
抱
え
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
倒
産
手
続
き
の
開
始
申
し
立
て
を
行
う
傾
向
も
強
い
と
さ
れ
る
。

Lynn B
ai, Jam

es D
. C

ox, &
 R

andall S. T
hom

as, Lying and G
etting C

aught A
n E

m
pirical Study of the E

ffect of Securities C
lass A

ction Settlem
ents 

on T
argeted F

irm
s, 158 U

. P
enn. L

. R
ev. 1877, 1912 （2010

）.

（
13
）　P

ark, su
p

ra
 note 5, at 5. S

ee, e.g., In
 re C

om
D

isco, Inc., 271 B
.R

. 273, 278 （B
ankr. N

.D
. Ill. 2002

）.

（
14
）　W

underlich, su
p

ra
 note 1, at 388-90. H

O
W

A
R

D
 J. ST

E
IN

B
E

R
G

, B
A

N
K

R
U

P
T

C
Y L

IT
IG

A
T

IO
N

 §
10:83 （June 2011

） （in W
estlaw

）.

（
15
）　P

ark, su
p

ra
 note 5, at 2.

（
16
）　Id

. at 6.

（
17
）　K

enneth M
. A

yotte &
 E

dw
ard R

. M
orrison, C

reditor C
ontrol and C

onflict in C
hapter 11, 1 J. L

egal A
nalysis 511, 522 （2009

）は
、
債
権
者
が
完
全
な
満

足
を
得
て
い
な
い
再
建
事
件
の
九
％
に
お
い
て
株
主
に
権
利
の
分
配
が
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。S

ee a
lso M

aria C
arapeto, E

xplaining D
eviations from

 A
bsolute 

P
riority R

ules in B
ankruptcy, 3 J. E

m
pir. L

eg. Stud. 543 （2006

）.

（
18
）　Lynn M

. L
oP

ucki &
 W

illiam
 C

. W
hitford, B

argaining O
ver E

quity's Share in the B
ankruptcy R

eorganization of L
arge, P

ublicly H
eld C

om
panies, 

三
二
一
五
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
七
号�

二
一
二

不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

139 U
. P

a. L
. R

ev. 125, 143 （1990

）の
調
査
に
よ
れ
ば
、
四
〇
万
ド
ル
か
ら
六
三
〇
〇
万
ド
ル
の
間
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。S

ee a
lso id

. at 142 T
able III.

（
19
）　P

ark, su
p

ra
 note 5, at 5-6 &

 n.13.
（
20
）　Id

. at 7.

（
21
）　R

ichard E
. M

endales, T
he N

ew
 Junkyard of C

orporate F
inance: T

he T
reatm

ent of Junk B
onds in B

ankruptcy, 69 W
ash. U

. L
. Q

. 1137, 1158 （1991

）.

（
22
）  N

. T
heodore Z

ink, Jr. &
 C

hristy R
ivera, A

re T
here A

ny L
im

its To M
andatory Subordination U

nder Section 510

（b

） of the B
ankruptcy C

ode ?, 

P
ratt's Journal of B

ankruptcy L
aw

 2007.03-2, 581, 582 （2007

）.

（
23
）　

本
稿
で
は
、
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て
全
て
﹁
判
決
﹂
と
し
、
ま
た
そ
の
先
例
的
価
値
に
関
わ
ら
ず
一
律
に
﹁
判
例
﹂
と
い
う
語
を
用
い
る
。

（
24
）　

②
お
よ
び
③
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
付
加
的
な
考
慮
要
素
が
加
わ
る
も
の
で
あ
り
、
別
の
機
会
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
25
）　Z

ink &
 R

ivera, su
p

ra
 note 22, at 582-83.

（
26
）　Id

. S
ee a

lso D
ennis F. D

unne, Stock R
epurchase A

greem
ents in B

ankruptcy: A
 T

ale of State L
aw

 R
ights D

iscarded, 12 B
ankr. D

ev. J. 355, 385-86 

（1996

）; R
alp

h
 B

ru
b

aker, S
u

b
ord

in
ation

 of S
tock R

ep
u

rch
ase C

laim
s: N

on
b

an
kru

p
tcy S

tate L
aw

, "N
o F

au
lt" E

q
u

itab
le S

u
b

ord
in

ation
, an

d 

M
andatory Subordination of Stock P

urchase/Sale D
am

ages, 25 N
o. 11 B

ankruptcy L
aw

 L
etter 1 （2005

）.

（
27
）　S

ee R
obert J. Stark, R

eexam
ining the Subordination of Investor F

raud C
laim

s in B
ankruptcy: A

 C
ritical Study of In

 re G
ranite P

artners, L
.P., 72 

A
m

. B
ankr. L

.J. 497, 499 n.10, 508 n.85 （1998
）. S

ee a
lso In

 re Stern-Slegm
an-P

rins C
o., 86 B

.R
. 994, 1000 （B

ankr. W
.D

. M
o. 1988

）.

（
28
）　A

m
arex

事
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
証
券
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、無
限
責
任
社
員
に
対
す
る
債
権
の
劣
後
化
を
論
じ
る
た
め
に
は
、

そ
の
者
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
﹁
関
係
者
﹂
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
判
決
に
お
い
て
は
そ
の
点
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。S

ee In
 re G

ranite 

P
artners, L

.P., 208 B
.R

. 332, 343 n.15 （B
ankr. S.D

.N
.Y. 1997

）.

（
29
）　

連
邦
法
に
関
す
る
立
法
資
料
と
制
定
法
解
釈
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
加
藤
貴
仁
﹃
株
主
間
の
議
決
権
配
分―

―

株
一
議
決
権
原
則
の
機
能
と
限
界―

―

﹄
二
〇
三
頁
・
脚
注

（
１０７
）（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

　
　
　

ま
た
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ス
カ
リ
ア
／
中
川
丈
久
訳
﹁
法
律
解
釈
に
お
け
る
立
法
史
の
利
用
に
つ
い
て―

―

議
会
意
図
の
擬
制
に
よ
る
司
法
の
責
務
放
棄―

―

﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
一
二
九
号
七
七
頁
（
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
30
）　Stark

も
、Slain &

 K
ripke

が
詐
欺
に
よ
る
証
券
の
保
持
（fraud in the retention

）
に
つ
い
て
明
示
的
に
は
検
討
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
議
会
も
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の

起
草
に
お
い
て
そ
れ
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
後
述
す
るG

ranite P
artners

判
決
を
批
判
す
る
。Stark, su

p
ra

 note 27, at 507-08, 522-23.

三
二
一
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六
三
巻
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号�

二
一
三

（
31
）　In

 re A
m

arex, Inc., 78 B
.R

. 605, 609-10 （W
.D

. O
kla. 1987

）, rev'g, 53 B
.R

. 888 （B
ankr. W

.D
.O

kla.1985

）.
（
32
）　A

ngels C
orp

判
決
に
お
い
て
も
、A

m
arex

判
決
と
同
様
に
、
管
理
者
が
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
言
う
﹁
関
係
者
﹂
で
あ
る
か
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。S

ee In
 re 

G
ranite P

artners, 208 B
.R

. at 344 n.17.

（
33
）　In

 re A
ngeles C

orp., 177 B
.R

. 920, 926 （B
ankr. C

.D
. C

al. 1995

）, a
ff'd

, 199 B
.R

. 220 （B
.A

.P. 9th C
ir. 1996

）.

（
34
）　Id

. at 928.

（
35
）　

株
式
投
資
者
の
債
権
の
劣
後
化
と
い
う
政
策
判
断
の
是
非
に
つ
い
て
意
見
を
留
保
し
つ
つ
（Stark, su

p
ra

 note 27, at 498 n.3

）、
法
律
の
文
言
の
解
釈
方
法
と
い
う
観

点
か
ら
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
のarising from

と
い
う
文
言
に
つ
い
て
制
限
的
な
解
釈
を
支
持
す
る
見
解
と
し
て
、Id

. at 511-13, 519-22

参
照
。S

ee a
lso M

elanie J. 

Schm
id, N

ote, A
 C

ongressional M
ontage of Tw

o System
s of L

aw
―
―

M
andatory Subordination under the C

ode, 13 A
m

. B
ankr. Inst. L

. R
ev. 361, 

374 （2005

）.

（
36
）　

証
券
取
引
所
法
規
則
10
ｂ－
5
に
基
づ
く
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
売
主
・
買
主
要
件
が
課
さ
れ
る
こ
と
がB

lue C
hip

判
決
（421 U

.S. 723 

（1975

））
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
請
求
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
州
法
上
の
不
法
行
為
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Stark, su
p

ra
 note 27, at 499 n.7.

　
　
　

な
お
、拙
稿
﹁
不
実
開
示
に
対
す
る
発
行
会
社
等
の
民
事
責
任
の
構
造
に
関
す
る
一
考
察
﹂
同
志
社
法
学
六
三
巻
四
号
一
三
九
頁
、二
二
三
頁
・
脚
注
（
21
）　
（
二
〇
一
一
年
）

参
照
。

（
37
）　S

ee In
 re G

ranite P
artners, 208 B

.R
. at 344 n.18.

（
38
）　A

B
F

 C
apital M

anagem
ent v. A

skin C
apital M

anagem
ent, L

.P., 957 F. Supp. 1308, 1334 （S.D
.N

.Y. 1997

）.

（
39
）　In

 re G
ranite P

artners, 208 B
.R

. at 336-37.

（
40
）　Id

. at 338-39.

（
41
）　Slain &

 K
ripke

は
、
論
文
の
冒
頭
に
お
い
て
そ
の
旨
を
述
べ
て
い
る
。John J. Slain &

 H
om

er K
ripke, T

he Interface betw
een Securities R

egulation and 

B
ankruptcy

―
―

A
llocating the R

isk of Illegal Securities Issuance, 48 N
. Y. U

. L
. R

ev. 261, 261 （1973

）.

（
42
）　In

 re G
ranite P

artners, 208 B
.R

. at 389.

（
43
）　Id

. at 342.

（
44
）　

さ
ら
に
、A

m
arex

判
決
とA

ngels C
orp

判
決
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
間
接
損
害
に
係
る
債
権
の
劣
後
化
を
否
定
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

三
二
一
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二
一
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係
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権
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の
処
遇

　
　
　

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
事
件
で
は
証
券
発
行
体
を
管
理
す
る
地
位
に
あ
る
者
の
信
認
義
務
違
反
等
に
よ
っ
て
発
行
体
の
資
産
の
減
少
が
生
じ
て
間
接
的
に
投
資
者
が
損
害
を

被
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
倒
産
状
態
に
お
い
て
か
か
る
損
害
に
つ
い
て
債
権
者
と
同
位
と
す
る
こ
と
は
、
絶
対
優
先
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。Id

. at 344.
（
45
）　C

f. In
 re C

hristian L
ife C

enter, 821 F.2d 1370 （9th C
ir. 1987

）; In
 re F

light T
ransp. C

orp. Sec. L
itig., 730 F.2d 1128 （8th C

ir. 1984

）, cert. d
en

ied
 

469 U
.S. 1207 （1985

）.

（
46
）　som

e casual link test

あ
る
い
はbut for test

な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
。Z

ink &
 R

ivera, su
p

ra
 note 22, at 583.

（
47
）　In

 re B
etacom

 of P
hoenix, Inc., 225 B

.R
. 703 （D

. A
riz. 1998

）, rev'd
, 240 F.3d 823 （9th C

ir. 2001

）.

（
48
）　Id

. at 826-27.

（
49
）　Id

. at 829-31.

（
50
）　Id

. at 830-31.

（
51
）　In

 re Telegroup, Inc., 281 F.3d 133 （3d C
ir. 2002

）.

　
　
　

S
ee a

lso John J. R
apisardi, D

ebate C
ontinues on P

riority of Securities F
raud C

laim
s in B

ankruptcy, 3/14/2002 N
.Y.L

.J. 3, （col. 1

）.

（
52
）　In

 re Telegroup, 281 F.3d at 136.

（
53
）　Id

. at 138.

（
54
）　Id

. at 139-42.

　
　
　

議
会
が
問
題
と
し
た
リ
ス
ク
の
分
配
は
あ
く
ま
で
違
法
な
証
券
発
行
に
係
る
リ
ス
ク
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
と
し
て
、Telegroup

事
件
に
お
け
る
リ
ス
ク
は
そ
れ
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
り
（
む
し
ろ
、
会
社
が
契
約
を
履
行
し
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
は
債
権
的
リ
ス
ク
で
あ
り
）、
さ
ら
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
適
用
範
囲
を
証
券
発
行
後

の
行
為
に
係
る
債
権
に
拡
張
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
す
る
議
論
と
し
て
、Schm

id, su
p

ra
 note 35, at 374

参
照
。

（
55
）　In

 re Telegroup, 281 F.3d at 136.

（
56
）　In

 re G
eneva Steel C

o., 281 F.3d 1173 （10th C
ir. 2002

）.

（
57
）　Id
. at 1178-79.

（
58
）　Id

. at 1180-81.

（
59
）　Id

. at 1181-82.

（
60
）　In

 re M
ed D

iversified, Inc., 461 F.3d 251 （2d C
ir. 2006

）.

三
二
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六
三
巻
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号�

二
一
五

（
61
）　Id

. at 256, 258-59.
（
62
）　Id

. at 256-58.
（
63
）　Id

. at 257-58.

（
64
）　Id

. at 259.

（
65
）　In

 re SeaQ
uest D

iving L
P, 579 F.3d 411 （5th C

ir. 2009

）.

　
　
　

S
ee a

lso L
aurence M

ay, C
laim

ants F
ight Subordination: T

he E
xpansion of

§
510

（b

） C
ontinues, 9/28/2009 N

.Y.L
.J. 9, 

（col. 3

）; Ilana V
olkov &

 

F
elice Yudkin, F

ifth C
ircuit E

xpands Section 510

（b

） Subordination in In T
he M

atter of Seaquest D
iving L

P, 29-A
U

G
 A

m
. B

ankr. Inst. J. 42 （2010

）.

（
66
）　In

 re SeaQ
uest. at 421.

（
67
）　Id

.

（
68
）　Id

. at 422.

（
69
）　In

 re E
nron C

orp 341 B
.R

 141, 166 n.21 （B
ankr. S.D

.N
.Y. 2006

）も
、
多
く
の
判
例
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
株
主
と
債
権
者
と
の
間
で
の
リ

ス
ク
の
分
配
で
あ
り
、
債
権
者
の
信
頼
や
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
概
念
に
つ
い
て
は
簡
単
に
し
か
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
70
）　Z

ink &
 R

ivera, su
p

ra
 note 22, at 589-93.

（
71
）　Id

. at 585.

（
72
）　Schm

id, su
p

ra
 note 35, at 382.

（
73
）　In

 re W
orldC

om
, Inc., 329 B

.R
. 10 （B

ankr. S.D
.N

.Y.2005
）.

（
74
）　In

 re E
nron C

orp 341 B
.R

 141 （B
ankr. S.D

.N
.Y. 2006

）.

　
　
　

S
ee Jam

es G
adsden, E

nron and the Subordination of Stock O
ptions and O

ther C
laim

s U
nder§

510

（B

） of the C
ode, 26-F

E
B

 A
m

. B
ankr. Inst. J. 

54 （2007

）.

（
75
）　In

 re W
orldC

om
, 329 B

.R
. at 13-14.

（
76
）　In

 re E
nron C

orp, 341 B
.R

. at 143. 

ま
た
、
裁
判
所
は
、
従
業
員
の
境
遇
に
つ
い
て
共
感
を
示
す
一
方
で
、
規
範
的
な
懸
念
に
つ
い
て
調
整
を
行
う
の
は
裁
判
所
で
は

な
い
こ
と
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
衡
平
法
的
劣
後
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
倒
産
裁
判
所
は
衡
平
法
裁
判
所
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。Id

. at 

169.

三
二
一
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二
一
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権
の
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法
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の
処
遇

（
77
）　S

ee Schm
id, su

p
ra

 note 35, at 384; D
aniel P. W

inikka &
 D

ebra K
. Sim

pson, T
he B

road Scope of Subordination of C
laim

s U
nder Section 510

（b

） of 

the B
ankruptcy C

ode, 2002 A
nn. Surv. of B

ankr. L
aw

 65,§
V

 

（2002

）; C
hristopher W

. F
rost, Subordination of Securities C

laim
s in B

ankruptcy: 

W
hat is the Scope of Section 510

（b

） ?, 27 N
o. 2 B

ankruptcy L
aw

 L
etter 1 （2007

）.

（
78
）　

企
業
の
倒
産
と
い
う
文
脈
に
お
け
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
（
デ
ラ
ウ
ェ
ア
地
区
倒
産
裁
判
所
）
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、K

enneth A
yotte &

 D
avid A

. Skeel Jr., W
hy D

o 

D
istressed C

om
panies C

hoose D
elaw

are ? A
n E

m
pirical A

nalysis of V
enue C

hoice in B
ankruptcy （U

 of P
enn, Inst for L

aw
 &

 E
con R

esearch P
aper 

N
o.03-29, 2004

）, a
va

ila
vle a

t http://ssrn.com
/abstract=463001; Stephen J. L

ubben, D
elaw

are's Irrelevance, 16 A
m

. B
ankr. Inst. L

. R
ev. 267 （2008

）, 

Lynn M
. L

oP
ucki, C

ourting F
ailure: H

ow
 C

om
petition for B

ig C
ases Is C

orrupting the B
ankruptcy C

ourts

（U
niv. M

ichigan P
ress, N

ew
 ed. 2006

）等
参

照
。

（
79
）　D

avid S. F
orsh, M

andatory Subordination of C
laim

s U
nder Section 510

（b

）: T
hree N

ew
 D

elaw
are D

ecisions, P
ratt's Journal of B

ankruptcy L
aw

 

2008.09-8, 566, 569-70 

（2008
）. 
ま
た
、In

 re U
.S. W

ireless C
orp., 384 B

.R
. 713 

（B
ankr. D

.D
el. 2008

）に
つ
い
て
、John J. R

apisardi, Subordination of 

C
laim

s R
elating to Stock-B

ased C
om

p, 5/14/2008 N
.Y.L

.J. 3, （col. 1

）参
照
。

（
80
）　S

ee e.g., In
 re D

irecT
V

 L
atin A

m
., L

.L
.C

., 2004 W
L

 302303 （D
. D

el. 2004

）; In
 re P

re-P
ress G

raphics C
o., Inc., 307 B

.R
. 65, 76 （N

.D
. Ill. 2004

）.

（
81
）　In

 re W
yeth C

o., 134 B
.R

. 920 （B
ank. W

.D
. M

o. 1991

）.

（
82
）　Id

. at 922.

（
83
）　In

 re M
obile Tool International, Inc., 306 B

.R
. 778 （B

ankr. D
.D

el. 2004

）.

　
　
　

な
お
、In

 re M
otels of A

m
erica, Inc., 146 B

.R
. 542 （B

ankr. D
.D

el. 1992

）も
、
債
権
の
性
質
を
、
株
主
よ
り
も
債
権
者
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
劣
後
化
を

否
定
し
た
が
、
固
有
の
事
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
先
例
的
価
値
は
疑
わ
し
い
。S

ee In
 re K

aiser G
roup Intern., Inc., 260 B

.R
. 684, 687 

（B
ankr. D

.D
el. 

2001

）; In
 re Int'l W

ireless C
om

m
unications H

oldings, Inc., 257 B
.R

. 739, 747 （B
ankr. D

.D
el. 2001

）.

（
84
）　In

 re M
obile Tool International, 306 B

.R
. at 780-82.

（
85
）　In
 re A

m
erican W

agering Inc, 493 F.3d 1067 （9th C
ir 2007

）.

　
　
　

S
ee a

lso Jordan A
. K

roop, In a Subordination F
ight, B

et on a W
inner, 25-N

O
V

 A
m

. B
ankr. Inst. J. 14 （2006

）; M
arvin C

. R
uth, A

n U
pdate on L

oan 

R
echaracterization and Its Interplay W

ith 11 U
.S.C

.§
510

（B

）, 2007 N
o. 7 N

orton B
ankr. L

. A
dviser 2 （2007

）.

　
　
　

ま
た
、
買
収
の
対
価
の
一
部
が
、
買
収
会
社
の
普
通
株
式
の
三
年
後
の
価
値
を
基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
事
案
に
お
い
て
、
株
式
の
価
値
を
参
照
す
る

三
二
二
〇
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損
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権
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上
の
処
遇

同
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社
法
学　

六
三
巻
七
号�

二
一
七

こ
と
に
よ
り
対
価
が
算
定
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
債
権
は
証
券
取
引
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
同
様
の
判
断
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、In

 re N
ationsR

ent, Inc., 

381 B
.R

. 83 （B
ankr. D

.D
el. 2008

）参
照
。

（
86
）　In

 re A
m

erican W
agering, 493 F.3d at 1071.

（
87
）　Id

. at 1072.

（
88
）　Id

. at 1072-73.

（
89
）　Id

. at 1073.

（
90
）　

会
社
の
倒
産
間
近
に
脱
法
的
に
か
か
る
転
換
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
倒
産
法
五
四
八
条
の
適
用
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、W

inikka &
 Sim

pson, su
p

ra
 note 77, 

at§
V

: A
.

（
91
）　B

u
t see In

 re B
etacom

, 225 B
.R

. at 831-32.

（
92
）　M

ed D
iversified

判
決
と
の
比
較
に
つ
い
て
、A

lec P. O
strow

, D
on't L

et M
e D

ow
n:L

im
iting the U

ses of Section 510

（B

） Subordination, 2010 A
nn. Surv. 

of B
ankr. L

aw
 10 （2010

）参
照
。

（
93
）　Id

.

（
94
）　S

ee Z
ink &

 R
ivera, su

p
ra

 note 22, at 597.

（
95
）　4 C

O
L

L
IE

R
 O

N
 B

A
N

K
R

U
P

T
C

Y¶
510.04[1] （A

lan N
. R

esnick &
 H

enry J. Som
m

er ed. 16th ed. 2009

）.

（
96
）　

な
お
、K

aushansky

は
、
上
位
の
劣
後
債
と
下
位
の
劣
後
債
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
典
型
的
な
契
約
条
項
に
準
じ
て
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
一
般
債
権
に
劣
後
し
、
ま
た
下

位
の
劣
後
債
は
上
位
の
そ
れ
に
劣
後
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
会
社
倒
産
時
に
上
位
の
劣
後
債
権
者
が
不
実
開
示
に
よ
っ
て
当
該
劣
後
債
を
取
得
し
た
旨
を
主
張
し

て
損
害
賠
償
を
求
め
る
場
合
、
か
か
る
債
権
は
ど
の
よ
う
な
地
位
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。H

ow
ard K

aushansky, 11 U
.

S.C
. Section 510

（b

） and M
ultiple D

ebentures: T
he P

olicy of Subordination, 93 C
om

. L
.J. 279 （1988

）.

　
　
　

す
な
わ
ち
、
①
上
位
の
劣
後
債
権
者
と
下
位
の
劣
後
債
権
者
の
優
先
関
係
は
、
債
権
者
間
に
お
け
る
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
管
理
上
の
便
宜
の
た
め
に
倒
産
手
続
き
に
お

い
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
会
社
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
同
位
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
と
し
て
（Id

. 281-84

）、
②
典
型
的
な
契
約
条
項
に
お
い
て
は
、
劣

後
債
が
如
何
な
る
権
利
に
劣
後
す
る
か
が
定
義
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
権
利
の
定
義
に
お
い
て
証
券
法
違
反
の
損
害
賠
償
請
求
債
権
は
通
常
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
上
位
劣
後
債
権
者
の
証
券
法
違
反
に
係
る
権
利
に
は
自
ら
は
劣
後
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
下
位
劣
後
債
権
者
の
信
頼
を
保
護
す
べ
き
で
あ
り
（Id

. at 288-90

）、

そ
し
て
③
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
基
づ
く
劣
後
化
に
お
い
て
は
損
失
の
リ
ス
ク
の
分
配
が
決
定
的
な
要
素
と
な
る
の
で
あ
り
、
証
券
を
引
受
け
た
投
資
者
が
リ
ス
ク
を
分
配
さ

三
二
二
一
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
他
の
権
利
者
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。

　
　
　

そ
し
て
、
③
の
根
拠
と
し
て
、
証
券
の
引
受
け
を
行
う
者
の
み
が
発
行
の
適
法
性
を
調
査
す
る
機
会
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
般
債
権
者
や
説
例

に
お
け
る
下
位
の
劣
後
債
権
者
は
、調
査
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
責
務
が
存
在
し
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、上
位
の
劣
後
債
権
者
の
請
求
権
を
劣
後
化
さ
せ
な
い
場
合
に
は
、

下
位
の
劣
後
債
権
者
に
重
大
な
不
利
益
が
生
じ
る
と
こ
ろ
、
か
か
る
不
利
益
の
発
生
は
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
が
対
処
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
違
法
な
証
券
発
行
に
か
か

る
損
失
は
一
般
債
権
者
お
よ
び
下
位
の
劣
後
債
権
者
に
劣
後
し
、
証
券
を
引
受
け
た
上
位
の
劣
後
債
権
者
が
そ
れ
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。Id

. at 290.

（
97
）　Schm

id, su
p

ra
 note 35, at 375 n.116.

（
98
）　In

 re B
lon

d
h

eim
 R

eal E
state, In

c., 91 B
.R

. 639, 640 （B
an

kr. D
.N

.H
. 1988

）; In
 re W

yeth
 C

o., 134 B
.R

. 920, 922 （B
an

kr. W
.D

. M
o. 1991

）; In
 re 

M
ontgom

ery W
ard H

olding C
orp., 272 B

.R
. 836, 843 （B

ankr. D
.D

el. 2001

）; In
 re M

errim
ac P

aper C
o., 303 B

.R
. 710, 718 （B

ankr. D
.M

ass. 2003

）; In
 

re M
obile Tool International, Inc., 306 B

.R
. 778, 780 （B

ankr. D
.D

el. 2004

）.

　
　
　

な
お
、﹁soft notes

﹂
の
実
質
が
エ
ク
テ
ィ
持
分
で
あ
る
と
し
て
、劣
後
化
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、In

 re C
ourtside V

illage, L
L

C
, 2003 W

L
 22764541 （B

ankr. 

N
.D

. C
al. 2003

）参
照
。

（
99
）　S

ee e.g., In
 re B

ankest C
apital C

orp., 361 B
.R

. 263, 267-68 （B
ankr. S.D

.F
la. 2006

）.

（
１００
）　In

 re G
eneva Steel C

o., 281 F.3d 1173 （10th C
ir. 2002

）.

（
１０１
）　Id

. at 1175.

（
１０２
）　Id

.

（
１０３
）　Id

. at 1180.

（
１０４
）　Id

. at 1180-81.

（
１０５
）　Id

. at 1182.

（
１０６
）　W

inikka &
 Sim

pson, su
p

ra
 note 77, at§

V
: B

. W
inikka &

 Sim
pson

は
、
通
常B

ond

は
、senior debt

に
の
み
劣
後
す
る
も
の
で
あ
る
（
一
般
無
担
保
債
権
に

は
劣
後
し
な
い
）
と
指
摘
す
る
。

（
１０７
）　S

ee a
lso N

icholas L
. G

eorgakopoulos, Strange Subordinations: C
orrecting B

ankruptcy's 510

（b

）, 16 B
ankr. D

ev. J. 91 （1999

）.
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第
四
章　

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
は
、
株
式
投
資
者
の
債
権
が
劣
後
化
さ
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
裁
判
所
が
具
体
的
判
断
基
準
と
し
て
い
る
よ
う
な
一
種
の
一
律

的
な
﹁
絶
対
優
先
原
則
﹂
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
議
論
を
行
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
株
式
投
資
者
の
債
権
の
処
遇
の
問

題
に
つ
い
て
何
ら
か
の
規
範
的
主
張
を
行
え
て
い
な
い
。

　

本
稿
が
、
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
何
ら
か
の
観
点
を
提
示
で
き
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
第
一
に
、
一
九
七
〇
年
代
、
米
国
に
お
い

て
は
証
券
訴
訟
が
勃
興
の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
訴
訟
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
債
権
を
一
般
債
権
と
し
て
処
遇
し
た
場
合
、
企
業

金
融
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
が
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
導
入
の
背
景
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
推
測
が
正
し
い
場
合
、
不
実
開
示
の
疑
い
が
あ
り
、
故
に
証
券
（
集
団
）
訴
訟
に
よ
っ
て
大
規
模
な
負
債
が
追
加
的
に
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
会
社
に
対
し
て
、
与
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
リ
ス
ク
テ
ー
カ
ー
が
企
業
金
融
の
発
達
に
よ
っ
て
出
現
し
た
場
合
に
は
、

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
そ
の
背
景
の
一
部
を
失
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
第
二
に
、
五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
の
導
入
お
よ
び
判
例
に
お
け
る
拡
張
的
な
適
用
は
、
倒
産
債
権
市
場）

1
（

の
成
立
に
間
接
的
に
貢

献
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
米
国
に
お
け
る
集
団
訴
訟
の
約
半
分
を
証
券
集
団
訴
訟
が
占
め
て
お
り）

2
（

、
ま
た
そ
の

よ
う
な
訴
訟
に
お
い
て
巨
額
の
請
求
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
証
券
訴
訟
は
会
社
の
大
き
な
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
は
証
券
投
資
者
の
訴
訟
を
抑
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
倒
産
会
社
に
新
た
に
投
資
す
る
者
の
リ
ス
ク
を
限
定
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

五
一
〇
条
（
ｂ
）
項
に
は
以
上
の
よ
う
な
現
実
的
機
能
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
我
が
国
に
お
い
て
も
同
様
の
規
定
が
導
入
さ
れ
る
べ

三
二
二
三
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不
実
開
示
等
に
係
る
投
資
者
の
対
会
社
損
害
賠
償
請
求
債
権
の
倒
産
法
上
の
処
遇

き
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）　

倒
産
債
権
へ
の
投
資
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、M

A
R

T
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（W
iley 2009

）参
照
。

（
2
）　John C

. C
offee, Jr., R

eform
ing the Securities C

lass A
ction: A

n E
ssay on D

eterrence and Its Im
plem

entation, 106 C
olum

. L
. R

ev. 1534, 1540 （2006

）.
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